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一
　
前
書
き

　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
日
、
新
し
い
民
法
典
（
ル
ー
マ
ニ
ア
官
報
二
〇
一
一
年
六
月
一
〇
日
付
第
四
〇
九

号
第
一
部
公
布
）
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
典
に
先
立
つ
一
八
六
四
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
民
法
典
は
、
主
と
し
て
、
一
八
〇
四
年
の
フ
ラ
ン

ス
民
法
典
に
倣
っ
て
い
た
が
、
新
民
法
典
の
制
定
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
欧
州
連
合
へ
の
加
盟
に
際
し
て
直
面
す
る
に
至
っ
た
改
正
手
続

と
不
可
分
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
ル
ー
マ
ニ
ア
実
定
私
法
の
現
代
化
の
要
請
か
ら
、
伝
統
的
な
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
と

訣
別
す
る
こ
と
が
そ
の
動
機
と
さ
れ
る
（Catalina A
vasilencei, La codification des conflits de lois dans le nouveau Code civil 

roum
ain: une nouvelle form

e en attente dʼun contentieux, R
evue critique de droit international privé

（
以
下
、R

CD
IP

と
し

て
引
用
す
る
）2012, p.248.

）。
起
草
に
際
し
て
は
、
諸
外
国
の
民
法
が
広
汎
に
参
考
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
し
て
、
就
中
、
カ
ナ

ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
民
法
典
を
中
心
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
の
民
法
典
の
ほ
か
、
欧
州
連
合
規

則
、
国
際
条
約
、
欧
州
人
権
裁
判
所
判
決
に
及
ん
で
い
る
（A

vasilencei, op. cit., p.248.

）。

　

二
〇
一
一
年
の
新
民
法
典
は
、
私
法
の
一
元
的
規
律
の
構
想
の
下
に
、
人
事
、
家
事
、
商
事
に
関
す
る
規
則
と
と
も
に
、
国
際
私
法

の
規
則
を
も
統
合
し
て
お
り
、
同
法
典
第
七
巻
に
は
、
抵
触
規
定
（
以
下
、「
新
法
」
と
す
る
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
国

際
私
法
関
係
規
則
に
関
す
る
一
九
九
二
年
九
月
二
二
日
法
律
第
一
〇
五
号
」（
一
九
九
二
年
一
二
月
一
日
施
行
、
以
下
、「
旧
法
」
と
す
る
）

は
、
改
正
さ
れ
た
上
で
、
新
民
法
典
へ
移
し
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（A

vasilencei, op. cit., p.248 et suiv.

）。
尚
、
旧
法
中
に

収
め
ら
れ
て
い
た
国
際
手
続
法
に
関
す
る
緒
規
定
は
、
修
正
を
施
さ
れ
た
上
、
新
し
い
民
事
訴
訟
法
典
（
二
〇
一
〇
年
七
月
一
五
日
法
律

第
一
三
四
号
）
へ
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（A

vasilencei, op. cit., p.249.
）。

　

前
述
の
よ
う
に
、
新
法
は
、
一
九
九
二
年
以
後
に
お
け
る
国
際
私
法
の
発
展
を
採
り
入
れ
る
と
共
に
、
二
〇
〇
七
年
に
お
け
る
ル
ー
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マ
ニ
ア
の
欧
州
連
合
へ
の
加
盟
の
結
果
と
し
て
、
欧
州
連
合
の
諸
規
則
の
効
力
に
対
し
て
も
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に

至
っ
た
。
例
え
ば
、
旧
法
は
一
九
八
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
マ
条
約
（
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
条
約
）
と
基
本
的
に
両
立
し

え
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
新
法
に
お
い
て
は
大
幅
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
そ
れ
に
続
い
て
、
二
〇
〇
八
年
の
ロ
ー
マ
Ⅰ

規
則
（
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
二
〇
〇
八
年
第
五
九
三
号
）、
及
び
、
二
〇
〇
七
年
の
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則

（
非
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
二
〇
〇
七
年
第
八
六
四
号
）
に
従
う
こ
と
が
、
明
文
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
（
新
法
第
二
六
四
〇
条
第
一
項
及
び
第
二
六
四
一
条
第
一
項
）。
か
く
し
て
、
新
法
の
成
立
前
に
お
い
て
は
、
欧
州
連
合
法
の
優
位
に

伴
う
旧
法
の
改
正
は
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
新
法
の
成
立
に
よ
り
、
旧
法
は
部
分
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
尚
、
欧
州

連
合
法
の
優
先
的
適
用
は
二
〇
〇
三
年
に
改
正
さ
れ
た
一
九
九
一
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
憲
法
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
（A

vasilencei, op. cit., p.249.

）。

　

旧
法
の
一
部
を
明
確
に
廃
止
す
る
新
し
い
ル
ー
マ
ニ
ア
民
法
典
第
七
巻
に
置
か
れ
た
諸
規
定
は
、
渉
外
的
要
素
を
有
す
る
民
事
法
関

係
、
商
事
法
関
係
、
及
び
、
そ
の
他
の
私
法
関
係
に
関
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
の
一
般
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
第
二
五
五
七
条
第
三
項
は
、「
本
巻
の
諸
規
定
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
当
事
国
で
あ
る
国
際
条
約
、
欧
州
連
合
法
、
又
は
、
特

別
法
規
定
が
他
の
規
則
を
定
め
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
の

法
源
の
所
在
で
あ
り
、
又
、
そ
の
ま
ま
、
そ
れ
ら
法
源
の
間
の
序
列
と
も
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
際
条
約
と
欧
州
連

合
法
と
の
間
に
お
け
る
適
用
の
優
先
関
係
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
更
に
き
め
細
か
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（A

vasilencei, op. cit., p.249 et suiv.

）。

　

以
上
に
お
け
る
よ
う
な
改
正
の
経
緯
を
有
す
る
新
法
の
検
討
に
際
し
、
先
ず
、
旧
法
に
関
す
る
若
干
の
研
究
（O

ctavian Capatina, 

La rèform
e du droit international privé roum

ain, R
CD

IP 1994, p.167 et suiv.; Peter Leonhardt, D
as neue internationale 
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Privatrecht Rum
äniens, Praxis des internationalen Privat- und V

erfahrensrechts 1994, S.156ff.; O
ctavian Capatina, D

as neue 

rum
änische internationale Privatrecht, R

abels Zeitschrift für ausländisches und internationales Privatrecht 1994, S.465ff.

に

依
拠
し
た
旧
法
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
拙
稿
「
外
国
国
際
私
法
立
法
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
1
）
―
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
（
一
九
九
二
年
）

―
（
上
）、（
下
）」
大
阪
国
際
大
学
紀
要
国
際
研
究
論
叢
八
巻
一
号
八
九
頁
以
下
、
二
号
一
二
一
頁
以
下
参
照
。
尚
、
旧
法
の
諸
規
定
の
訳
出
に

際
し
て
は
、R

CD
IP 1994, p.172 et suiv.

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
語
訳
に
拠
っ
た
）
を
出
発
点
と
し
て
、
新
法
が
如
何
な
る
内
容
を
有
す

る
も
の
に
改
正
さ
れ
た
か
を
具
体
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、「
国
際
私
法
の
危
機
」
を
脱
し
た
現
代
の
大

陸
型
国
際
私
法
が
、
更
な
る
充
実
を
目
し
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
方
向
を
探
知
し
、
又
、
欧
州
連
合
域
外
の
諸
国
と
の
関
わ
り
を
規
律
す

る
欧
州
連
合
加
盟
国
国
内
立
法
に
つ
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
を
一
例
と
し
て
、
そ
の
趨
勢
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
、
試
み
る
こ

と
と
し
た
い
。

二
　
総
則
規
定
の
特
徴

（
1
）　
旧
法
規
定
の
概
容

　

旧
法
中
の
総
則
規
定
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
一
〇
箇
条
が
あ
る
。

　

先
ず
、
新
法
第
二
五
五
七
条
に
相
当
す
る
旧
法
第
一
条
に
お
い
て
は
、
国
際
私
法
関
係
の
準
拠
法
を
決
定
す
る
規
定
の
ほ
か
、
国
際

私
法
関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
お
け
る
手
続
規
定
も
含
ま
れ
、
国
際
私
法
関
係
と
は
、
渉
外
的
要
素
を
有
す
る
民
事
関
係
、
商
事
関
係
、

労
働
関
係
、
民
事
訴
訟
関
係
及
び
そ
の
他
の
私
法
関
係
を
言
う
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
法
に
お
い
て
は
、
国
際
民
事
訴
訟
関

係
に
つ
い
て
は
民
事
訴
訟
法
典
へ
移
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
国
際
条
約
、
欧
州
連
合
法
、
特
別
法
規
定
の
適
用
の
優
先
が
謳
わ
れ

て
い
る
。
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又
、
外
国
人
の
民
事
権
に
つ
い
て
、
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
を
定
め

て
い
た
旧
法
第
二
条
は
、
新
法
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
法
第
三
条
は
、「
準
拠
法
の
決
定
が
何
ら
か
の
法
制
度
又
は
法
的
関
係
に
与
え
ら
れ
る
性
質
決
定
に
依
存
す
る
場
合
に
顧
慮
さ
れ

る
の
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
確
定
さ
れ
る
法
的
性
質
決
定
で
あ
る
。」
と
し
て
、
法
律
関
係
の
性
質
決
定
に
お
け
る
法
廷
地
法

説
を
採
用
し
て
い
た
。
そ
の
立
場
は
、
新
法
第
二
五
五
八
条
第
一
項
が
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
新
法
は
、
反
致
の
場
合
、
物
の

性
質
決
定
の
場
合
に
つ
い
て
も
規
定
し
、
又
、
不
知
の
外
国
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な
場
合
と
し
て
、
準
拠
法
説
の
立
場
に
拠

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

反
致
に
関
し
て
は
、
旧
法
第
四
条
が
、「
下
記
の
規
定
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
外
国
法
が
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
反
致
す
る
と
き
、
明
ら

か
に
反
対
の
規
定
が
な
い
限
り
、
適
用
さ
れ
る
の
は
ル
ー
マ
ニ
ア
法
と
す
る
。」（
第
一
項
）
と
し
、
又
、「
外
国
法
が
他
国
法
に
対
し

て
行
な
う
反
致
は
、
無
効
と
す
る
。」（
第
二
項
）
と
定
め
て
、
狭
義
の
反
致
の
み
を
認
め
る
立
場
を
採
っ
て
い
た
が
、
そ
の
立
場
は
、

新
法
第
二
五
五
九
条
第
一
項
に
お
い
て
総
括
指
定
説
を
表
明
し
な
が
ら
、
第
二
項
に
お
い
て
、
外
国
法
に
よ
る
反
致
に
つ
い
て
は
、
転

致
の
場
合
を
も
含
め
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
規
定
へ
と
変
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
反
致
肯
定
論
に
お
け
る
理
論

的
根
拠
と
し
て
の
棄
権
説
に
拠
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
、
旧
法
第
五
条
は
、
不
統
一
法
国
法
の
指
定
の
場
合
に
お
け
る
間
接
指
定
主
義
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
立
場
は
、
新
法

第
二
五
六
〇
条
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
第
一
文
）
但
し
、
新
法
に
お
い
て
は
、
準
国
際
私
法
が
な
い
と
き
、
密
接
関
連
性
原
則
に
依

拠
す
べ
き
こ
と
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（
第
二
文
）。

　

次
に
、
外
国
法
の
適
用
に
関
し
て
は
、
先
ず
、
原
則
と
し
て
、
相
互
性
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
定
め
る
旧
法
第
六
条
が
、
新
法
第

二
五
六
一
条
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
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又
、
外
国
法
の
内
容
の
確
定
に
関
す
る
旧
法
第
七
条
が
、
専
門
家
の
意
見
又
は
他
の
然
る
べ
き
方
法
に
則
り
、
そ
れ
を
制
定
し
た
国

家
の
機
関
か
ら
得
た
証
明
に
よ
り
、
裁
判
上
の
審
理
を
通
じ
て
確
定
さ
れ
、
又
、
立
証
責
任
が
、
外
国
法
を
援
用
す
る
当
事
者
に
あ

り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
き
に
適
用
さ
れ
る
法
を
ル
ー
マ
ニ
ア
法
と
す
る
内
国
法
適
用
説
は
、
そ
の

ま
ま
、
新
法
第
二
五
六
二
条
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

更
に
、
旧
法
第
八
条
は
、
外
国
法
の
適
用
が
斥
け
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、「
そ
れ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
に
反
す
る
と

き
」、
及
び
、「
そ
れ
が
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
権
限
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
き
」
を
挙
げ
て
い
た
。
同
条
は
、
公
序
概
念
の
基
準

を
国
際
公
序
に
求
め
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
法
律
回
避
の
禁
止
を
定
め
て
い
る
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
新
法
第
二
五
六
四
条
第
一
項
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
補
充
法
と
さ
れ
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

新
法
は
、
公
序
概
念
に
つ
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
又
は
欧
州
連
合
法
上
の
基
本
原
則
、
及
び
、
基
本
的
人
権
を
明
記
し
て
、
更
な
る
展

開
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

更
に
、
又
、
旧
法
第
九
条
が
、「
外
国
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
権
利
は
、
そ
れ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
に
反
し
な
い
限

り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る
。」
と
定
め
て
い
た
既
得
権
承
認
の
規
定
は
、
新
法
第
二
五
六
七
条
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
先
決
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
規
定
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
、
国
際
条
約
の
優
先
的
適
用
を
定
め
る
旧
法
第
一
〇
条
の
規
定
は
、
新
法
第
二
五
五
七
条
と
の
関
連
に
お
い
て
言

及
し
た
よ
う
に
、
欧
州
連
合
法
の
優
先
的
適
用
を
も
加
え
て
衣
更
え
さ
れ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
、
新
法
に
お
い
て
、
新
た
に
総
則
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
外
国
法
の
解
釈
及
び
適
用
（
新
法
第
二
五
六
三
条
）、

外
国
法
の
例
外
的
排
除
（
同
第
二
五
六
五
条
）、
直
接
的
適
用
の
法
規
（
同
第
二
五
六
六
条
）、
本
国
法
の
決
定
（
同
第
二
五
六
八
条
）、
国

籍
の
決
定
及
び
証
明
（
同
第
二
五
六
九
条
）、
常
居
所
の
決
定
及
び
証
明
（
同
第
二
五
七
〇
条
）、
法
人
の
国
籍
（
同
第
二
五
七
一
条
）
に
関
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す
る
諸
規
定
で
あ
る
。

（
2
）　
直
接
的
適
用
の
規
定

　

新
法
に
お
い
て
新
た
に
規
定
さ
れ
て
い
る
諸
事
項
の
中
、
直
接
的
適
用
の
法
規
に
関
し
て
は
、
法
廷
地
法
た
る
ル
ー
マ
ニ
ア
法
上
の

強
行
規
定
の
優
先
的
適
用
の
場
合
（
第
二
五
六
六
条
第
一
項
）
と
密
接
関
係
地
法
た
る
第
三
国
法
上
の
そ
れ
の
場
合
（
同
条
第
二
項
）
と

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
強
行
規
定
の
定
義
に
お
い
て
、
新
法
に
お
け
る
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
及
び
ロ
ー
マ

Ⅱ
規
則
の
そ
れ
よ
り
も
広
義
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
縮
小
さ
れ
た
も
の
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（A
vasilencei, op. cit., p.255.

）。
他
方
、
後
者
に
お
い
て
は
、
明
確
性
に
欠
け
る
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
条
件
、
す
な
わ

ち
、
第
三
国
と
の
密
接
関
連
性
及
び
当
事
者
の
正
当
な
利
益
の
充
足
を
前
提
と
し
つ
つ
、
強
行
規
定
の
対
象
、
又
、
そ
の
適
用
若
し
く

は
不
適
用
か
ら
派
生
す
る
結
果
の
考
慮
に
関
し
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
一
項
及
び
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
第
三
項
に
倣
い
、
そ

し
て
、
そ
の
目
的
の
考
慮
を
加
え
て
い
る
（A

vasilencei, op. cit., p.255 et suiv.

）。
因
み
に
、
同
様
の
規
定
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

一
九
九
八
年
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
国
際
私
法
典
第
五
〇
条
も
、「
抵
触
規
則
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
法
、
当
面
の
法
的
関
係
と
密
接
な
関
連

性
を
有
す
る
こ
と
、
及
び
、
追
求
さ
れ
た
目
的
を
考
慮
し
、
当
該
法
の
規
定
の
適
用
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
き
、
裁

判
官
は
そ
の
法
の
規
定
に
効
力
を
与
え
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
一
九
九
七
年
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
民
法
典
第
一
一
六
五
条

は
、「
何
れ
か
の
国
の
法
律
を
適
用
す
る
に
際
し
、
関
係
と
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
他
の
国
の
法
律
に
依
れ
ば
、
強
行
規
定
が
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
を
規
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
裁
判
所
は
、
準
拠
法
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
国
の
法
律
の
か
よ
う
な
規
定
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
九
年
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
民
法
典
第
一
〇
九
一
条
第
二
項
の
内
容
と
同
一
で

あ
り
、
同
様
の
規
定
は
、
枚
拳
す
る
に
暇
な
い
。
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尚
、
絶
対
的
強
行
法
規
に
は
国
家
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
組
織
の
保
護
に
必
要
な
法
規
が
含
ま
れ
る
が
、
私
人
間
の
権
利
義

務
の
調
整
を
目
的
と
す
る
法
規
ま
で
を
も
含
む
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
と
こ
ろ
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
第
一
項
に
、「
絶
対
的

強
行
規
定
と
は
、
国
の
国
益
（
例
え
ば
、
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
組
織
）
を
保
護
す
る
た
め
に
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
規
定
で
あ
っ
て
、
当
該
規
則
の
下
に
お
い
て
本
来
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
適
用
範
囲
に
含
ま

れ
る
全
て
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
」
と
い
う
定
義
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
私
人
間
の
権
利
義
務
の
調

整
を
目
的
と
す
る
法
規
を
含
ま
な
い
と
す
る
見
解
が
増
え
て
い
る
と
い
う
（
野
村
美
明
「
契
約
の
準
拠
法
Ⅰ
―
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
と

強
行
法
規
」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
編
『
国
際
経
済
法
講
座
Ⅱ
―
取
引
・
財
産
・
手
続
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
三
頁
参
照
）。
果
た

し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
上
の
立
場
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

因
み
に
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
何
れ
か
の
者
を
基
準
と
し
た
法
と
し
て
、
そ
の
者
の
属
人
法
（
本
国
法
、
住
所
地
法
、
常
居
所
地
法
）
の

適
用
を
も
っ
て
、
そ
の
利
益
の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
と
す
る
考
え
は
、
従
来
か
ら
支
配
的
で
あ
り
、
今
、
な
お
、
法
の
適
用
に
関
す

る
通
則
法
（
以
下
、「
通
則
法
」
と
す
る
）
を
含
め
、
多
く
の
立
法
例
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
（Savigny

）

が
唱
え
た
法
律
関
係
の
本
拠
（Sitz

）
の
法
の
探
求
は
、
換
言
す
れ
ば
、
法
律
関
係
の
最
密
接
関
係
法
の
探
求
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
弱

者
へ
の
優
遇
主
義
の
下
に
あ
っ
て
は
、
一
方
当
事
者
で
あ
る
弱
者
の
属
人
法
の
適
用
へ
と
導
く
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

こ
に
お
い
て
、
重
視
さ
れ
る
の
は
、
弱
者
の
属
人
法
の
適
用
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
当
該
法
が
そ
の
内
容
と
し
て
有
し
て
い
る
弱
者
利

益
の
保
護
に
向
け
ら
れ
た
実
質
規
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
最
密
接
関
係
法
へ
の
特
別
連
結
と
は
、
端
的
に
は
、
弱
者
と
さ
れ

る
当
事
者
の
保
護
規
定
へ
の
強
行
的
な
連
結
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
来
の
準
拠
法
に
対
し
て
優
先
す
る
消
費
者
の
常

居
所
地
法
及
び
労
務
提
供
地
法
の
強
行
連
結
を
定
め
る
通
則
法
第
一
一
条
及
び
第
一
二
条
等
に
規
定
さ
れ
た
保
護
条
項
が
、
正
に
、
そ

の
よ
う
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
弱
者
利
益
保
護
の
た
め
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
、
本
来
の
準
拠
法
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の
適
用
を
排
除
し
て
ま
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
当
事
者
の
正
当
な
利
益
」
と
は
何
で
あ
る
か
。
新
法
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
十
分
に

明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）　
外
国
法
の
適
用
の
排
除

　

外
国
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
新
法
に
お
い
て
は
、
法
廷
地
法
た
る
ル
ー
マ
ニ
ア
法
を
補
充
法
と
す
る
場
合
、
及

び
、
密
接
関
連
法
を
そ
れ
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

先
ず
、
前
者
と
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
に
反
す
る
場
合
で
あ
る
（
新
法
第
二
五
六
四
条
第
一
項
）。
そ
し
て
、
公
序

の
概
念
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
上
の
基
本
原
則
、
欧
州
連
合
法
上
の
基
本
原
則
、
人
の
基
本
的
権
利
で
あ
る

（
同
条
第
二
項
）。
ル
ー
マ
ニ
ア
法
上
の
基
本
原
則
に
は
、
憲
法
、
及
び
、
新
民
法
典
第
一
条
第
一
項
に
よ
り
、
法
源
と
し
て
明
示
さ
れ

た
法
の
一
般
的
諸
原
則
が
含
ま
れ
る
。
尚
、
右
の
基
準
の
序
列
は
、
人
権
、
欧
州
連
合
法
上
の
基
本
原
則
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
上
の
そ
れ

で
あ
る
（A

vasilencei, op. cit., p.260.

）。
又
、
法
律
回
避
も
、
外
国
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
場
合
と
し
て
、
公
序
違
反
と
共
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
旧
法
に
お
い
て
は
、
単
に
「
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
権
限
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
き
」
に
、
当
該
外
国
法
の

適
用
の
排
除
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
（
旧
法
第
八
条
ｂ
号
）、
新
法
に
お
い
て
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
の
回
避
に
特
定
さ
れ
て
い
る

（A
vasilencei, op. cit., p.261 et suiv.

）。
そ
し
て
、
外
国
法
の
内
容
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
も
、
適
用
さ
れ
る
の
は

ル
ー
マ
ニ
ア
法
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
新
法
と
旧
法
と
は
同
じ
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
法
に
お
い
て
は
、
そ

の
点
の
可
否
に
つ
い
て
、「
合
理
的
な
期
間
内
」
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
、
事
件
及
び
外
国
規
定
の
複
雑
さ
の
程
度
を
考
慮
し
た

上
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
裁
判
官
に
求
め
ら
れ
て
お
り
（A

vasilencei, op. cit., p.262 et suiv.

）、
法
規
の
精
緻
化
が
促
進
さ
れ

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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法
廷
地
国
際
私
法
規
則
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
、
準
拠
法
と
し
て
決
定
さ
れ
た
外
国
法
と
法
廷
地
法
と
を
実
質
的
に
比
較
し
、
後
者
の

法
の
適
用
が
よ
り
望
ま
し
い
結
果
へ
導
く
と
見
ら
れ
る
場
合
に
、
積
極
的
に
公
序
条
項
を
根
拠
と
し
て
、
外
国
法
の
適
用
を
排
除
し
、

も
っ
て
、
法
廷
地
法
で
あ
る
日
本
法
を
適
用
す
べ
き
と
す
る
学
説
が
、
い
わ
ゆ
る
機
能
的
公
序
論
と
称
さ
れ
て
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭

に
提
唱
さ
れ
た
。
そ
の
主
張
の
趣
旨
は
、
実
定
法
の
根
拠
と
し
て
、
公
序
条
項
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
硬
直
な
わ
が
国
国
際
私
法

規
定
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
準
拠
外
国
法
と
日
本
法
と
の
二
国
間
に
お
い
て
、
実
質
法
の
内
容
を
比
較
し
、
解
決
の
結
果
に
お
い

て
、
弱
者
利
益
の
保
護
を
も
含
め
た
実
質
法
上
の
利
益
の
確
保
が
目
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
平
成

元
年
（
一
九
八
九
年
）
に
は
、
法
例
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
従
来
の
単
一
的
連
結
の
規
則
に
代
え
て
、
多
く
の
多
元
的
連
結
の
規
則
が

導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
国
際
私
法
規
則
の
柔
軟
化
が
促
進
さ
れ
、
又
、
個
々
の
規
定
の
解
釈
に
お
け
る
弾
力
化
も
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
例
外
的
発
動
を
原
則
と
す
る
公
序
則
の
本
来
的
役
割
の
趣
旨
に
反
す
る
機
能
的
公
序
論
は
、
そ
の
存
立
の
基
盤
を
失
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
弱
者
利
益
の
保
護
の
理
念
が
普
遍
化
し
て
い
る
現
在
、
準
拠
外
国
法
の
適
用
の
結
果
が
そ
れ
に
反
す
る

と
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
法
廷
地
の
公
序
（
国
際
私
法
上
の
公
序
）
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
当
該
外
国
法
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と

も
、
実
定
法
の
運
用
と
し
て
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
当
然
に
自
働
適
用
説
に
拠
っ
て
日
本
法
が
補
充
法

と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
弱
者
利
益
の
保
護
に
適
っ
た
法
の
選
定
を
可
能
と
す
る
補
充
的
連
結
説
の
立
場
か
ら
補
充
法
を
探
究
す
る

こ
と
が
、
現
代
的
意
義
に
適
う
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
対
し
て
、
密
接
関
連
性
の
原
則
の
観
点
か
ら
、
原
則
的
準
拠
法
の
適
用
を
排
除
し
て
、
最
密
接
関
連
法
の
適
用
を
規
定
し
て

い
る
の
が
、
新
法
に
お
い
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
一
般
例
外
条
項
で
あ
る
第
二
五
六
五
条
で
あ
る
。
同
条
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
点

は
、
原
則
的
準
拠
法
と
法
律
関
係
と
の
疎
遠
の
程
度
が
同
条
項
の
発
動
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
但
し
、
人
の
民
事
上
の
身

分
及
び
能
力
に
関
す
る
法
律
、
並
び
に
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
律
は
、
そ
の
対
象
と
は
さ
れ
な
い
（
同
条
第
二
項
）。
ロ
ー
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マ
Ⅰ
規
則
及
び
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
が
適
用
さ
れ
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
特
定
さ
れ
た
修
正
の
構
造
が
用
意
さ
れ
て
い
る

（A
vasilencei, op. cit., p.264 et suiv.

）。

三
　
各
論
規
定
の
概
容

（
1
）　
自
然
人
及
び
法
人

　

先
ず
、
各
論
規
定
の
冒
頭
に
は
、
自
然
人
及
び
法
人
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
旧
法
中
に
は
、
自
然
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
七

箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
自
然
人
の
身
分
、
能
力
及
び
家
族
関
係
に
関
す
る
本
国
法
主
義
の
原
則
（
同
第
一
一

条
）、
本
国
法
の
確
定
（
同
第
一
二
条
）、
人
格
権
の
開
始
及
び
終
了
（
同
第
一
三
条
）、
人
の
氏
名
（
同
第
一
四
条
）、
人
の
本
国
法
の
変

更
（
同
第
一
五
条
）、
推
定
死
亡
、
不
在
又
は
失
踪
の
宣
告
の
条
件
、
効
果
及
び
取
消
し
、
並
び
に
、
生
存
又
は
死
亡
の
推
定
（
同
第

一
六
条
）、
善
意
の
第
三
者
の
保
護
（
同
第
一
七
条
）
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
新
法
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
但
し
、
本
国
法
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
総
則
編
中
に
置
か
れ
（
新
法
第
二
五
六
八
条
）、
更

に
、
国
籍
の
決
定
及
び
証
明
（
同
第
二
五
六
九
条
）、
並
び
に
、
常
居
所
の
決
定
及
び
証
明
（
同
第
二
五
七
〇
条
）
の
諸
規
定
が
新
し
く

追
加
さ
れ
て
い
る
。
新
法
は
、
人
事
に
関
し
て
も
、
成
年
取
得
（
同
第
二
五
七
五
条
）、
成
年
後
見
（
同
第
二
五
七
八
条
）
等
に
関
す
る

諸
規
定
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
法
人
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
旧
法
中
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
九
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
法

人
の
国
籍
（
同
第
四
〇
条
）、
法
人
の
組
織
上
の
地
位
（
同
第
四
一
条
）、
法
人
の
本
国
法
の
適
用
範
囲
（
同
第
四
二
条
）、
外
国
法
人
の
承

認
（
同
第
四
三
条
）、
外
国
法
人
の
権
利
の
享
受
（
同
第
四
四
条
、
第
四
五
条
）、
法
人
の
合
併
（
同
第
四
六
条
）
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
新
法
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
尚
、
新
法
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
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諸
規
定
の
中
、
法
人
の
国
籍
に
関
す
る
規
定
は
、
総
則
と
し
て
、
自
然
人
の
本
国
法
（
属
人
法
）
に
関
す
る
諸
規
定
に
続
い
て
置
か
れ

て
い
る
（
新
法
第
二
五
七
一
条
）。

　

尚
、
旧
法
に
お
い
て
は
、
自
然
人
及
び
法
人
の
共
通
規
定
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
新
法
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
無
能
力
の
自
然
人
、
及
び
、
支
払
い
を
停
止
し
た
法
人
の
法
律
上
の
代
理
、
及

び
、
制
限
的
行
為
能
力
を
有
す
る
自
然
人
の
保
佐
は
、
代
理
又
は
保
佐
の
帰
属
が
生
じ
る
法
的
関
係
の
準
拠
法
に
服
す
る
。」（
同
第

四
七
条
）、「
商
人
の
資
格
は
、
自
然
人
若
し
く
は
法
人
が
経
済
的
活
動
を
展
開
す
る
許
可
を
取
得
し
た
か
、
又
は
、
そ
れ
が
登
録
さ
れ

て
い
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。」（
同
第
四
八
条
第
一
項
）、「
許
可
若
し
く
は
登
録
が
な
い
か
、
又
は
、
人
が
複
数
の
許

可
を
取
得
し
た
結
果
、
複
数
の
国
家
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
経
済
的
活
動
の
指
揮
が
機
能
す
る
国
家
の
法

律
が
適
用
さ
れ
る
。」（
同
条
第
二
項
）
と
い
う
諸
規
定
で
あ
っ
た
。

（
2
）　
法
律
行
為

　

新
法
に
お
い
て
、
法
律
行
為
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
第
六
章
「
債
務
」
の
前
に
移
動
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、
旧
法
中
に
お
い

て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
専
ら
、
一
方
的
法
律
行
為
で
あ
り
、
そ
の
実
質
的
要
件
に
つ
い
て
決
定
す
る
の
は
、
行
為
者
が
選
択
す
る

法
律
で
あ
る
（
旧
法
第
六
九
条
）。
新
法
は
、
そ
れ
を
改
め
て
、
法
律
行
為
一
般
に
関
す
る
規
定
と
し
（
新
法
第
二
六
三
七
条
）、
又
、
当

事
者
に
よ
る
法
選
択
が
な
い
と
き
の
補
充
法
に
関
す
る
規
定
を
独
立
さ
せ
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
密
接
関
連
性
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

は
、
特
徴
的
給
付
を
行
な
う
債
務
者
若
し
く
は
法
律
行
為
の
本
人
の
常
居
所
、
営
業
財
産
、
社
会
的
本
拠
に
依
拠
し
て
明
確
化
が
図
ら

れ
て
い
る
（
新
法
第
二
六
三
八
条
）。

　

法
律
行
為
の
形
式
的
要
件
（
旧
法
第
七
一
条
、
第
七
二
条
）
は
、
新
法
に
お
い
て
も
、
法
律
行
為
の
実
質
的
要
件
の
準
拠
法
を
原
則
と
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し
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
統
合
さ
れ
て
い
る
（
新
法
第
二
六
三
九
条
）。

　

尚
、
旧
法
に
お
い
て
は
、「
付
随
的
法
律
行
為
は
、
他
の
意
思
が
表
明
さ
れ
な
い
限
り
、
主
た
る
法
律
行
為
の
実
質
に
適
用
さ
れ
る

法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。」（
旧
法
第
七
〇
条
）
と
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
新
法
に
お
い
て
は
、
契
約
債
務
を
覆
う
ロ
ー

マ
Ⅰ
規
則
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
（A

vasilencei, op. cit., p.266.

）。

（
3
）　
婚
姻
関
係

　

新
民
法
典
に
お
い
て
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
で
あ
る
と
、
外
国
人
で
あ
る
と
に
拘
わ
ら
ず
、
外
国
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
同
性
婚
及

び
同
性
間
若
し
く
は
異
性
間
の
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
承
認
の
一
般
的
禁
止
を
定
め
る
規
定
（
第
二
七
七
条
）
を
置
い
て
い
る

が
、
そ
れ
が
国
際
私
法
の
法
源
と
も
な
っ
て
い
る
（A

vasilencei, op. cit., p.270 et suiv.

）。
又
、
新
民
法
典
は
、
婚
約
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
を
法
律
上
の
制
度
と
し
て
導
入
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
新
法
に
お
い
て
も
、
実
質
法
の
内
容
が
反
映
さ
れ
、
新
た
に
、
婚
約
の

成
立
及
び
効
力
に
関
す
る
規
定
も
新
設
さ
れ
て
い
る
（
新
法
第
二
五
八
五
条
）。
か
よ
う
に
し
て
、
旧
法
に
比
し
て
、
最
も
拡
充
が
図
ら

れ
た
各
論
規
定
は
婚
姻
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ
ろ
う
。

　

婚
姻
に
関
し
て
、
旧
法
中
に
は
、
そ
の
成
立
及
び
効
力
に
関
す
る
四
箇
条
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
婚
姻
の
実
質

的
要
件
に
関
す
る
旧
法
第
一
八
条
は
、
婚
姻
保
護
の
た
め
の
特
別
公
序
規
定
を
も
併
せ
て
定
め
て
い
る
点
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
る
べ

き
規
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
第
一
項
に
お
い
て
、「
婚
姻
を
締
結
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
実
質
的
要
件
は
、
各
々
の
婚
姻

当
事
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。」
と
し
た
上
で
、「
か
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
外
国
法
の
何
れ
か
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に

従
え
ば
婚
姻
を
締
結
す
る
自
由
と
両
立
し
え
な
い
婚
姻
障
害
を
定
め
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
婚
姻
当
事
者
の
何
れ
か
一
方
が
ル
ー
マ

ニ
ア
市
民
で
あ
り
、
か
つ
、
婚
姻
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
場
合
に
は
、
問
題
の
障
害
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
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き
な
い
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。」
と
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
規
定
は
そ
の
ま
ま
新
法
第
二
五
八
六
条
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　

婚
姻
の
締
結
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
挙
行
地
法
主
義
が
維
持
さ
れ
て
い
る
（
旧
法
第
一
九
条
第
一
項
、
新
法
第
二
五
八
七
条
第
一

項
）。
し
か
し
、「
外
国
に
在
る
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
の
婚
姻
は
、
権
限
を
有
す
る
そ
の
他
の
官
公
庁
の
許
に
か
、
又
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
若

し
く
は
他
方
の
婚
姻
当
事
者
の
国
家
の
外
交
官
若
し
く
は
領
事
官
の
許
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
旧
法
第
一
九
条
第

二
項
）
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
外
交
婚
の
方
式
は
、
新
法
に
お
い
て
ル
ー
マ
ニ
ア
の
外
交
官
又
は
領
事
官
の
許
に
お
け
る
ル
ー

マ
ニ
ア
法
上
の
方
式
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
新
法
第
二
五
八
七
条
第
二
項
）。
婚
姻
無
効
に
関
す
る
旧
法
第
二
四
条
は
、
そ
の
婚
姻
の
方

式
の
保
護
の
立
場
が
受
け
継
が
れ
て
、
新
法
第
二
五
八
八
条
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
及
び
夫
婦
財
産
制
に
関
す
る
規
定
は
、
新
法
に
お
い
て
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
先
ず
、
前

者
の
法
律
関
係
に
関
す
る
旧
法
第
二
〇
条
は
、「
夫
婦
間
の
人
的
関
係
及
び
婚
姻
関
係
は
共
通
本
国
法
に
服
す
る
。
異
な
る
国
籍
が
問

題
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
関
係
は
共
通
住
所
地
法
に
服
す
る
。」（
同
条
第
一
項
）
と
し
、「
夫
婦
の
共
通
本
国
法
又
は
共
通
住
所
地
法

は
、
そ
れ
ら
の
者
の
何
れ
か
一
方
が
、
場
合
に
よ
り
、
国
籍
又
は
住
所
を
変
更
す
る
場
合
に
も
、
引
き
続
き
、
婚
姻
の
効
力
を
規
律
す

る
。」（
同
条
第
二
項
）
と
し
、
そ
し
て
、「
共
通
国
籍
又
は
共
通
住
所
が
な
い
と
き
、
夫
婦
間
の
人
的
関
係
又
は
婚
姻
関
係
は
、
そ
れ
ら

の
者
が
共
通
居
所
を
有
す
る
か
若
し
く
は
有
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
、
又
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
共
同
し
て
最
も
密
接
な
関

係
を
保
持
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。」（
同
条
第
三
項
）
と
し
て
い
た
。
又
、
後
者
の
法
律
関
係
に
関
す
る
旧
法
第
二
一
条
は
、「
夫

婦
財
産
契
約
の
締
結
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
実
質
的
要
件
は
、
各
々
の
婚
姻
当
事
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
設
定
さ
れ
た
そ
れ
と
す
る
。」

（
同
条
第
一
項
）
と
し
、「
夫
婦
財
産
契
約
の
制
度
及
び
効
力
は
、
婚
姻
当
事
者
に
依
り
、
合
意
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
た
法
律
、
そ
れ
が

な
い
と
き
は
、
第
二
〇
条
に
定
め
ら
れ
た
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。」（
同
条
第
二
項
）
と
し
、
そ
し
て
、「
同
法
は
、
婚
姻
中
、
夫
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婦
財
産
契
約
を
変
更
す
る
か
、
又
は
、
取
り
替
え
る
こ
と
で
き
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。
変
更
又
は
新
し
い
夫
婦
財
産
契
約
は
、
第
三

者
に
損
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。」（
同
条
第
三
項
）
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
関
す
る
共
通
本
国
法
、

共
通
住
所
地
法
、
共
通
居
所
地
法
又
は
夫
婦
の
最
密
接
関
連
法
の
段
階
的
連
結
の
規
則
は
、
新
法
に
お
い
て
、
共
通
常
居
所
地
法
、
共

通
国
籍
国
法
、
婚
姻
挙
行
地
法
の
段
階
的
連
結
の
規
則
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
（
新
法
第
二
五
八
九
条
第
一
項
）。
又
、
新
法
に
お
い

て
、
夫
婦
の
常
居
所
又
は
国
籍
の
変
更
に
関
し
て
は
、
当
事
者
に
依
る
法
選
択
と
の
関
連
に
お
け
る
新
し
い
規
定
が
追
加
さ
れ
て
い
る

（
同
第
二
五
九
六
条
）。
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
比
し
て
、
夫
婦
財
産
制
に
関
す
る
新
法
中
の
諸
規
定
の
精
緻
化
は
顕
著
で
あ
る
。
尚
、

旧
法
に
お
い
て
、
無
制
限
の
当
事
者
自
治
が
許
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
た
立
場
は
、
制
限
的
な
そ
れ
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
（
同

第
二
五
九
〇
条
な
い
し
第
二
五
九
五
条
）。

　

当
事
者
自
治
は
、
新
法
に
お
い
て
、
離
婚
及
び
別
居
に
つ
い
て
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
旧
法
に
お
い
て
、
離
婚
及
び
別
居
に
つ
い
て

は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
関
す
る
規
則
を
準
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
法
第
二
二
条
、
第
二
三
条
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
新
法

は
制
限
的
当
事
者
自
治
の
立
場
を
採
用
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
選
択
さ
れ
る
法
の
範
囲
は
か
な
り
広
い
（
新
法
第
二
五
九
七
条
）。

法
選
択
が
な
い
と
き
は
、
常
居
所
を
国
籍
に
優
先
す
る
連
結
点
と
し
て
、
夫
婦
の
共
通
常
居
所
地
法
、
最
後
の
共
通
常
居
所
地
法
、
共

通
国
籍
国
法
、
最
後
の
共
通
国
籍
国
法
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
の
段
階
的
連
結
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
（
同
第
二
六
〇
〇
条
第
一
項
）。
旧
法

第
二
二
条
第
二
項
が
、「
か
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
外
国
法
が
離
婚
を
認
め
な
い
か
、
又
は
、
非
常
に
厳
格
な
要
件
の
下
に
そ
れ
を

認
め
る
と
き
、
夫
婦
の
一
方
が
離
婚
が
請
求
さ
れ
た
当
時
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
の
は
ル
ー
マ
ニ
ア
法
と
す

る
。」
と
規
定
し
て
い
た
離
婚
保
護
の
立
場
は
、
新
法
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
（
同
条
第
二
項
）、
し
か
も
、
当
事
者
に
よ
る

法
選
択
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
点
に
お
い
て
同
様
と
さ
れ
る
（
同
条
第
三
項
）。

　

更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
方
的
通
知
に
よ
る
離
婚
、
す
な
わ
ち
、
端
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
上
の
夫
に
よ
る
専
制
離
婚
の
ル
ー
マ
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ニ
ア
に
お
け
る
承
認
の
た
め
の
厳
格
な
要
件
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
新
法
第
二
六
〇
一
条
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
又
、
か
よ

う
な
離
婚
を
承
認
す
る
余
地
を
認
め
る
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

尚
、
離
婚
に
つ
い
て
は
、
離
婚
及
び
別
居
の
準
拠
法
の
分
野
に
お
け
る
協
同
作
業
を
開
始
さ
せ
る
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
の
欧

州
連
合
理
事
会
規
則
二
〇
一
〇
年
第
一
二
五
九
号
（
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
マ
Ⅲ
規
則
）
が
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
一
日
に
発
効
す
る
た
め
、

新
法
中
の
離
婚
制
度
に
関
す
る
諸
規
定
は
、そ
れ
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
た
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（A

vasilencei, 

op. cit., p.271.

）。

（
4
）　
親
子
関
係

　

親
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
法
は
旧
法
上
の
規
則
を
踏
襲
し
て
い
る
。
嫡
出
親
子
関
係
の
成
立
及
び
そ
の
効
力
、
並
び
に
、
準
正
に

つ
い
て
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
つ
い
て
の
規
則
を
準
用
す
る
旧
法
第
二
五
条
な
い
し
第
二
七
条
は
、
新
法
第
二
六
〇
三
条
及
び
第

二
六
〇
四
条
に
そ
の
ま
ま
移
行
し
て
い
る
。

　

婚
外
親
子
関
係
の
確
認
、
認
知
に
つ
い
て
、「
外
国
の
市
民
た
る
子
が
他
の
外
国
国
籍
を
も
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
と
っ
て

よ
り
有
利
な
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。」（
旧
法
第
二
八
条
第
一
項
第
二
文
）
と
し
て
、
子
の
利
益
保
護
の
確
保
を
優
先
し
た
旧
法
上
の
立
場

は
、
新
法
第
二
六
〇
五
条
に
お
い
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
又
、
同
様
に
、「
婚
姻
外
に
お
い
て
出
生
し
た
子
の
父
に
対
し
、
妊
娠
期

間
及
び
子
の
出
生
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
母
の
権
利
」（
旧
法
第
二
九
条
）
の
規
定
も
、
新
法
第
二
六
〇
六
条
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
養
子
縁
組
に
よ
る
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
旧
法
中
に
四
箇
条
の
諸
規
定
（
旧
法
第
三
〇
条
な
い
し
第
三
三
条
）
が
置
か
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
そ
の
ま
ま
、
新
法
第
二
六
〇
七
条
な
い
し
第
二
六
一
〇
条
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
養
子
縁
組
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の
成
立
に
つ
い
て
、
養
親
の
本
国
法
と
養
子
の
本
国
法
と
を
累
積
的
に
適
用
す
る
立
場
、
及
び
、
夫
婦
共
同
養
子
縁
組
に
つ
い
て
、
婚

姻
の
一
般
的
効
力
に
関
す
る
規
則
を
準
用
す
る
立
場
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
法
第
二
六
〇
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。
又
、
養
子
縁
組
の
効
力
、
及
び
、
養
親
と
養
子
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
養
親
の
本
国
法
に
依
る
こ
と
を
本
則
と
す
る
が
、
夫

婦
に
依
っ
て
合
意
さ
れ
た
養
子
縁
組
の
場
合
に
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
法
律
が
適
用
さ
れ
、
そ
し
て
、
同
法

が
養
子
縁
組
の
解
消
を
規
律
す
る
と
す
る
規
定
（
旧
法
第
三
一
条
）
は
、
新
法
第
二
六
〇
八
条
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

尚
、
子
を
扶
養
し
、
子
を
教
育
し
、
そ
の
者
の
財
産
を
管
理
す
る
親
の
義
務
を
含
め
て
、
親
子
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、「
親

責
任
及
び
子
の
保
護
措
置
に
つ
い
て
の
管
轄
権
、
準
拠
法
、
承
認
、
執
行
及
び
協
力
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
」
に
依
る
べ
き
と
規
定
さ

れ
て
い
る
（
新
法
第
二
六
一
一
条
）。

（
5
）　
扶
養
義
務

　

扶
養
義
務
に
関
し
て
は
、
新
法
第
二
六
一
二
条
は
、
欧
州
連
合
法
、
す
な
わ
ち
、「
扶
養
事
件
に
お
け
る
管
轄
権
、
準
拠
法
、
裁
判

の
承
認
及
び
執
行
、
並
び
に
、
協
力
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
の
欧
州
連
合
理
事
会
規
則
」
等
に
服
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
因
み
に
、
旧
法
中
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
二
箇
条
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
法
第
三
四
条
が
、

「
扶
養
義
務
の
準
拠
法
は
、
次
に
掲
げ
る
関
係
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
法
律
と
す
る
。（
ａ
）
親
子
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
二
五

条
、
第
二
八
条
及
び
第
三
一
条
に
従
い
、
親
子
関
係
の
効
力
を
規
律
す
る
法
律
、（
ｂ
）
夫
婦
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
二
〇
条
に

従
い
、
婚
姻
の
効
力
を
規
律
す
る
法
律
、（
ｃ
）
か
つ
て
の
夫
婦
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
二
二
条
に
従
い
、
離
婚
を
規
律
す
る
法

律
、（
ｄ
）
他
の
者
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
扶
養
権
利
者
の
本
国
法
。
国
籍
の
変
更
が
あ
る
と
き
は
、
新
し
い
本
国
法
は
変
更
後

の
給
付
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。」
と
規
定
し
、
又
、
旧
法
第
三
五
条
が
、「
扶
養
義
務
の
準
拠
法
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
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を
決
定
す
る
。（
ａ
）
扶
養
権
利
者
た
る
者
及
び
扶
養
義
務
者
た
る
者
、
並
び
に
、
複
数
の
扶
養
義
務
者
の
間
の
優
先
順
位
、（
ｂ
）
扶

養
義
務
の
範
囲
、（
ｃ
）
義
務
の
履
行
方
法
及
び
そ
の
履
行
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
期
間
」（
第
一
項
）、
そ
し
て
、「
扶
養
義
務
の
範
囲

の
決
定
に
つ
い
て
は
、
準
拠
外
国
法
が
別
段
に
定
め
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
扶
養
義
務
者
の
資
力
及
び
扶
養
権
利
者
の
実
需
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
二
項
）
と
規
定
し
て
い
た
。

　

又
、
旧
法
中
に
は
、
扶
養
義
務
に
関
す
る
規
定
に
続
い
て
、
無
能
力
者
又
は
制
限
的
行
為
能
力
者
の
保
護
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
よ

う
な
四
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
法
第
三
六
条
が
、「
婚
姻
か
ら
出
生
し
た
か
、
又
は
、
養
子
に
さ
れ
た
未

成
年
者
の
保
護
で
あ
っ
て
、
父
母
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
父
若
し
く
は
母
に
依
っ
て
実
行
さ
れ
た
も
の
は
、
第
二
〇
条
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。」
と
規
定
し
、
旧
法
第
三
七
条
が
、「
後
見
の
設
定
、
変
更
、
効
力
及
び
終
了
、
並
び
に
、
後

見
人
及
び
無
能
力
者
又
は
制
限
的
能
力
を
有
す
る
者
と
の
間
の
関
係
は
、
被
保
護
者
の
本
国
法
に
服
す
る
。」（
第
一
項
）、「
後
見
を
引

き
受
け
、
か
つ
、
実
行
す
る
義
務
は
、
後
見
人
の
本
国
法
に
服
す
る
。」（
第
二
項
）
と
規
定
し
、
旧
法
第
三
八
条
が
、「
未
成
年
者
又

は
他
の
無
能
力
者
若
し
く
は
制
限
的
能
力
を
有
す
る
者
に
関
し
、
又
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
所
有
す
る
財
産
に
関
し
、
父
母
又
は
後
見
に

依
っ
て
執
ら
れ
た
措
置
は
、
然
る
べ
き
者
に
依
る
保
護
の
実
行
を
指
揮
し
、
又
、
監
督
す
る
官
公
庁
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す

る
。」
と
規
定
し
、
そ
し
て
、
旧
法
第
三
九
条
が
、「
第
三
七
条
及
び
第
三
八
条
の
規
定
は
、
無
能
力
者
又
は
制
限
的
能
力
を
有
す
る
者

の
財
産
管
理
及
び
他
の
全
て
の
保
護
の
設
定
に
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。

（
6
）　
相
続

　

相
続
関
係
に
つ
い
て
は
、
旧
法
中
に
は
、
相
続
に
関
す
る
二
箇
条
、
及
び
、
遺
言
に
関
す
る
一
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
旧
法
第
六
六
条
は
、
相
続
分
割
主
義
の
立
場
か
ら
、「
動
産
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
ど
こ
に
在
ろ
う
と
も
、
被
相
続
人
が
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そ
の
死
亡
の
当
時
有
し
た
本
国
法
」
に
依
り
、
又
、「
不
動
産
及
び
営
業
用
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
財
産
の
何
れ
か
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
地
の
法
律
」
に
依
る
べ
き
も
の
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
遺
言
に
関
す
る
新
法
第
二
六
三
三
条
が
本
則
と

し
て
定
め
て
い
る
の
は
、
相
続
統
一
主
義
の
立
場
か
ら
の
被
相
続
人
の
死
亡
当
時
の
常
居
所
地
法
主
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
続
に
関

す
る
管
轄
権
、
準
拠
法
、
判
決
及
び
認
証
文
書
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
欧
州
連
合
議
会
及
び
理
事
会
規
則
提
案
第
一
六
条
に
従
っ

た
結
果
で
あ
る
（A

vasilencei, op. cit., p.273.

）。
又
、
旧
法
第
六
八
条
第
一
項
は
、「
遺
言
者
は
、
第
六
六
条
に
記
さ
れ
た
法
律
の
強

行
規
定
を
排
除
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
者
の
財
産
の
相
続
に
よ
る
譲
渡
を
そ
の
法
律
と
は
別
の
法
律
に
服
せ
し
め
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
し
て
、
被
相
続
人
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
を
広
く
許
容
し
て
い
た
が
、
新
法
第
二
六
三
四
条
第
一
項
が
認
め
て
い

る
準
拠
法
の
範
囲
は
被
相
続
人
の
国
籍
国
法
に
限
ら
れ
て
い
る
。
相
続
準
拠
法
の
選
択
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
兼
ね
て
よ
り
、
遺
言
相

続
に
限
ら
れ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
法
定
相
続
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
が
論
議
さ
れ
て
い
た
が
（D

an A
ndrei Popescu, Som

e 

rem
arks on the applicable law

 to international successions in Rom
ania, Y

earbook of private international law
 2007, p.303 et 

seq.

）、
同
項
に
お
け
る
規
律
が
「
相
続
の
全
体
」
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
相
続
準
拠
法
は
、
抵
触
規
定
に
依
っ
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

れ
、
被
相
続
人
に
依
っ
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
同
時
に
、
双
方
の
相
続
へ
適
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

（A
vasilencei, op. cit., p.274.

）。

　

又
、
相
続
人
の
不
存
在
の
場
合
に
つ
い
て
、
相
続
準
拠
法
の
事
項
的
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
続
準
拠
法
説
が

採
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
旧
法
第
六
七
条
の
規
定
の
立
場
は
、
新
法
第
二
六
三
六
条
に
お
い
て
、
遺
産
所
在
地
法
説
の
立
場
へ
と
変

容
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

更
に
、
遺
言
の
方
式
に
関
す
る
旧
法
第
六
八
条
第
三
項
が
、
遺
言
保
護
の
た
め
の
多
元
的
連
結
の
立
場
か
ら
、「
遺
言
の
作
成
、
変

更
又
は
撤
回
は
、
証
書
が
次
に
掲
げ
る
法
律
の
何
れ
に
従
っ
た
か
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
、
作
成
、
変
更
又
は
撤
回
さ
れ
た
当
時
で
あ
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れ
、
遺
言
者
の
死
亡
の
当
時
で
あ
れ
、
適
用
さ
れ
る
形
式
的
要
件
を
遵
守
す
る
と
き
は
、
有
効
と
見
做
さ
れ
る
。」
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
法
の
範
囲
は
、（
ａ
）
遺
言
者
の
本
国
法
、（
ｂ
）
遺
言
者
の
住
所
地
法
、（
ｃ
）
証
書
が
作
成
、
変
更
又
は
撤
回
さ
れ
た
地
の

法
律
、（
ｄ
）
遺
言
の
対
象
と
な
る
不
動
産
の
所
在
地
法
、（
ｅ
）
遺
産
の
移
転
手
続
き
を
行
な
う
当
局
又
は
機
関
の
法
律
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
二
六
三
五
条
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
7
）　
物
権

　

物
権
に
関
し
て
は
、
旧
法
中
に
は
、
一
般
原
則
、
有
体
動
産
、
輸
送
手
段
、
有
価
証
券
、
流
通
性
有
価
証
券
、
無
体
財
産
、
公
示
方

法
等
に
関
す
る
詳
細
な
諸
規
定
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
、
旧
法
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
新
法
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
物
権
に

関
す
る
諸
規
定
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
新
た
な
編
成
の
下
に
、
当
該
諸
規
定
を
配
置
し
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
旧
法
に
お
け
る
諸

規
定
を
掲
げ
る
と
共
に
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
と
新
法
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
輸
送
手
段
及
び
流
通
性
証
券
に
つ
い

て
は
、
旧
法
に
お
け
る
配
置
に
従
い
、
後
に
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

旧
法
第
四
九
条　

占
有
、
所
有
権
、
及
び
、
担
保
物
権
を
含
め
、
物
に
関
す
る
他
の
物
権
は
、
反
対
の
特
別
規
定
が
な
い
限
り
、
そ
れ
ら
が
存

在
す
る
か
、
又
は
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
地
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。（
新
法
第
二
六
一
三
条
第
一
項
相
当
）

旧
法
第
五
〇
条　

動
産
又
は
不
動
産
の
性
質
並
び
に
物
に
関
す
る
物
権
の
内
容
は
、
第
三
条
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
存
在
す
る
か
、
又
は
、

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
地
の
法
律
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。（
新
法
第
二
五
五
八
条
第
三
項
相
当
）

旧
法
第
五
一
条　

何
れ
か
の
国
家
の
大
陸
棚
に
位
置
付
け
ら
れ
た
海
底
資
源
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
及
び
他
の
耐
久
的
設
備
は
、
本
章
の
意

味
に
お
い
て
、
不
動
産
と
見
做
さ
れ
る
。（
新
法
第
二
六
一
三
条
第
二
項
相
当
）

旧
法
第
五
二
条　

場
所
を
変
更
し
た
物
に
関
す
る
物
権
の
設
定
、
譲
渡
又
は
消
滅
は
、
そ
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
を
創
設
し
た
か
、
変
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更
し
た
か
、
又
は
、
消
滅
さ
せ
た
法
的
事
実
が
生
じ
た
当
時
、
所
在
し
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。（
新
法
第
二
六
一
七
条
相
当
）

旧
法
第
五
三
条　

運
送
中
の
物
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
が
発
送
さ
れ
た
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

　
（
ａ
）
当
事
者
が
、
第
七
三
条
及
び
第
七
四
条
に
従
い
、
合
意
に
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
他
の
法
律
を
選
択
し
た
場
合

　
（
ｂ�
）
物
が
暫
定
的
措
置
と
し
て
、
又
は
、
強
制
的
売
買
の
一
貫
と
し
て
倉
庫
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
か
、
又
は
、
供
託
に
付
さ
れ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
、
寄
託
又
は
供
託
の
継
続
期
間
中
、
そ
れ
が
暫
定
的
に
配
置
さ
れ
た
場
所
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
場
合

　
（
ｃ
）
物
が
乗
客
の
個
人
財
産
の
一
部
を
成
す
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
者
の
本
国
法
に
服
す
る
場
合
（
新
法
第
二
六
一
八
条
相
当
）

旧
法
第
五
四
条　

輸
出
用
の
物
に
関
す
る
所
有
権
の
留
保
か
ら
生
じ
る
条
件
及
び
効
力
は
、
当
事
者
が
別
段
合
意
し
な
か
っ
た
と
き
、
輸
出
国

の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。（
新
法
第
二
六
一
九
条
相
当
）

旧
法
第
五
五
条　

輸
送
手
段
に
関
す
る
物
権
の
設
定
、
譲
渡
又
は
消
滅
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
に
服
す
る
。

　
（
ａ
）
船
舶
又
は
航
空
機
に
依
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
旗
の
法
律

　
（
ｂ
）
運
送
会
社
の
資
産
の
鉄
道
車
両
及
び
道
路
車
両
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
織
上
の
定
款
の
準
拠
法
（
新
法
第
二
六
二
〇
条
第
一
項
相
当
）

旧
法
第
五
六
条　

第
五
五
条
に
掲
げ
ら
れ
た
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
資
産
に
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ａ
）
技
術
上
の
装
備
の
一
部
を
成
す
物
で
あ
っ
て
、
継
続
的
に
運
送
手
段
に
存
在
す
る
も
の

　
（
ｂ
）
輸
送
手
段
の
技
術
上
の
援
助
、
維
持
、
修
補
又
は
更
新
の
費
用
の
た
め
の
債
権
（
新
法
第
二
六
二
〇
条
第
二
項
相
当
）

旧
法
第
五
七
条　

記
名
株
券
、
指
図
株
券
、
無
記
名
株
券
及
び
社
債
の
発
行
は
、
発
行
法
人
の
組
織
上
の
定
款
の
準
拠
法
に
服
す
る
。（
新
法

第
二
六
二
二
条
第
一
項
相
当
）

旧
法
第
五
八
条　

第
五
七
条
に
掲
げ
ら
れ
た
有
価
証
券
の
中
の
何
れ
か
の
譲
渡
の
条
件
及
び
効
力
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
に
服
す
る
。

　
（
ａ
）
記
名
証
券
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
発
行
法
人
の
組
織
上
の
定
款
の
準
拠
法

東洋法学　第57巻第 1号（2013年 7 月）

299



　
（
ｂ
）
指
図
証
券
の
支
払
地
の
法
律

　
（
ｃ�

）
連
続
す
る
占
有
者
の
間
の
関
係
、
及
び
、
そ
れ
ら
の
者
と
第
三
者
と
の
間
の
関
係
に
お
い
て
は
、
譲
渡
の
当
時
、
無
記
名
証
券
が
存
在

す
る
地
の
法
律
（
新
法
第
二
六
二
二
条
第
二
項
相
当
）

旧
法
第
五
九
条　

有
価
証
券
が
そ
れ
が
明
示
す
る
商
品
の
表
象
的
証
券
で
あ
る
た
め
の
条
件
を
充
足
す
る
か
否
か
は
、
そ
れ
の
内
容
に
お
い
て

明
示
さ
れ
た
法
律
が
確
定
す
る
。
か
よ
う
な
明
確
性
を
欠
く
と
き
、
証
券
の
性
質
は
、
発
行
会
社
が
そ
の
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律
に

従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　

証
券
が
商
品
を
表
象
す
る
と
き
は
、
前
項
に
従
い
、
動
産
と
し
て
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
法
律
が
、
そ
れ
が
明
示
す
る
商
品
に
関
す
る
物
権

を
規
律
す
る
。（
新
法
第
二
六
二
三
条
相
当
）

旧
法
第
六
〇
条　

知
的
創
造
の
作
品
に
関
す
る
著
者
の
権
利
の
発
生
、
内
容
及
び
消
滅
は
、
そ
れ
が
出
版
、
上
演
、
展
示
、
放
送
又
は
他
の
適

当
な
方
法
に
依
っ
て
最
初
に
公
衆
に
知
ら
し
め
ら
れ
た
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

　
　

公
表
さ
れ
な
い
知
的
創
造
の
作
品
は
著
者
の
本
国
法
に
服
す
る
。（
新
法
第
二
六
二
四
条
相
当
）

旧
法
第
六
一
条　

工
業
所
有
権
の
発
生
、
内
容
及
び
消
滅
は
、
登
録
若
し
く
は
登
記
が
行
な
わ
れ
た
か
、
又
は
、
登
録
若
し
く
は
登
記
の
申
請

が
提
出
さ
れ
た
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。（
新
法
第
二
六
二
五
条
相
当
）

旧
法
第
六
二
条　

物
質
的
損
害
賠
償
及
び
精
神
的
損
害
賠
償
の
取
得
は
、
著
作
権
又
は
工
業
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
た
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
六
三
条　

外
国
の
自
然
人
及
び
法
人
の
著
作
権
及
び
工
業
所
有
権
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
及
び
ル
ー
マ

ニ
ア
が
当
事
国
で
あ
る
国
際
条
約
に
従
っ
て
保
護
さ
れ
る
。

旧
法
第
六
四
条　

物
に
関
し
、
あ
ら
ゆ
る
事
由
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
公
示
方
法
は
、
そ
れ
が
完
了
す
る
当
時
そ
の
地
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る

法
律
に
服
す
る
。（
新
法
第
二
六
二
六
条
第
一
項
相
当
）

ルーマニア国際私法の改正について〔笠原　俊宏〕

300



旧
法
第
六
五
条　

第
六
四
条
に
記
さ
れ
た
方
法
で
あ
っ
て
、
不
動
産
に
関
す
る
権
利
を
設
定
す
る
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
物
権
の
発
生
、
譲

渡
、
留
保
若
し
く
は
消
滅
又
は
物
的
担
保
の
法
的
根
拠
が
他
の
法
律
の
適
用
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。（
新
法
第
二
六
二
六
条
第
二
項
相
当
）

（
8
）　
契
約
債
務

　

債
務
に
関
し
て
は
、
先
ず
、
契
約
債
務
に
つ
い
て
、
旧
法
中
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
詳
細
な
諸
規
定
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
、
旧

法
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
法
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
契
約
債
務
に
関
す
る
諸
規
定
に
代
え
て
、
専
ら
欧
州
連

合
法
等
の
諸
規
則
に
従
う
と
す
る
新
た
な
規
則
が
導
入
さ
れ
て
い
る
（
新
法
第
二
四
六
〇
条
第
一
項
）。
従
っ
て
、
旧
法
中
の
契
約
債
務

に
関
す
る
詳
細
な
諸
規
定
は
、
全
て
、
実
定
法
と
し
て
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
旧
法
に
お
け
る
諸
規
定
を

掲
げ
て
、
新
法
と
の
対
照
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

旧
法
第
七
三
条　

契
約
は
、
当
事
者
が
双
方
の
合
意
を
も
っ
て
選
択
す
る
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
七
四
条　

契
約
の
準
拠
法
の
選
択
は
、
明
白
で
あ
る
か
、
又
は
、
疑
い
な
く
そ
の
内
容
若
し
く
は
状
況
に
起
因
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
法
第
七
五
条　

当
事
者
は
、
契
約
の
全
体
又
は
何
れ
か
の
部
分
の
み
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
七
六
条　

準
拠
法
の
選
択
に
関
す
る
合
意
は
、
第
七
三
条
に
従
い
、
当
事
者
の
合
意
に
依
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

契
約
の
締
結
時
の
後
に
取
り
決
め
ら
れ
た
準
拠
法
に
関
す
る
合
意
の
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
遡
及
的
効
力
を
有
す
る
。

　
（
ａ
）
契
約
の
方
式
の
有
効
性
を
覆
す
こ
と

　
（
ｂ
）
そ
の
間
に
第
三
者
に
依
っ
て
取
得
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と

旧
法
第
七
七
条　

第
七
三
条
に
従
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
律
が
な
い
と
き
、
契
約
は
、
そ
れ
が
最
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。
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か
よ
う
な
関
係
は
、
契
約
締
結
の
当
時
、
特
徴
的
給
付
の
債
務
者
が
、
場
合
に
よ
り
、
そ
の
者
の
住
所
、
若
し
く
は
、
そ
れ
が
な
い
と
き

は
そ
の
者
の
居
所
、
又
は
、
営
業
用
財
産
、
又
は
、
定
款
上
の
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律
と
に
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

不
動
産
に
関
す
る
権
利
又
は
不
動
産
に
対
す
る
一
時
的
用
益
権
に
関
す
る
契
約
は
、
不
動
産
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
国
家
の
法
律
と
最

も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。

旧
法
第
七
八
条　

特
徴
的
給
付
と
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
ａ
）
売
買
の
よ
う
な
譲
渡
契
約
又
は
他
の
同
様
の
も
の
に
依
っ
て
、
動
産
を
譲
渡
す
る
当
事
者
の
給
付

　
（
ｂ
）
賃
貸
借
契
約
又
は
他
の
同
様
の
も
の
に
依
っ
て
、
一
定
の
期
間
、
財
産
の
利
用
を
人
の
自
由
に
さ
せ
る
当
事
者
の
給
付

　
（
ｃ�

）
受
任
者
、
受
託
者
、
請
負
人
、
及
び
、
一
般
的
に
、
労
務
契
約
に
従
い
、
そ
れ
を
履
行
す
る
当
事
者
に
依
っ
て
実
行
さ
れ
る
給
付

　
（
ｄ
）
保
証
、
担
保
又
は
他
の
同
様
の
も
の
の
契
約
に
お
け
る
保
証
人
の
給
付

　
　

関
係
当
事
者
が
、
状
況
か
ら
、
契
約
の
他
の
国
家
の
法
律
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
立
証
す
る
と
き
、
前

項
に
定
め
ら
れ
た
推
定
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
七
九
条　

当
事
者
の
一
方
の
特
徴
的
給
付
を
考
慮
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
契
約
は
、
実
質
的
要
件
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
締
結
さ
れ
た
地
の
法
律
に
服
す
る
。

　
　

異
な
る
国
家
に
存
在
す
る
当
事
者
が
、
手
紙
、
電
報
の
取
交
し
又
は
電
話
に
よ
っ
て
交
渉
し
た
と
き
、
契
約
は
、
承
諾
さ
れ
た
契
約
締
結

を
す
る
こ
と
の
確
定
的
な
申
込
み
を
開
始
し
た
当
事
者
の
住
所
又
は
本
拠
の
国
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

旧
法
第
八
〇
条　

第
七
三
条
な
い
し
第
七
九
条
に
従
い
、
契
約
の
実
質
に
適
用
さ
れ
る
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ａ
）
契
約
の
法
的
性
質
及
び
そ
れ
が
含
む
条
項
の
解
釈

　
（
ｂ
）
契
約
か
ら
生
じ
る
債
務
の
履
行
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（
ｃ
）
そ
れ
ら
の
債
務
の
全
体
的
又
は
部
分
的
な
不
履
行
の
結
果
、
並
び
に
、
不
履
行
が
惹
起
し
た
損
害
の
算
定

　
（
ｄ
）
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
の
消
滅
の
態
様

　
（
ｅ
）
契
約
の
無
効
原
因
及
び
無
効
の
結
果

　
　

契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
の
実
行
の
方
法
は
、
実
行
地
の
法
律
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
は
、
そ
の
者
が
、
契
約
を
考
慮
し

て
、
不
履
行
を
予
防
す
る
か
、
若
し
く
は
、
是
正
す
る
た
め
の
措
置
、
又
は
、
損
害
を
も
た
ら
す
そ
の
効
果
を
制
限
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
と
き
、
同
法
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
法
第
八
一
条　

契
約
の
準
拠
法
に
関
す
る
当
事
者
の
合
意
の
実
質
の
存
在
及
び
有
効
性
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
選
択
し
た
法
律
に
依
っ
て
決
定

さ
れ
る
。

　
　

前
記
の
法
律
が
、
か
よ
う
に
し
て
取
り
決
め
ら
れ
た
選
択
を
有
効
で
な
い
も
の
と
し
て
宣
言
す
る
と
き
、
契
約
は
第
七
七
条
な
い
し
第

七
九
条
に
示
さ
れ
た
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

旧
法
第
八
二
条　

当
事
者
の
一
方
に
依
っ
て
争
わ
れ
た
契
約
の
実
質
の
存
在
及
び
有
効
性
は
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
た
な
ら
ば

そ
れ
に
適
用
さ
れ
た
法
律
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

旧
法
第
八
三
条　

契
約
に
対
す
る
そ
の
者
の
合
意
を
与
え
た
こ
と
の
事
実
を
争
う
当
事
者
の
沈
黙
の
法
的
効
果
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
然

人
の
本
国
法
又
は
法
人
の
組
織
上
の
定
款
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
八
四
条　

異
な
る
国
家
に
住
所
又
は
本
拠
を
有
す
る
当
事
者
の
間
の
契
約
は
、
申
込
者
が
承
諾
を
知
っ
た
と
き
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と

見
做
さ
れ
る
。

　
　

そ
の
性
質
に
よ
る
か
、
又
は
、
受
益
者
の
要
求
に
よ
っ
て
、
特
徴
的
給
付
の
即
時
の
実
行
を
課
す
る
契
約
は
、
申
込
者
が
予
め
承
諾
が
そ

の
者
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
給
付
の
債
務
者
が
実
行
を
開
始
し
た
と
き
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
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る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
八
五
条　

本
章
に
依
っ
て
契
約
に
適
用
さ
れ
る
外
国
法
は
、
そ
の
抵
触
規
定
を
除
き
、
そ
の
実
質
規
定
を
含
む
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
八
六
条　

契
約
は
、
第
七
一
条
第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
法
律
に
依
っ
て
設
定
さ
れ
た
形
式
的
要
件
で
あ
っ
て
、
同
様
の
方
法
を
も
っ
て

適
用
さ
れ
る
も
の
に
服
す
る
。

　
　

上
記
に
拘
わ
ら
ず
、
契
約
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
方
式
の
点
に
つ
い
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
ａ�

）
契
約
が
締
結
さ
れ
た
当
時
、
異
な
る
国
家
に
存
在
す
る
当
事
者
が
、
そ
れ
ら
の
国
家
の
一
方
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
形
式
的
要

件
を
充
足
し
た
と
き

　
（
ｂ
）
当
事
者
の
代
理
人
が
、
契
約
の
締
結
の
当
時
、
そ
の
者
が
存
在
し
た
国
家
の
形
式
的
要
件
を
充
足
し
た
と
き

旧
法
第
八
七
条　

有
体
財
産
に
対
す
る
権
利
が
、
そ
れ
に
依
っ
て
設
定
、
変
更
、
譲
渡
又
は
消
滅
さ
れ
る
契
約
に
有
効
性
又
は
対
抗
性
を
付
与

す
る
た
め
に
必
要
な
公
示
方
法
は
、
有
体
財
産
が
所
有
す
る
か
、
又
は
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
地
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
八
八
条　

動
産
売
買
に
適
用
さ
れ
る
た
め
に
当
事
者
に
依
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
た
法
律
が
な
い
と
き
、
動
産
売
買
は
、
売
主
が
、
契
約

の
締
結
の
当
時
、
場
合
に
よ
り
、
住
所
、
若
し
く
は
、
か
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
き
は
、
居
所
又
は
営
業
用
財
産
若
し
く
は
社
会
的
本
拠
を

有
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
八
九
条　

第
八
八
条
の
規
定
の
例
外
と
し
て
、
商
業
上
の
売
買
の
契
約
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
買
主
が
営
業
用
財
産
又
は
社
会
的
本

拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

　
（
ａ
）
問
題
と
な
っ
て
い
る
国
家
に
存
在
す
る
当
事
者
に
依
っ
て
交
渉
が
行
な
わ
れ
、
か
つ
、
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き

　
（
ｂ�

）
契
約
が
、
明
白
に
、
売
主
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
国
家
に
お
い
て
商
品
を
引
き
渡
す
債
務
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め

て
い
る
と
き
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旧
法
第
九
〇
条　

取
引
所
又
は
市
場
を
介
し
た
競
売
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
国
家
の
法
律
が
当
事
者
に
そ
れ
ら
の
者
の
合
意
に
依
っ
て
準
拠

法
を
選
択
す
る
こ
と
を
許
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
者
が
明
白
に
か
よ
う
な
選
択
を
執
り
行
な
う
と
き
で
な
い
限
り
、
契
約
の
締
結
が
前
記
の

手
段
に
よ
っ
て
実
現
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
九
一
条　

第
七
三
条
、
第
七
六
条
、
第
七
七
条
及
び
第
八
八
条
な
い
し
第
九
〇
条
に
依
っ
て
売
買
に
適
用
さ
れ
る
法
律
は
、
特
に
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
規
律
す
る
。

　
（
ａ
）
契
約
の
解
釈

　
（
ｂ
）
当
事
者
の
権
利
及
び
義
務

　
（
ｃ
）
契
約
か
ら
生
ず
る
債
務
の
履
行

　
（
ｄ
）
買
主
が
譲
渡
さ
れ
た
財
産
又
は
商
品
の
収
益
及
び
果
実
に
対
す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
時
期

　
（
ｅ
）
買
主
が
譲
渡
さ
れ
た
財
産
又
は
商
品
に
関
す
る
危
険
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
時
期

　
（
ｆ
）
所
有
権
の
留
保
の
条
項
の
当
事
者
の
間
の
有
効
性
及
び
効
果

　
（
ｇ
）
法
廷
地
の
手
続
法
に
服
す
る
問
題
を
除
き
、
損
害
賠
償
を
獲
得
す
る
こ
と
を
含
め
た
契
約
の
不
履
行
の
結
果

　
（
ｈ
）
期
間
の
満
了
に
基
づ
く
失
権
の
よ
う
な
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
の
消
滅
の
態
様

　
（
ｉ
）
契
約
の
無
効
の
結
果

旧
法
第
九
二
条　

商
品
の
受
領
が
行
な
わ
れ
る
国
家
の
法
律
は
、
他
の
明
白
な
合
意
が
な
い
限
り
、
量
的
及
び
質
的
な
検
査
の
期
間
及
び
手
続

き
、
並
び
に
、
そ
れ
ら
の
財
産
が
拒
絶
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
執
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
手
段
を
定
め
る
。

旧
法
第
九
三
条　

本
人
と
代
理
人
又
は
仲
介
人
と
の
間
の
関
係
に
お
い
て
、
他
の
合
意
が
な
い
限
り
、
仲
介
人
が
そ
の
者
の
権
限
を
行
使
す
る

国
家
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
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仲
介
人
が
職
業
と
し
て
仲
介
人
又
は
代
理
人
の
職
務
を
実
行
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
職
業
上
の
本
拠
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
九
四
条　

第
九
三
条
に
示
さ
れ
た
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ａ
）
仲
介
人
の
権
限
の
存
在
、
範
囲
、
変
更
及
び
終
了

　
（
ｂ
）
そ
れ
ら
の
権
限
を
踰
越
す
る
か
、
又
は
、
そ
れ
ら
を
濫
用
す
る
こ
と
の
結
果

　
（
ｃ�

）
仲
介
人
の
全
体
的
又
は
部
分
的
に
そ
の
者
の
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
、
及
び
、
付
加
的
又
は
代
替
的
な
仲
介
人
を
指
名
す
る
こ
と
の
能
力

　
（
ｄ
）
仲
介
人
と
本
人
と
の
間
の
利
益
衝
突
の
危
険
が
存
在
す
る
と
き
、
仲
介
人
が
本
人
の
た
め
に
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
の
可
能
性

　
（
ｅ
）
不
競
争
の
条
項

　
（
ｆ
）
弁
償
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
損
害
の
場
合

旧
法
第
九
五
条　

代
理
さ
れ
た
者
と
第
三
者
と
の
間
の
関
係
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
明
白
に
他
の
方
法
を
取
り
決
め
な
か
っ
た
と
き
、
仲
介
人
の

職
業
上
の
本
拠
が
存
在
す
る
地
の
法
律
に
服
す
る
。

　
　

か
よ
う
な
本
拠
が
な
い
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
領
域
に
存
在
す
る
と
き
、
仲
介
人
が
行
動
し
た
国
家
の
法

律
が
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ａ
）
代
理
さ
れ
た
者
の
本
拠
、
住
所
若
し
く
は
居
所
、
又
は
、

　
（
ｂ
）
第
三
者
の
本
拠
、
住
所
若
し
く
は
居
所
、
又
は
、

　
（
ｃ
）
取
引
所
、
市
場
若
し
く
は
仲
介
人
が
そ
の
者
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
参
加
し
た
競
売
が
開
催
さ
れ
た
地
の
本
拠

旧
法
第
九
六
条　

第
九
五
条
に
示
さ
れ
た
法
律
は
、
特
に
、
仲
介
人
が
そ
の
者
の
権
限
の
実
際
的
又
は
潜
在
的
な
行
使
を
通
じ
て
取
り
行
な
っ

た
行
為
の
効
果
を
定
め
る
。

旧
法
第
九
七
条　

委
任
の
履
行
の
態
様
は
、
履
行
が
行
な
わ
れ
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
設
定
さ
れ
た
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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旧
法
第
九
八
条　

何
れ
か
の
国
家
に
お
い
て
、
手
紙
、
電
報
、
テ
レ
ッ
ク
ス
、
電
話
又
は
他
の
通
信
手
段
に
依
っ
て
、
そ
の
他
の
国
家
の
第
三

者
と
通
信
し
た
仲
介
人
は
、
そ
の
者
の
職
業
上
の
本
拠
、
又
は
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
若
し
く
は
そ
の
者
の
居
所
か
ら
行

動
し
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

旧
法
第
九
九
条　

本
人
、
仲
介
人
又
は
第
三
者
が
異
な
る
国
家
に
複
数
の
職
業
上
の
本
拠
を
有
す
る
と
き
は
、
仲
介
人
に
依
っ
て
遂
行
さ
れ
た

行
為
と
最
も
密
接
な
関
係
を
呈
す
る
本
拠
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
〇
〇
条　

不
動
産
に
関
す
る
管
理
又
は
処
分
の
行
為
を
目
的
と
す
る
代
理
は
、
財
産
の
所
在
地
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
〇
一
条　

労
働
契
約
を
規
律
す
る
た
め
、
第
七
三
条
及
び
第
七
六
条
に
従
い
、
当
事
者
に
依
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
た
法
律
は
、
そ
れ

が
、
か
よ
う
な
選
択
が
な
け
れ
ば
、
準
拠
法
上
の
強
行
規
定
が
賃
金
労
働
者
に
保
障
す
る
保
護
を
侵
害
し
な
い
態
様
に
お
い
て
の
み
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
〇
二
条　

労
働
契
約
は
、
当
事
者
が
そ
れ
に
つ
い
て
別
段
取
り
決
め
な
い
限
り
、
次
に
掲
げ
る
領
域
の
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

　
（
ａ�

）
賃
金
労
働
者
が
一
時
的
に
他
の
国
家
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
契
約
に
従
い
、
そ
の
者
が
平
常
的
に
そ
の
労
務
を
遂
行

す
る
領
域

　
（
ｂ�

）
賃
金
労
働
者
が
、
正
に
そ
の
者
の
職
務
上
の
性
質
に
よ
り
、
複
数
の
国
家
に
お
い
て
労
務
を
実
行
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
を
雇
傭
し
た

会
社
の
本
拠
が
所
在
す
る
領
域
。
但
し
、
労
働
契
約
の
他
の
国
家
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
同
国
の
法
律
が
適

用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
〇
三
条　

当
事
者
に
依
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
た
法
律
が
な
い
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
契
約
に
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ａ
）
労
務
の
実
行
の
契
約
に
は
、
企
業
家
の
本
拠
の
法
律

　
（
ｂ
）
運
送
、
発
送
及
び
他
の
同
様
の
も
の
の
契
約
に
は
、
運
送
人
又
は
発
送
人
の
本
拠
の
法
律
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（
ｃ�

）
銀
行
の
自
律
的
保
証
を
含
め
、
銀
行
契
約
に
は
、
金
融
会
社
の
本
拠
の
法
律
。
但
し
、
二
つ
の
銀
行
の
間
の
関
係
に
は
、
他
方
の
た
め

に
業
務
を
給
付
す
る
銀
行
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ｄ�
）
危
険
に
対
す
る
保
険
の
契
約
に
は
、
保
険
業
者
の
本
拠
の
法
律
。
同
法
は
、
保
険
証
券
の
譲
渡
又
は
質
入
れ
に
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ｅ
）
寄
託
契
約
に
は
、
受
託
者
の
本
拠
の
法
律

　
（
ｆ
）
贈
与
に
は
、
贈
与
者
の
本
国
法

　

又
、
債
務
の
譲
渡
及
び
消
滅
に
関
し
て
も
、
旧
法
中
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
四
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
諸
規
定
も
、
新
法
へ
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

旧
法
第
一
二
〇
条　

債
権
の
譲
渡
は
、
当
事
者
の
他
の
契
約
が
な
い
限
り
、
被
譲
渡
債
権
の
法
律
に
服
す
る
。
譲
渡
人
が
及
び
譲
受
人
の
合
意

に
依
る
他
の
法
律
の
選
択
は
、
被
譲
渡
債
権
の
債
務
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
者
に
対
抗
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　

譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
務
は
、
譲
渡
が
基
礎
付
け
ら
れ
た
法
的
関
係
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
二
一
条　

合
意
に
よ
る
代
位
は
、
当
事
者
が
そ
れ
に
つ
い
て
別
段
取
り
決
め
な
い
限
り
、
債
権
者
が
取
り
替
え
ら
れ
た
債
務
の
法
律

に
服
す
る
。

　
　

法
律
上
の
代
位
は
、
そ
れ
に
依
っ
て
、
人
が
債
権
者
に
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
は
、
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
に
服
す

る
。
同
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
。

　
（
ａ
）
弁
済
人
が
、
そ
の
者
の
債
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
最
初
の
債
権
者
に
代
位
す
る
か
否
か

　
（
ｂ
）
債
務
者
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

旧
法
第
一
二
二
条　

取
立
委
任
及
び
更
改
は
、
そ
れ
ら
の
目
的
を
形
成
す
る
債
務
の
準
拠
法
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
二
三
条　

相
殺
は
、
相
殺
に
よ
っ
て
部
分
的
又
は
全
体
的
な
消
滅
が
対
抗
さ
れ
る
債
権
の
準
拠
法
に
服
す
る
。
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旧
法
第
一
二
四
条　

複
数
の
債
務
者
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
債
権
者
は
、
そ
の
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
債
務
者
に
結
び
付
け
る
関
係
の
準
拠
法

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
二
五
条　

債
務
者
の
共
同
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
を
行
使
す
る
権
利
は
、
二
つ
の
負
債
の
準
拠
法
が
そ
れ
を
認
め
る
と
き
に
の
み

存
在
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

求
償
権
の
行
使
の
条
件
は
、
共
同
債
務
者
が
原
告
債
権
者
に
対
し
て
負
っ
た
負
債
の
準
拠
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　

弁
済
を
受
け
た
債
権
者
と
弁
済
人
た
る
債
務
者
と
の
間
の
関
係
は
、
後
者
の
負
債
の
準
拠
法
に
服
す
る
。

　
　

機
関
の
求
償
権
を
行
使
す
る
権
利
は
、
そ
の
組
織
上
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
求
償
の
容
認
可
能
性
及
び
行
使
は
、
本
条
第
二
項

及
び
第
三
項
の
規
定
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
二
六
条　

弁
済
の
通
貨
は
、
そ
れ
を
発
行
し
た
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　

通
貨
が
負
債
の
範
囲
に
及
ぼ
す
効
果
は
、
負
債
の
準
拠
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　

契
約
か
ら
生
じ
た
国
際
私
法
上
の
関
係
に
お
い
て
、
当
事
者
が
弁
済
の
た
め
に
他
の
通
貨
の
採
用
を
取
り
決
め
な
い
限
り
、
弁
済
が
実
行

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
の
法
律
が
、
そ
の
た
め
に
採
用
さ
れ
る
通
貨
を
決
定
す
る
。

（
9
）　
契
約
外
債
務

　

契
約
外
債
務
と
し
て
、
旧
法
中
に
は
、
先
ず
、
不
当
利
得
及
び
事
務
管
理
に
関
す
る
三
箇
条
が
置
か
れ
、
そ
し
て
、
不
法
行
為
に
関

し
、
特
殊
の
不
法
行
為
を
も
含
め
て
、
一
三
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
依
る
人
格

権
の
侵
害
に
関
す
る
諸
規
定
（
旧
法
第
一
一
二
条
及
び
第
一
一
三
条
）
を
除
い
て
、
新
法
に
お
い
て
は
、
欧
州
連
合
法
等
の
規
律
に
服
す

る
と
し
て
（
新
法
第
二
六
四
一
条
第
一
項
）、
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
お
い
て
、
旧
法
に
お
け
る
諸
規
定
を
掲
げ
て
、
新
法
に
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お
け
る
規
則
と
の
対
照
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

旧
法
第
一
〇
四
条　

自
然
人
又
は
法
人
の
不
当
利
得
は
、
そ
れ
が
生
じ
て
い
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
〇
五
条　

取
り
消
さ
れ
た
か
、
又
は
、
そ
の
効
果
が
他
の
方
法
に
よ
っ
て
停
止
し
た
法
的
関
係
に
基
づ
く
給
付
か
ら
生
ず
る
不
当
利

得
の
場
合
に
は
、
そ
の
法
的
関
係
の
法
律
は
利
得
に
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
〇
六
条　

事
務
管
理
は
、
事
務
か
ら
派
生
す
る
行
為
を
遂
行
す
る
者
が
そ
の
活
動
を
実
行
す
る
地
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
〇
七
条　

法
的
事
実
が
行
な
わ
れ
る
国
家
の
法
律
は
、
そ
れ
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
か
否
か
を
定
め
、
又
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
関
し
、
そ
れ
を
規
律
す
る
。

　
（
ａ
）
不
法
行
為
能
力

　
（
ｂ
）
責
任
の
条
件
及
び
範
囲

　
（
ｃ
）
責
任
の
制
限
又
は
免
除
の
事
由
及
び
行
為
者
と
被
害
者
と
の
間
の
責
任
の
分
配
の
事
由

　
（
ｄ
）
委
託
者
の
受
託
者
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任

　
（
ｅ
）
賠
償
の
原
因
と
な
り
う
る
損
害
の
性
質

　
（
ｆ
）
損
害
賠
償
の
方
法
及
び
範
囲

　
（
ｇ
）
損
害
賠
償
請
求
権
の
譲
渡
可
能
性

　
（
ｈ
）
被
害
に
つ
い
て
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
者

旧
法
第
一
〇
八
条　

不
法
行
為
が
行
な
わ
れ
た
国
家
と
は
別
の
国
家
に
お
い
て
、
そ
の
加
害
の
結
果
の
全
て
又
は
幾
つ
か
が
発
生
す
る
場
合
に

は
、
因
果
関
係
を
有
す
る
損
害
賠
償
へ
は
、
第
一
〇
七
条
ｂ
号
な
い
し
ｈ
号
の
規
定
に
従
い
、
問
題
と
な
る
国
家
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
〇
九
条　

被
害
者
は
、
保
険
契
約
の
法
律
が
そ
れ
を
許
す
と
き
、
直
接
、
民
事
責
任
の
保
険
業
者
に
対
し
、
損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟
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を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
一
〇
条　

不
法
行
為
が
行
な
わ
れ
た
国
家
の
安
全
及
び
行
動
に
関
す
る
規
則
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
一
一
条　

第
一
〇
七
条
な
い
し
第
一
一
〇
条
の
規
定
は
、
次
節
以
下
の
他
の
明
文
規
定
を
除
き
、
不
法
行
為
か
ら
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る

責
任
の
形
式
に
同
様
の
方
法
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
一
二
条　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
取
り
分
け
、
出
版
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
又
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
公
共
の
情
報
媒
体
に
依
っ
て
人
格
に
与
え

ら
れ
た
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
要
求
は
、
被
害
者
の
選
択
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
（
ａ
）
被
害
者
の
住
所
又
は
居
所
の
国
家
の
法
律

　
（
ｂ
）
損
害
を
与
え
う
る
結
果
が
発
生
し
て
い
る
国
家
の
法
律

　
（
ｃ
）
加
害
者
が
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
社
会
的
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律

　
　
ａ
号
及
び
ｂ
号
に
定
め
ら
れ
た
場
合
は
、
加
害
者
が
、
人
格
に
与
え
ら
れ
た
侵
害
の
効
果
が
二
つ
の
国
家
の
一
方
に
お
い
て
発
生
す
る
こ

と
を
適
正
に
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
を
も
含
む
も
の
と
す
る
。（
新
法
第
二
六
四
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
相
当
）

旧
法
第
一
一
三
条　

人
格
に
与
え
ら
れ
た
侵
害
に
対
す
る
回
答
掲
載
請
求
権
は
、
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
、
番
組
が
放
送
さ
れ
た
国
家
の
法
律
に

服
す
る
。（
新
法
第
二
六
四
二
条
第
三
項
相
当
）

旧
法
第
一
一
四
条　

生
産
物
の
瑕
疵
、
誤
解
を
生
じ
る
ほ
ど
の
不
備
な
生
産
物
の
記
述
、
又
は
、
使
用
法
の
欠
如
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
要
求

は
、
被
害
消
費
者
の
選
択
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
法
律
に
服
す
る
。

　
（
ａ
）
そ
の
者
の
住
所
又
は
常
居
所
の
法
律

　
（
ｂ�

）
製
造
業
者
、
生
産
者
又
は
供
給
者
が
、
生
産
物
が
そ
の
者
の
同
意
な
く
、
そ
れ
が
取
得
さ
れ
た
国
家
の
市
場
に
お
け
る
流
通
に
置
か
れ
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た
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
、
前
記
の
国
家
の
法
律

旧
法
第
一
一
五
条　

生
産
物
が
消
費
者
の
個
人
的
又
は
家
族
的
な
使
用
の
た
め
の
も
の
の
一
部
を
成
す
と
き
、
又
、
そ
れ
が
そ
の
者
の
職
業
的

又
は
商
業
的
な
活
動
と
い
か
な
る
関
係
も
有
し
な
い
と
き
、
第
一
一
四
条
に
定
め
ら
れ
た
損
害
賠
償
の
要
求
は
表
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
一
六
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
当
局
は
、
同
様
の
損
害
に
つ
い
て
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
限
度
に
お
い
て
の
み
、
第
一
一
四

条
に
従
っ
て
外
国
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
一
七
条　

不
正
競
争
の
行
為
又
は
他
の
自
由
競
争
に
対
す
る
不
当
な
制
限
を
も
た
ら
す
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
要
求
は
、
損
害

を
与
え
る
結
果
が
発
生
し
て
い
る
市
場
の
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
一
八
条　

第
一
一
七
条
に
示
さ
れ
た
法
律
に
代
え
、
被
害
者
の
要
求
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
（
ａ
）
不
正
競
争
の
行
為
が
専
ら
前
記
の
者
に
関
係
す
る
損
害
を
も
た
ら
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
そ
の
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律

　
（
ｂ�

）
不
正
競
争
の
行
為
が
犯
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
が
当
事
者
の
関
係
に
お
い
て
損
害
を
も
た
ら
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
間
の
契
約
の

法
律

旧
法
第
一
一
九
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
当
局
は
、
同
様
の
損
害
に
つ
い
て
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
限
度
に
お
い
て
の
み
、
第
一
一
七

条
及
び
第
一
一
八
条
に
従
い
、
外
国
法
に
依
る
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）　
流
通
性
有
価
証
券

　

為
替
手
形
、
約
束
手
形
、
小
切
手
等
の
流
通
性
有
価
証
券
に
関
し
て
、
旧
法
中
に
は
、
物
権
の
目
的
物
と
し
て
の
有
価
証
券
に
関
す

る
諸
規
定
の
他
に
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
一
二
箇
条
の
特
別
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
新
法
に
そ
の
ま
ま
引
き

継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
新
法
に
お
け
る
そ
れ
ら
と
全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
改
正
が
行
な
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わ
れ
な
か
っ
た
例
と
し
て
、
新
旧
法
に
お
け
る
諸
規
定
の
対
応
関
係
を
示
し
て
お
き
た
い
。

旧
法
第
一
二
七
条　

本
国
法
に
従
い
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
に
依
っ
て
義
務
を
負
う
能
力
を
有
し
な
い
者
は
、
そ
れ
に
も
拘
わ

ら
ず
、
署
名
が
署
名
人
を
能
力
を
有
す
る
と
見
做
す
法
律
の
国
家
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、
か
よ
う
な
証
書
に
よ
っ
て
有
効
に
義
務

を
負
う
も
の
と
す
る
。（
新
法
第
二
六
四
七
条
相
当
）

旧
法
第
一
二
八
条　

為
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
に
関
し
て
引
き
受
け
ら
れ
た
義
務
は
、
義
務
が
署
名
さ
れ
た
国
家
の
法
律
上
の
形
式

的
要
件
に
服
す
る
。
小
切
手
に
関
し
て
は
、
支
払
地
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
形
式
的
要
件
の
充
足
を
も
っ
て
足
り
る
も
の
と
す
る
。

　
　

前
項
に
示
さ
れ
た
法
律
に
依
れ
ば
義
務
が
有
効
で
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
、
そ
の
後
の
義
務
が
署
名
さ
れ
て
い
る
国
家
の
法
律

に
従
っ
て
い
る
と
き
は
、
最
初
の
義
務
の
方
式
上
の
違
反
は
、
そ
の
後
の
義
務
の
有
効
性
を
覆
さ
な
い
も
の
と
す
る
。（
新
法
第
二
六
四
八

条
相
当
）

旧
法
第
一
二
九
条　

遡
求
行
為
の
実
行
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
署
名
人
と
の
関
係
に
お
い
て
、
証
書
の
作
成
地
の
法
律

に
依
る
。（
新
法
第
二
六
四
九
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
〇
条　

拒
絶
証
書
の
形
式
及
び
期
間
、
並
び
に
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
に
関
す
る
権
利
を
行
使
又
は
保
全
す
る
た

め
に
必
要
な
幾
つ
か
の
証
書
の
形
式
的
要
件
は
、
拒
絶
証
書
又
は
他
の
必
要
書
類
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
の
法
律
に
依
っ
て

定
め
ら
れ
る
。（
新
法
第
二
六
五
〇
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
一
条　

為
替
手
形
の
受
取
人
及
び
約
束
手
形
の
署
名
人
の
義
務
の
効
果
は
、
そ
れ
ら
の
証
書
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
地
の
法
律
に
服

す
る
。

　
　

為
替
手
形
又
は
約
束
手
形
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た
他
の
者
の
署
名
が
発
生
さ
せ
る
効
果
は
、
署
名
が
行
な
わ
れ
た
領
域
の
国
家
の
法

律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。（
新
法
第
二
六
五
一
条
相
当
）
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旧
法
第
一
三
二
条　

証
書
の
作
成
地
の
法
律
は
、
為
替
手
形
の
所
持
人
が
証
書
の
発
行
の
原
因
と
な
っ
た
債
権
を
取
得
す
る
か
否
か
を
定
め

る
。（
新
法
第
二
六
五
二
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
三
条　

為
替
手
形
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
国
家
の
法
律
は
、
受
領
が
総
額
の
一
部
分
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
、
証
書

の
所
持
人
が
一
部
分
の
支
払
い
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
を
定
め
る
。（
新
法
第
二
六
五
三
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
四
条　

為
替
手
形
又
は
約
束
手
形
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
証
書
の
喪
失
又
は
盗
難
の
場
合
に
お
い
て
執
る

べ
き
措
置
を
決
定
す
る
。（
新
法
第
二
六
五
四
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
五
条　

小
切
手
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
か
よ
う
な
証
書
が
そ
の
者
に
対
し
て
振
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
者
を
決
定
す
る
。（
新
法
第
二
六
五
五
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
六
条　

第
一
三
五
条
に
示
さ
れ
た
法
律
に
依
れ
ば
、
小
切
手
が
権
利
を
有
し
な
い
者
宛
て
に
振
り
出
さ
れ
た
た
め
に
無
効
で
あ
る

場
合
に
は
、
他
の
か
よ
う
な
制
限
を
含
ま
な
い
法
律
の
国
家
に
お
い
て
、
証
書
上
に
行
な
わ
れ
た
署
名
か
ら
生
ず
る
義
務
は
有
効
と
す
る
。

（
新
法
第
二
六
五
六
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
七
条　

小
切
手
か
ら
生
ず
る
義
務
が
署
名
さ
れ
た
領
域
の
国
家
の
法
律
は
、
そ
れ
ら
の
義
務
の
効
果
を
決
定
す
る
。（
新
法
第

二
六
五
七
条
相
当
）

旧
法
第
一
三
八
条　

小
切
手
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
決
定
す
る
。

　
（
ａ�

）
証
書
が
一
覧
払
い
で
振
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
が
一
定
の
呈
示
期
間
を
も
っ
て
振
り
出
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
及
び
、
先
日
付
の
効
果

　
（
ｂ
）
呈
示
の
期
間

　
（
ｃ�

）
小
切
手
が
引
受
け
、
保
証
、
確
認
又
は
裏
書
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
及
び
、
そ
れ
ら
の
言
及
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
さ
せ
ら
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れ
た
効
果
が
何
で
あ
る
か

　
（
ｄ
）
所
持
人
が
一
部
分
の
支
払
い
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
及
び
、
そ
の
者
が
そ
れ
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

　
（
ｅ
）
小
切
手
が
、
線
引
き
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
は
、「
口
座
振
替
」
条
項
な
い
し
相
当
す
る
表
現
の
効
果
が
何
で
あ
る
か

　
（
ｆ
）
所
持
人
が
引
当
資
金
に
対
し
て
特
別
な
権
利
を
有
す
る
か
、
及
び
、
そ
の
権
利
の
性
質
は
何
で
あ
る
か

　
（
ｇ
）
振
出
人
が
小
切
手
を
撤
回
す
る
か
、
又
は
、
小
切
手
の
支
払
い
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か

　
（
ｈ
）
小
切
手
の
喪
失
又
は
盗
難
の
場
合
に
お
い
て
執
ら
れ
る
べ
き
措
置

　
（
ｉ�

）
拒
絶
証
書
又
は
相
当
す
る
証
明
が
、
裏
書
人
、
振
出
人
及
び
他
の
義
務
を
負
う
者
に
対
す
る
支
払
請
求
権
の
保
全
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
か
（
新
法
第
二
六
五
八
条
相
当
）

（
11
）　
輸
送
手
段
関
連
規
定

　

更
に
、
旧
法
中
に
は
、
民
事
上
の
河
川
航
行
、
航
海
、
航
空
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
五
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
諸
規
定
は
、
輸
送
手
段
の
登
録
国
法
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
旧
法
第
一
四
〇
条
を
除
い
て
、
新
法
に
は
移
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
廃

止
さ
れ
た
諸
規
定
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
尚
、
輸
送
手
段
に
関
す
る
物
権
の

設
定
、
譲
渡
又
は
消
滅
の
準
拠
法
に
関
す
る
旧
法
第
五
五
条
が
新
法
第
二
六
二
〇
条
第
一
項
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
記
の

通
り
で
あ
る
。

旧
法
第
一
三
九
条　

船
旗
の
法
律
又
は
航
空
機
が
登
録
さ
れ
た
国
家
の
法
律
は
、
船
上
又
は
機
上
に
お
い
て
生
じ
た
事
実
行
為
及
び
法
律
行
為

が
、
そ
れ
ら
の
性
質
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
発
生
し
た
地
の
法
律
に
服
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
に
適
用
さ
れ
る
。

　
　

港
湾
及
び
空
港
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
方
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
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旧
法
第
一
四
〇
条　

船
旗
又
は
航
空
機
が
登
録
さ
れ
た
国
家
の
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
律
す
る
。

　
（
ａ
）
船
長
又
は
機
長
の
権
限
、
管
轄
権
及
び
義
務

　
（
ｂ
）
当
事
者
が
他
の
法
律
を
選
択
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
乗
員
の
雇
傭
契
約

　
（
ｃ
）
海
運
業
者
又
は
航
空
運
送
会
社
の
船
長
又
は
機
長
及
び
乗
員
の
事
実
行
為
及
び
法
律
行
為
に
つ
い
て
の
責
任

　
（
ｄ�

）
船
舶
又
は
航
空
機
に
対
す
る
物
権
及
び
担
保
物
権
、
並
び
に
、
そ
れ
ら
の
権
利
が
発
生
、
譲
渡
又
は
消
滅
す
る
行
為
に
関
す
る
公
示
方

法
（
新
法
第
二
六
二
一
条
相
当
）

旧
法
第
一
四
一
条　

港
湾
又
は
領
海
に
お
い
て
発
生
し
た
衝
突
か
ら
生
ず
る
責
任
は
、
衝
突
地
の
法
律
に
服
す
る
。

　
　

公
海
に
お
い
て
は
、
衝
突
は
、
船
舶
の
共
通
本
国
法
に
服
し
、
又
、
国
籍
が
異
な
る
と
き
は
、
被
害
船
舶
の
法
律
に
服
す
る
。
一
方
が

ル
ー
マ
ニ
ア
国
籍
を
有
す
る
両
船
舶
が
海
損
を
蒙
っ
た
と
き
、
被
害
船
舶
が
他
の
船
舶
の
本
国
法
を
選
択
し
な
い
場
合
に
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア

法
が
適
用
さ
れ
る
。

　
　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
専
属
的
経
済
水
域
に
お
い
て
は
、
衝
突
は
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
服
す
る
。

旧
法
第
一
四
二
条　

人
及
び
財
産
の
援
助
行
為
及
び
救
助
行
為
か
ら
生
ず
る
義
務
は
、
事
件
が
領
海
に
お
い
て
発
生
し
た
と
き
は
、
そ
の
場
所

の
法
律
に
服
し
、
又
、
事
件
が
公
海
に
お
い
て
発
生
し
た
と
き
は
、
援
助
し
た
船
舶
又
は
救
助
を
実
行
し
た
船
舶
の
本
国
法
に
服
す
る
。

　
　

前
項
に
示
さ
れ
た
法
律
は
、
船
主
と
救
助
者
た
る
乗
組
員
又
は
技
術
的
援
助
を
行
な
っ
た
乗
組
員
と
の
間
に
お
け
る
援
助
及
び
救
助
に
つ

い
て
の
補
償
の
分
配
方
法
を
も
定
め
る
。

旧
法
第
一
四
三
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
空
に
お
け
る
飛
行
の
路
線
及
び
安
全
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
ル
ー
マ
ニ
ア
法
の
規
定
は
、
登
録
の
法
規

に
拘
わ
ら
ず
、
全
て
の
航
空
機
、
並
び
に
、
機
上
に
存
在
す
る
搭
乗
員
及
び
旅
客
に
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
四
四
条　

地
上
に
お
い
て
航
空
機
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
は
、
そ
れ
が
発
生
し
た
領
域
の
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。
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公
海
及
び
主
権
に
服
さ
な
い
他
の
空
間
に
お
い
て
、
衝
突
か
ら
生
ず
る
責
任
は
、
同
様
に
、
第
一
四
一
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
法
律
に

服
す
る
。

（
12
）　
時
効

　

旧
法
中
に
は
、
取
得
時
効
及
び
消
滅
時
効
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
三
箇
条
の
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
法
に

お
い
て
は
、
取
得
時
効
に
関
す
る
第
二
六
一
六
条
と
消
滅
時
効
に
関
す
る
第
二
六
六
三
条
と
に
分
離
さ
れ
て
継
続
的
に
置
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
規
定
の
内
容
は
旧
法
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

旧
法
第
一
四
五
条　

取
得
時
効
は
、
物
が
必
要
な
占
有
の
期
間
の
初
め
に
存
在
し
た
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。（
新
法
第

二
六
一
六
条
第
一
項
相
当
）

旧
法
第
一
四
六
条　

物
が
取
得
時
効
期
間
の
継
続
が
満
了
す
る
他
の
国
家
へ
運
ば
れ
た
場
合
に
は
、
物
が
移
さ
れ
た
と
き
以
後
、
同
国
の
法
律

に
依
っ
て
要
求
さ
れ
た
全
て
の
条
件
が
充
足
さ
れ
た
と
き
、
占
有
者
は
前
記
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
新

法
第
二
六
一
六
条
第
二
項
相
当
）

旧
法
第
一
四
七
条　

行
為
を
要
求
す
る
権
利
の
消
滅
時
効
は
、
主
体
的
な
権
利
自
体
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
服
す
る
。（
新
法
第
二
六
六
三
条

相
当
）

（
13
）　
国
際
手
続
法

　

旧
法
中
に
は
、
裁
判
管
轄
権
、
渉
外
訴
訟
の
準
拠
法
、
外
国
人
の
当
事
者
適
格
、
外
国
判
決
の
承
認
、
訴
訟
上
の
和
解
及
び
仲
裁
に

亘
り
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
国
際
手
続
法
に
関
す
る
多
数
の
精
緻
な
諸
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
前
述
の
通
り
、
新
民
法
典
の
成
立

東洋法学　第57巻第 1号（2013年 7 月）

317



に
伴
い
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
は
修
正
を
施
さ
れ
て
前
出
の
新
民
事
訴
訟
法
典
へ
移
行
さ
れ
て
お
り
、
新
法
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
同

法
典
中
の
諸
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
以
下
に
お
い
て
は
、
旧
法
中
に
置
か
れ

て
い
た
国
際
手
続
法
規
定
を
参
考
資
料
と
し
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。

旧
法
第
一
四
八
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
は
、
以
下
の
規
定
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
当
事
者
と
外
国
人
当
事
者

と
の
間
の
訴
訟
、
又
は
、
自
然
人
若
し
く
は
法
人
た
る
外
国
人
だ
け
の
間
の
訴
訟
を
解
決
す
る
に
つ
い
て
、
管
轄
権
を
有
す
る
。

旧
法
第
一
四
九
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
、
管
轄
権
を
有
す
る
。

　

⑴　

被
告
又
は
複
数
の
被
告
の
中
の
一
人
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
、
居
所
又
は
営
業
用
財
産
を
有
す
る
と
き
。
但
し
、
外
国
人
た
る
被
告
が

知
ら
れ
た
住
所
を
有
し
な
い
と
き
、
請
求
は
、
国
内
に
所
在
す
る
原
告
の
住
所
又
は
居
所
の
裁
判
所
へ
提
起
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

⑵　

法
人
た
る
被
告
の
本
拠
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
す
る
と
き
。
但
し
、
本
条
の
意
味
に
お
い
て
、
外
国
法
人
が
国
内
の
領
域
に
子
会
社
、

支
店
、
代
理
店
又
は
代
理
人
を
有
す
る
と
き
、
そ
れ
は
同
様
に
ル
ー
マ
ニ
ア
に
本
拠
を
有
す
る
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

　

⑶　

扶
養
料
を
請
求
す
る
原
告
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
す
る
と
き

　

⑷　

契
約
に
由
来
す
る
債
務
が
、
一
部
分
で
あ
っ
て
も
、
生
じ
た
か
、
又
は
、
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在

す
る
と
き

　

⑸　

契
約
外
債
務
又
は
そ
の
効
果
が
生
ず
る
法
的
事
実
が
生
じ
た
場
所
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
す
る
と
き

　

⑹　

鉄
道
又
は
道
路
の
駅
、
並
び
に
、
乗
客
の
乗
降
り
又
は
貨
物
の
積
揚
げ
の
港
湾
又
は
空
港
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
す
る
と
き

　

⑺　

保
険
が
掛
か
っ
た
財
産
、
又
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
所
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
す
る
と
き

　

⑻　

被
相
続
人
の
最
後
の
住
所
、
又
は
、
そ
の
者
が
遺
し
た
財
産
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
す
る
と
き

　

⑼　

請
求
が
目
的
と
す
る
不
動
産
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
す
る
と
き
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旧
法
第
一
五
〇
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
は
、
同
様
に
、
次
に
掲
げ
る
訴
訟
又
は
宣
告
を
判
断
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
。

　

⑴　

少
な
く
と
も
一
方
が
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
で
あ
る
と
き
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
身
分
上
の
行
為
又
は
事
実
に
関
す
る
訴

訟
で
あ
っ
て
、
外
国
に
住
所
を
有
す
る
者
の
間
の
訴
訟

　

⑵　

外
国
に
住
所
を
有
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
た
る
未
成
年
者
又
は
禁
治
産
者
の
保
護
に
関
す
る
訴
訟

　

⑶　

ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
が
失
踪
の
当
時
外
国
に
存
在
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
の
推
定
死
亡
の
宣
告
。
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
が
暫
定

的
措
置
を
執
る
ま
で
は
、
外
国
裁
判
所
に
依
っ
て
執
ら
れ
た
暫
定
的
措
置
は
有
効
な
ま
ま
と
す
る
。

　

⑷　

当
事
者
の
契
約
が
他
の
管
轄
権
を
定
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
又
は
国
籍
を
有
し
な
い

外
国
人
た
る
者
の
知
的
所
有
権
の
外
国
に
お
け
る
保
護
に
関
す
る
訴
訟

　

⑸　

外
国
人
が
明
白
に
か
よ
う
に
取
り
決
め
、
又
、
法
律
関
係
が
、
そ
れ
ら
の
者
が
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
に
関
係
し
、
か

つ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
人
の
財
産
又
は
利
益
と
関
連
性
を
有
す
る
と
き
は
、
外
国
人
の
間
の
訴
訟

　

⑹　

次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
衝
突
に
関
す
る
訴
訟
、
並
び
に
、
公
海
又
は
何
れ
か
の
国
家
の
主
権
に
服
さ
な
い
場
所
若

し
く
は
空
間
に
お
け
る
人
又
は
財
産
の
援
助
又
は
救
助
に
関
す
る
訴
訟

　
　
（
ａ
）
船
舶
又
は
航
空
機
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
籍
を
有
す
る
と
き

　
　
（
ｂ
）
目
的
地
又
は
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
が
到
着
し
た
最
初
の
港
湾
若
し
く
は
空
港
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
所
在
す
る
と
き

　
　
（
ｃ
）
船
舶
又
は
航
空
機
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
と
き

　
　
（
ｄ
）
被
告
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
そ
の
者
の
住
所
又
は
居
所
を
有
す
る
と
き

　

⑺　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
本
拠
を
有
す
る
外
国
商
事
会
社
の
場
合
に
お
け
る
破
産
又
は
支
払
停
止
に
関
す
る
他
の
全
て
の
裁
判
上
の
手
続
き

　

⑻　

法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
他
の
全
て
の
訴
訟
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旧
法
第
一
五
一
条　

ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
基
づ
く
国
際
私
法
上
の
関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
裁
定
を
下
す
専
属

的
管
轄
権
を
有
す
る
。

　

⑴　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
又
は
国
籍
を
有
し
な
い
外
国
人
た
る
者

に
関
す
る
身
分
証
書

　

⑵　

養
子
に
さ
れ
よ
う
と
す
る
者
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
者
が
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
又
は
国
籍
を
有
し
な
い
外
国
人
で

あ
る
と
き
は
、
養
子
縁
組
の
許
可

　

⑶　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
又
は
国
籍
を
有
し
な
い
外
国
人
た
る
者
の
保
護
に
関
す
る
後
見
及
び
財
産
管
理

　

⑷　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
す
る
者
を
禁
治
産
と
す
る
こ
と

　

⑸　

請
求
の
当
時
、
夫
婦
の
一
方
が
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
又
は
国
籍
を
有
し
な
い
外
国
人
た
る
双
方
の
配
偶
者
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住
所
を
有
す

る
と
き
は
、
婚
姻
の
解
消
、
取
消
し
又
は
無
効
、
並
び
に
、
外
国
に
所
在
す
る
不
動
産
に
基
づ
く
争
訟
を
除
き
、
夫
婦
の
間
の
他
の
争
訟

　

⑹　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
最
後
の
住
所
を
有
す
る
者
に
依
っ
て
遺
さ
れ
た
相
続

　

⑺　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
所
在
す
る
不
動
産

　

⑻　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
け
る
執
行
証
書
に
依
る
強
制
執
行

旧
法
第
一
五
二
条　

本
章
の
規
定
に
依
れ
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
が
、
保
全
措
置
が
そ
の
た
め
に
か
、
又
は
、
そ
の
途
中
で
必
要
な
訴
訟
に

対
し
て
実
際
に
裁
定
す
る
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
裁
判
権
に
関
係
を
有
す
る
権
利
、
利
益
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た

め
、
緊
急
の
場
合
に
は
、
要
求
に
応
じ
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
五
三
条　

外
国
裁
判
権
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
に
依
っ
て
形
成
さ
れ
た
行
為
に
対
し
て
裁
定
す
る
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
表
明
す
る

場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
訴
訟
と
最
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
許
へ
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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旧
法
第
一
五
四
条　

当
事
者
が
、
契
約
に
依
っ
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
紛
争
又
は
そ
れ
ら
の
者
の
間
に
締
結
さ
れ
た
証
書
か
ら
生
ず
る
紛
争
を
一

定
の
裁
判
所
の
管
轄
権
に
服
せ
し
め
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
は
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⑴　

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
が
外
国
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
紛
争
が
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
専
属
的
管
轄
権
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

　

⑵　

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
事
者
の
一
方
が
、
外
国
裁
判
所
が
専
属
的
に
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と

を
証
明
す
る
場
合

旧
法
第
一
五
五
条　

本
章
の
規
定
に
従
い
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
何
れ
の
裁
判
所
が
訴
訟
を
解
決
す
る

権
限
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
請
求
は
、
物
的
な
管
轄
権
規
則
に
従
い
、
ブ
カ
レ
ス
ト
市
第
一
地
区
第
一

審
裁
判
所
又
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
裁
判
所
に
向
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
五
六
条　

第
一
四
八
条
な
い
し
第
一
五
二
条
に
従
っ
て
確
定
さ
れ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
管
轄
権
は
、
同
一
の
訴
訟
又
は
牽
連
関

係
を
有
す
る
訴
訟
が
外
国
裁
判
所
の
許
に
提
起
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
依
っ
て
、
排
除
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
五
七
条　

受
理
裁
判
所
は
、
職
権
に
よ
り
、
国
際
私
法
上
の
関
係
に
関
す
る
訴
訟
を
解
決
す
る
に
つ
い
て
の
そ
の
管
轄
権
を
審
査

し
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
そ
れ
も
他
の
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
も
管
轄
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判

所
の
管
轄
権
の
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
請
求
を
却
下
す
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
五
八
条　

訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
た
る
能
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
五
九
条　

国
際
私
法
上
の
関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
は
、
他
の
明
白
な
規
定
が
な
け
れ
ば
、
ル
ー
マ
ニ

ア
の
手
続
法
を
適
用
す
る
。

　
　

ル
ー
マ
ニ
ア
法
は
、
一
定
の
問
題
が
手
続
法
上
の
も
の
か
、
実
体
法
上
の
も
の
か
を
も
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
六
〇
条　

国
際
私
法
上
の
関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
お
け
る
付
帯
私
訴
の
目
的
及
び
原
因
は
、
係
争
法
律
関
係
の
実
質
を
規
律
す
る
法
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律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
で
あ
る
資
格
は
、
同
一
の
法
律
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
六
一
条　

法
律
行
為
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
手
段
及
び
そ
れ
を
確
認
す
る
書
類
の
証
拠
力
は
、
法
律
行
為
が
行
な
わ
れ
た
地
の
法

律
、
又
は
、
当
事
者
が
法
律
を
選
択
す
る
権
利
を
有
し
た
と
き
、
そ
れ
ら
の
者
が
選
択
し
た
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
れ
と
す
る
。

　
　

事
実
の
証
明
は
、
そ
れ
が
発
生
し
た
地
の
法
律
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

但
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
、
第
一
項
及
び
第
二
項
に
示
さ
れ
た
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
証
拠
手
段
と
同
様
に
他
の
そ
れ
を
も
認
め
る

と
き
は
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
法
は
、
そ
れ
が
証
人
及
び
人
の
推
定
に
よ
る
証
拠
を
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
証
拠
手

段
が
外
国
法
に
依
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

　
　

身
分
の
証
明
及
び
身
分
証
書
の
証
拠
力
は
、
援
用
さ
れ
た
書
類
が
作
成
さ
れ
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
　

証
拠
の
提
出
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
六
二
条　

外
国
の
官
公
庁
に
依
っ
て
作
成
又
は
認
証
さ
れ
た
公
の
証
書
は
、
署
名
及
び
印
章
の
真
正
が
保
証
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ

が
、
行
政
上
の
正
規
の
手
続
き
に
よ
り
、
か
つ
、
そ
の
後
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
外
交
使
節
団
又
は
領
事
職
に
依
っ
て
認
証
さ
れ
て
い
る
と
き
に

の
み
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
許
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

行
政
上
の
手
続
き
に
よ
る
認
証
は
、
証
書
の
作
成
国
家
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
服
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
又
は
作
成
国
家
の
外
交
使

節
団
又
は
領
事
職
に
依
る
認
証
、
及
び
、
そ
の
後
、
何
れ
の
場
合
に
も
、
外
務
省
に
依
る
認
証
が
続
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

認
証
の
免
除
は
、
法
律
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
当
事
国
で
あ
る
国
際
条
約
、
又
は
、
相
互
性
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
に
依
っ
て
作
成
又
は
認
証
さ
れ
た
証
書
の
認
証
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
官
公
庁
の
側
か
ら
、
法
務
省
及
び
外
務
省
に
よ

り
、
そ
の
順
序
で
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
六
三
条　

外
国
自
然
人
及
び
外
国
法
人
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
許
に
お
い
て
、
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
、
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ル
ー
マ
ニ
ア
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
及
び
ル
ー
マ
ニ
ア
法
人
と
同
一
の
手
続
上
の
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

外
国
市
民
は
、
申
請
者
が
市
民
で
あ
る
か
、
住
所
を
有
す
る
国
家
と
の
相
互
性
の
条
件
の
下
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
と
同
一
の
方
法
及
び

条
件
に
よ
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
許
に
お
い
て
、
国
際
私
法
上
の
関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
お
け
る
手
続
き
の
料
金
及
び
他
の
費
用
の
免

除
又
は
軽
減
並
び
に
無
償
の
裁
判
援
助
を
享
受
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

同
様
の
相
互
性
の
条
件
の
下
に
、
外
国
の
国
籍
を
有
す
る
原
告
は
、
そ
の
者
が
外
国
人
で
あ
る
か
、
又
は
、
そ
の
者
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
住

所
若
し
く
は
本
拠
を
有
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
保
証
金
又
は
他
の
担
保
を
提
出
す
る
義
務
を
負
わ
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
六
四
条　

無
能
力
な
、
又
は
、
制
限
的
行
為
能
力
を
有
す
る
外
国
人
の
代
理
又
は
援
助
が
、
そ
の
者
の
本
国
法
に
依
れ
ば
保
証
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
訴
訟
の
判
決
を
遅
延
さ
せ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
暫
定
的
に
特
別
後
見
人
を
指
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

旧
法
第
一
六
五
条　

本
法
の
意
味
に
お
い
て
、
外
国
判
決
と
い
う
用
語
は
、
他
の
国
家
の
裁
判
所
、
公
証
人
又
は
他
の
権
限
を
有
す
る
官
公
庁

の
裁
判
権
の
決
定
行
為
に
関
わ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
六
六
条　

外
国
判
決
は
、
そ
れ
が
言
い
渡
さ
れ
た
国
家
の
市
民
の
民
事
上
の
身
分
を
対
象
と
す
る
と
き
、
又
は
、
そ
れ
が
第
三
の
国

家
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
の
国
籍
の
国
家
に
い
て
先
ず
最
初
に
承
認
さ
れ
と
き
、
ル
ー
マ

ニ
ア
に
お
い
て
当
然
に
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
六
七
条　

第
一
六
六
条
に
示
さ
れ
た
訴
訟
と
は
別
の
も
の
に
関
す
る
判
決
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
が
累
積
的
に
充
足
さ
れ
て
い
る
と

き
、
既
判
力
を
享
受
す
る
た
め
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
ａ
）
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
国
家
の
法
律
に
従
い
、
判
決
が
確
定
し
て
い
る
こ
と

　
　
（
ｂ
）
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所
が
、
前
記
の
法
律
に
依
れ
ば
、
訴
訟
を
解
決
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
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（
ｃ
）
外
国
判
決
の
効
力
に
関
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所
の
国
家
と
の
間
に
相
互
性
が
存
在
す
る
こ
と

　
　

判
決
が
敗
訴
し
た
当
事
者
の
欠
席
の
下
に
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
実
質
審
理
期
間
の
た
め
の
召
喚
状
が
有
効
期
間
内
に
そ
の
者
に
渡
さ

れ
た
こ
と
、
並
び
に
、
裁
判
所
の
係
属
行
為
、
及
び
、
そ
の
者
が
防
禦
し
、
又
、
判
決
に
対
す
る
上
訴
手
段
を
行
使
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ

こ
と
を
も
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

外
国
裁
判
所
の
許
に
お
け
る
訴
訟
に
参
加
し
な
か
っ
た
者
を
召
喚
す
る
こ
と
の
欠
落
に
由
来
す
る
外
国
判
決
の
未
確
定
性
は
、
前
記
の
者

に
依
っ
て
の
み
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
六
八
条　

外
国
判
決
の
承
認
は
、
次
に
掲
げ
る
何
れ
か
の
場
合
に
は
、
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一　

判
決
が
外
国
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
手
続
き
の
間
に
犯
さ
れ
た
違
法
行
為
の
結
果
で
あ
る
場
合

　

二　

判
決
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
に
違
反
す
る
場
合
。
但
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
裁
判
権
の
専
属
的
管
轄
権
に
関
す
る
第
一
五
一

条
の
規
定
の
違
反
は
、
か
よ
う
な
承
認
の
拒
否
の
理
由
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　

三　

訴
訟
が
、
同
一
の
当
事
者
の
間
に
お
い
て
、
未
確
定
で
あ
っ
て
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
に
依
っ
て
下
さ
れ
た
判
決
に
依
っ
て
解
決
さ

れ
た
か
、
又
は
、
外
国
裁
判
所
の
受
理
の
当
時
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
の
許
に
お
け
る
判
断
の
最
中
で
あ
っ
た
場
合

　
　
　

訴
訟
が
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
の
身
分
及
び
能
力
に
関
し
、
か
つ
、
採
ら
れ
た
解
決
が
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
そ
れ
に
つ
い
て
与
え
た
も
の
と
異

な
る
と
き
を
除
き
、
外
国
判
決
を
下
し
た
裁
判
所
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
た
法
律
と
は
別
の
も
の
を
適
用
し
た
こ

と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
承
認
は
拒
否
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
六
九
条　

第
一
六
七
条
及
び
第
一
六
八
条
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
審
査
す
る
こ
と
の
留
保
の
下
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所
は
外
国
判

決
の
実
質
審
査
も
そ
の
変
更
も
執
り
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
七
〇
条　

承
認
の
請
求
は
、
主
と
し
て
、
外
国
判
決
を
承
認
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
者
の
住
所
又
は
本
拠
で
あ
る
裁
判
管
轄
区
域
に

ルーマニア国際私法の改正について〔笠原　俊宏〕

324



お
け
る
県
裁
判
所
に
服
す
る
。

　
　

承
認
の
請
求
は
、
副
次
的
に
、
他
の
目
的
を
有
す
る
訴
訟
で
あ
っ
て
、
外
国
判
決
に
基
づ
く
既
判
事
項
の
抗
弁
が
提
出
さ
れ
た
も
の
が
係

属
す
る
裁
判
所
に
も
服
す
る
。

旧
法
第
一
七
一
条　

外
国
判
決
の
承
認
の
請
求
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
手
続
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
要
求
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

か
つ
、
次
に
掲
げ
る
証
書
が
そ
れ
に
添
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
ａ
）
外
国
判
決
の
写
し

　
　
（
ｂ
）
外
国
判
決
の
未
確
定
性
の
証
明

　
　
（
ｃ�

）
外
国
裁
判
所
の
許
へ
出
頭
し
な
か
っ
た
当
事
者
に
伝
え
ら
れ
た
召
喚
状
及
び
受
理
証
書
の
配
達
証
明
の
写
し
、
又
は
、
召
喚
状
及
び

受
理
証
書
が
、
敗
訴
判
決
が
下
さ
れ
た
当
事
者
に
依
っ
て
有
効
期
間
内
に
知
ら
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
他
の
全
て
の
公
文
書

　
　
（
ｄ
）
更
に
、
外
国
判
決
が
第
一
六
七
条
に
定
め
ら
れ
た
他
の
条
件
を
充
足
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
性
質
の
他
の
全
て
の
証
書

　
　

第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
証
書
に
は
、
公
認
さ
れ
た
翻
訳
が
添
付
さ
れ
、
か
つ
、
翻
訳
は
第
一
六
二
条
の
規
定
を
遵
守
し
て
認
証
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。
当
事
者
が
原
本
と
一
致
す
る
も
の
と
証
明
さ
れ
た
写
し
の
寄
託
に
合
意
す
る
場
合
に
は
、
認
証
は
要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
七
二
条　

外
国
判
決
の
承
認
の
請
求
は
、
次
の
二
つ
の
場
合
に
お
け
る
当
時
者
の
召
喚
の
後
、
主
と
し
て
判
決
に
よ
り
、
又
、
付
随

的
に
中
間
判
決
に
依
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

外
国
判
決
の
内
容
の
結
果
、
被
告
が
訴
え
の
許
可
に
同
意
し
た
と
き
、
請
求
は
当
事
者
の
召
喚
な
し
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。

旧
法
第
一
七
三
条　

外
国
判
決
を
執
行
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
者
に
依
っ
て
任
意
に
執
行
さ
れ
な
い
そ
れ
は
、
利
害
関
係
の
請
求
に
対

し
、
執
行
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
す
る
区
域
の
県
裁
判
所
に
依
っ
て
与
え
ら
れ
た
許
可
に
よ
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
い
て
執
行
さ
れ
る
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こ
と
が
で
き
る
。

　
　

保
全
措
置
が
そ
れ
に
依
っ
て
講
じ
ら
れ
た
外
国
判
決
、
及
び
、
仮
執
行
を
も
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
い

て
執
行
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

旧
法
第
一
七
四
条　

外
国
判
決
の
執
行
は
、
第
一
六
七
条
に
定
め
ら
れ
た
条
件
、
並
び
に
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
の
遵
守
を
も
っ
て
許
可
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

　
　
（
ａ
）
判
決
は
、
そ
れ
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所
の
法
律
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
　
（
ｂ
）
執
行
力
を
請
求
す
る
権
利
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
り
、
時
効
に
由
っ
て
消
滅
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　

第
一
六
八
条
及
び
第
一
六
九
条
の
規
定
は
、
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
執
行
の
許
可
請
求
に
も
適
用
さ
れ
る
。

旧
法
第
一
七
五
条　

第
一
七
一
条
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
作
成
さ
れ
た
執
行
の
許
可
請
求
は
、
外
国
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所

に
依
っ
て
交
付
さ
れ
た
そ
の
執
行
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
証
明
を
も
添
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
七
六
条　

許
可
の
許
可
請
求
は
、
当
事
者
の
召
喚
の
後
、
判
決
に
依
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

外
国
判
決
が
分
離
で
き
な
い
複
数
の
請
求
項
目
に
つ
い
て
の
解
決
を
含
む
場
合
に
は
、
許
可
は
個
別
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
法
第
一
七
七
条　

執
行
証
書
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
、
執
行
の
許
可
の
未
確
定
判
決
に
基
づ
き
、
そ
れ
に

許
可
判
決
に
言
及
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

旧
法
第
一
七
八
条　

権
限
を
有
す
る
裁
判
所
に
依
っ
て
下
さ
れ
た
外
国
判
決
は
、
確
認
さ
れ
た
事
実
上
の
状
況
に
関
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
裁
判
所

の
許
に
お
い
て
証
拠
力
を
有
す
る
。

旧
法
第
一
七
九
条　

外
国
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
裁
判
上
の
和
解
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
、
第
一
七
三
条
第
一
項
及
び
第
一
七
四
条
な
い

し
第
一
七
八
条
に
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
、
そ
れ
に
適
用
さ
れ
た
法
律
か
ら
生
ず
る
効
力
を
発
生
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
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旧
法
第
一
八
〇
条　

訴
訟
の
当
事
者
が
、
そ
れ
ら
の
者
の
一
方
が
裁
判
所
に
お
い
て
援
用
す
る
仲
裁
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は

そ
の
管
轄
権
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

次
に
掲
げ
る
と
き
、
裁
判
所
は
解
決
の
た
め
に
訴
訟
を
維
持
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
ａ
）
被
告
が
、
仲
裁
契
約
に
基
づ
く
如
何
な
る
留
保
も
な
し
に
、
本
案
の
抗
弁
を
陳
述
し
た
と
き
、
又
は
、

　
　
（
ｂ
）
仲
裁
契
約
が
無
効
と
さ
れ
た
と
き
、
又
は
、

　
　
（
ｃ
）
仲
裁
裁
判
所
が
、
明
ら
か
に
仲
裁
上
の
被
告
の
責
に
帰
す
べ
き
理
由
の
た
め
、
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

旧
法
第
一
八
一
条　

外
国
の
裁
判
上
の
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
第
一
六
七
条
な
い
し
第
一
七
八
条
の
規
定
は
、
外
国
仲
裁
判
断
に
も

同
様
の
方
法
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
る
。

四
　
後
書
き

　

新
民
法
典
に
置
か
れ
た
抵
触
規
定
は
、
判
決
の
予
測
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
社
会
や
経
済
の
現
状
に
適
し
た
解
決
を
も
た
ら
す
た
め

の
重
要
な
進
歩
を
反
映
し
て
い
る
と
評
さ
れ
る
一
方
、
欧
州
連
合
加
盟
諸
国
の
共
同
体
法
及
び
国
内
法
に
共
通
す
る
諸
問
題
は
、
ル
ー

マ
ニ
ア
の
場
合
に
も
、
今
後
の
立
法
上
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
又
、
欧
州
連
合
へ
の
加
盟
が
比
較
的
に
遅
か
っ
た
ル
ー
マ
ニ

ア
に
と
っ
て
、
新
法
は
、
欧
州
連
合
の
新
し
い
規
則
の
施
行
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
へ
も
た
ら
す
衝
撃
を
緩
和
す
る
役
目
を
も
果
た

し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
然
る
べ
き
立
法
環
境
が
一
先
ず
整
え
ら
れ
た
現
在
、
今
後
、
注
視
さ
れ
る
点
は
、
実
務
に
お
い
て
、
首
尾
一

貫
し
た
そ
の
適
用
が
実
現
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
（A

vasilencei, op. cit., p.275.

）。

　

以
下
は
、
二
〇
〇
九
年
の
民
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
の
邦
訳
で
あ
る
。
訳
出
に
際
し
て
依
拠
し
た
の
は
、R

CD
IP 2012, p.459 

et suiv.

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
語
訳
で
あ
る
。
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（
参
考
資
料
）
ル
ー
マ
ニ
ア
民
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定

新
し
い
民
法
典
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
法
律
第
二
八
七
号

（
ル
ー
マ
ニ
ア
官
報
二
〇
〇
九
年
七
月
二
四
日
付
第
五
一
一
号
）

第
七
巻
　
国
際
私
法
規
定

第
一
編
　
総
則

規
律
の
目
的

第
二
五
五
七
条　

⑴　

本
巻
は
、
国
際
私
法
関
係
の
準
拠
法
を
決
定
す
る
諸
規
定
を
含
む
。

⑵　

本
巻
の
意
味
に
お
い
て
、
国
際
私
法
関
係
と
は
、
渉
外
性
の
要
素
を
伴
う
民
事
関
係
、
商
事
関
係
及
び
他
の
私
法
関
係
と
す
る
。

⑶　

本
巻
の
諸
規
定
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
当
事
国
で
あ
る
国
際
条
約
、
欧
州
連
合
法
、
又
は
、
特
別
法
規
定
が
他
の
規
則
を
定
め
て
い
な
い
限
り

に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。

性
質
決
定

第
二
五
五
八
条　

⑴　

準
拠
法
の
決
定
が
、
何
れ
か
の
法
制
度
又
は
法
律
関
係
に
付
与
さ
れ
る
性
質
決
定
に
依
拠
す
る
と
き
、
考
慮
さ
れ
る
の

は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
確
定
さ
れ
た
法
的
性
質
決
定
と
す
る
。

⑵　

反
致
の
場
合
に
お
い
て
、
性
質
決
定
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
へ
反
致
す
る
外
国
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

⑶　

物
の
動
産
又
は
不
動
産
の
性
質
は
、
そ
れ
ら
が
所
在
す
る
地
か
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
地
の
法
律
に

従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
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⑷　

ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
何
れ
か
の
外
国
法
制
度
を
知
ら
な
い
か
、
又
は
、
異
な
る
名
の
下
か
、
若
し
く
は
、
他
の
内
容
を
も
っ
て
そ
れ
を
知
る
と

き
は
、
外
国
法
に
依
っ
て
行
な
わ
れ
る
法
的
性
質
決
定
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸　

但
し
、
当
事
者
自
身
が
法
律
行
為
に
お
け
る
概
念
の
意
義
を
決
定
し
た
と
き
、
当
該
概
念
の
性
質
決
定
は
、
当
事
者
の
意
思
に
従
っ
て
行
な

わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

反
致

第
二
五
五
九
条　

⑴　

外
国
法
は
、
実
質
法
規
則
、
及
び
、
別
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、
抵
触
規
則
と
理
解
さ
れ
る
。

⑵　

外
国
法
が
ル
ー
マ
ニ
ア
法
又
は
他
の
何
れ
か
の
国
家
の
法
へ
反
致
す
る
と
き
は
、
そ
れ
に
つ
き
、
明
ら
か
に
別
段
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
限

り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

第
一
項
の
規
定
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
外
国
法
は
、
当
事
者
が
準
拠
外
国
法
を
選
択
し
た
場
合
、
外
国
法
が
法
律
行
為
の
方
式
及
び
契
約

外
債
務
へ
適
用
さ
れ
る
場
合
、
並
び
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
当
事
国
で
あ
る
国
際
条
約
に
依
る
か
、
欧
州
連
合
法
に
依
る
か
、
又
は
、
法
律
に

依
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
特
別
な
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
抵
触
規
則
を
含
ま
な
い
。

多
数
法
体
系

第
二
五
六
〇
条　

指
定
さ
れ
た
外
国
法
が
、
多
数
の
法
体
系
が
併
存
す
る
国
家
の
そ
れ
で
あ
る
と
き
、
当
該
国
家
の
法
が
準
拠
法
規
定
を
決
定
す

る
。
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
当
該
国
家
の
中
に
お
い
て
、
法
律
関
係
と
最
も
密
接
な
関
連
性
を
呈
示
す
る
法
体
系
が
適
用
さ
れ
る
。

相
互
性

第
二
五
六
一
条　

⑴　

外
国
法
の
適
用
は
、
相
互
性
の
全
て
の
要
件
と
は
無
関
係
と
す
る
。

⑵　

但
し
、
一
定
の
事
項
に
お
い
て
、
相
互
性
の
要
件
を
要
求
す
る
特
別
規
定
は
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
。
相
互
性
要
件
の
事
実
上
の
充
足
は
、

外
務
省
と
の
協
議
を
も
っ
て
、
法
務
省
に
依
っ
て
確
認
さ
れ
る
反
証
が
あ
る
ま
で
推
定
さ
れ
る
。

外
国
法
の
内
容

第
二
五
六
二
条　

⑴　

外
国
法
の
内
容
は
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
発
布
し
た
国
家
の
機
関
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
証
明
書
に
依
る
か
、
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専
門
家
若
し
く
は
他
の
何
ら
か
の
適
正
な
方
法
に
よ
る
意
見
に
依
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

⑵　

外
国
法
を
援
用
す
る
当
事
者
は
、
そ
れ
の
内
容
を
立
証
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

合
理
的
な
期
間
内
に
外
国
法
の
内
容
を
証
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
。

外
国
法
の
解
釈
及
び
適
用

第
二
五
六
三
条　

外
国
法
は
、
そ
れ
が
属
す
る
法
体
系
に
存
在
す
る
解
釈
及
び
適
用
の
規
則
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
、
か
つ
、
適
用
さ
れ
る
。

外
国
法
の
適
用
の
排
除

第
二
五
六
四
条　

⑴　

外
国
法
の
適
用
は
、
そ
れ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
を
侵
害
す
る
か
、
又
は
、
問
題
と
な
る
外
国
法
が
ル
ー
マ

ニ
ア
法
の
回
避
に
よ
っ
て
権
限
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
斥
け
ら
れ
る
。
外
国
法
が
斥
け
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ル
ー
マ

ニ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

外
国
法
の
適
用
は
、
そ
れ
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
若
し
く
は
欧
州
連
合
法
上
の
基
本
原
則
、
又
は
、
人
の
基
本
的
権
利
と
相
容
れ
な
い
結
果
へ

導
く
こ
と
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
を
侵
害
す
る
。

外
国
法
の
例
外
的
排
除

第
二
五
六
五
条　

⑴　

本
巻
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
法
律
の
適
用
は
、
事
件
の
諸
状
況
の
た
め
、
法
律
関
係
が
当
該
法
律
と
非
常
に
遠
ざ
け
ら
れ

た
関
連
性
を
有
す
る
と
き
、
例
外
と
し
て
、
斥
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
律
関
係
が
最
も
密
接
な
関
連
性
を
呈

示
す
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

第
一
項
の
規
定
は
、
人
の
民
事
上
の
身
分
又
は
能
力
に
関
す
る
法
律
の
場
合
、
並
び
に
、
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
し
た
場
合
に
お
い
て
は

適
用
さ
れ
な
い
。

直
接
的
適
用
の
法
規

第
二
五
六
六
条　

⑴　

渉
外
性
の
要
素
を
伴
う
法
律
関
係
の
規
律
に
つ
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
強
行
規
定
は
、
優
先
的
に
適

用
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
、
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
本
巻
の
諸
規
定
は
、
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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⑵　

渉
外
性
の
要
素
を
伴
う
法
律
関
係
の
規
律
に
つ
き
、
他
の
何
れ
か
の
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
強
行
規
定
が
法
律
関
係
が
当
該
国

家
の
法
律
と
の
密
接
な
関
連
性
を
呈
示
し
、
か
つ
、
当
事
者
の
正
当
な
利
益
が
要
求
す
る
と
き
、
同
様
に
、
直
接
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
規
定
の
対
象
及
び
目
的
、
並
び
に
、
そ
の
適
用
又
は
そ
の
不
適
用
か
ら
派
生
す
る
結
果
が
考
慮
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

既
得
権
の
承
認

第
二
五
六
七
条　

外
国
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
権
利
は
、
そ
れ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
上
の
公
序
に
反
す
る
場
合
を
除
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お

い
て
尊
重
さ
れ
る
。

本
国
法

第
二
五
六
八
条　

⑴　

本
国
法
と
は
、
自
然
人
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
か
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
法
人
が
有
す
る
国
籍
が
帰

属
す
る
国
家
の
法
律
と
す
る
。

⑵　

人
が
幾
つ
か
の
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
人
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
そ
れ
ら
の
国
家
の
中
の
国
家
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
特
に
そ
の
常
居

所
に
よ
り
、
そ
の
者
が
最
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

⑶　

如
何
な
る
国
籍
も
有
し
な
い
者
の
場
合
に
お
い
て
、
本
国
法
へ
の
送
致
は
、
そ
の
者
が
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
国
家
の
法
律
に
対
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

⑷　

第
三
項
の
規
定
は
、
特
別
規
定
、
及
び
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
当
事
国
で
あ
る
国
際
条
約
に
従
い
、
避
難
民
の
場
合
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

国
籍
の
決
定
及
び
証
明

第
二
五
六
九
条　

国
籍
の
決
定
及
び
証
明
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

常
居
所
の
決
定
及
び
証
明

第
二
五
七
〇
条　

⑴　

本
巻
の
意
味
に
お
い
て
、
自
然
人
の
常
居
所
は
、
そ
の
者
が
法
定
の
登
録
形
式
を
充
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
で
あ
っ
て

も
、
人
が
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
国
家
に
所
在
す
る
。
自
然
人
の
職
業
活
動
の
実
行
に
お
い
て
有
効
な
そ
の
者
の
常
居
所
は
、
そ
の
者
の
主
た
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る
事
業
所
所
在
地
と
す
る
。

⑵　

主
た
る
居
所
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
問
題
と
な
る
国
家
と
の
持
続
的
な
関
連
性
、
又
は
、
か
よ
う
な
関
連
性
を
設
定
す
る
意
図
を
呈
示
す

る
個
人
的
及
び
職
業
的
な
諸
状
況
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑶　

法
人
の
常
居
所
は
、
そ
の
者
が
そ
の
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
国
家
に
所
在
す
る
。

⑷　

法
人
の
主
た
る
事
業
所
は
、
そ
の
者
が
そ
の
中
心
的
管
理
を
置
い
た
場
所
と
す
る
。

⑸　

常
居
所
の
証
明
は
、
あ
ら
ゆ
る
証
明
手
段
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
人
の
国
籍

第
二
五
七
一
条　

⑴　

法
人
の
国
籍
は
、
そ
の
者
が
そ
の
定
款
に
従
っ
て
そ
の
社
会
的
本
拠
を
置
い
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
国
籍
を
有
す

る
。

⑵　

多
数
の
国
家
に
本
拠
が
あ
る
と
き
は
、
実
際
の
本
拠
が
法
人
の
国
籍
を
特
定
す
る
に
つ
い
て
決
定
的
と
す
る
。

⑶　

実
際
の
本
拠
は
、
権
限
を
有
す
る
機
関
の
決
定
が
他
の
国
家
の
株
主
若
し
く
は
社
員
に
依
っ
て
伝
え
ら
れ
た
指
示
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
と

き
で
あ
っ
て
も
、
定
款
に
よ
る
活
動
の
指
揮
及
び
管
理
の
主
た
る
中
心
が
あ
る
場
所
に
所
在
す
る
。

⑷　

但
し
、
か
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
外
国
法
が
、
法
人
が
設
立
さ
れ
る
に
つ
い
て
服
し
た
国
家
法
へ
反
致
す
る
と
き
、
当
該
後
者
の
国
家
の
法
律

が
適
用
さ
れ
る
。

第
二
編
　
法
律
抵
触

第
一
章
　
人

第
一
節
　
自
然
人
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民
事
上
の
身
分
及
び
能
力
の
準
拠
法

第
二
五
七
二
条　

⑴　

自
然
人
の
民
事
上
の
身
分
及
び
能
力
は
、
特
別
規
定
が
そ
れ
に
つ
い
て
別
段
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
本
国
法
に

依
っ
て
支
配
さ
れ
る
。

⑵　

一
定
の
法
律
関
係
に
関
す
る
特
別
の
無
能
力
は
、
当
該
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
服
す
る
。

人
格
の
開
始
及
び
終
了

第
二
五
七
三
条　

人
格
の
開
始
及
び
終
了
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

死
亡
の
司
法
上
の
宣
告

第
二
五
七
四
条　

死
亡
の
宣
告
、
死
亡
の
確
認
、
及
び
、
死
亡
の
推
定
日
、
並
び
に
、
行
方
不
明
者
が
生
き
て
い
る
と
す
る
推
定
は
、
行
方
不
明

者
の
最
後
の
本
国
法
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
。
当
該
法
律
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
。

成
年
取
得

第
二
五
七
五
条　

人
の
本
国
法
の
変
更
は
、
成
年
の
取
得
当
時
に
お
け
る
準
拠
法
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
そ
れ
を
損
な
わ
な
い
。

氏
名

第
二
五
七
六
条　

⑴　

人
の
氏
名
は
、
そ
の
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑵　

但
し
、
子
の
そ
の
出
生
に
お
け
る
氏
名
の
決
定
は
、
選
択
に
よ
り
、
子
に
依
る
と
同
様
、
両
親
に
依
っ
て
取
得
さ
れ
て
い
る
共
通
の
国
籍
が

帰
属
す
る
国
家
の
法
律
、
又
は
、
子
が
出
生
し
、
か
つ
、
そ
の
者
が
そ
の
出
生
以
後
に
居
住
す
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑶　

氏
名
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
行
為
で
あ
っ
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
か
ら
の
保
護
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
従
っ

て
確
保
さ
れ
る
。

人
間
に
固
有
の
権
利

第
二
五
七
七
条　

人
間
に
固
有
の
権
利
の
存
在
及
び
内
容
は
、
自
然
人
の
本
国
法
に
服
す
る
。

被
保
護
成
年
の
準
拠
法
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第
二
五
七
八
条　

⑴　

完
全
な
行
為
能
力
を
を
有
す
る
者
の
保
護
措
置
は
、
後
見
の
下
に
付
す
と
き
か
、
又
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
保
護
措
置
を
講

ず
る
と
き
に
、
そ
の
者
が
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

⑵　

例
外
と
し
て
、
自
然
人
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
措
置
に
お
い
て
、
権
限
を
有
す
る
官
庁
は
、
法
律
状
態
が
最
も
密
接
な
関
連
性
を
呈

示
す
る
他
の
国
家
の
法
律
を
適
用
す
る
か
、
又
は
、
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
法
律
は
、
完
全
な
行
為
能
力
を
有
す
る
者
が
そ
の
者
の
た
め
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
た
め
、
そ
の
者
に

依
っ
て
授
与
さ
れ
た
代
理
の
権
限
の
存
在
、
範
囲
、
変
更
及
び
消
滅
を
も
支
配
す
る
。
但
し
、
そ
の
者
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
ａ　

そ
の
者
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｂ　

以
前
の
何
れ
か
の
常
居
所
の
法
律

　
ｃ　

財
産
に
関
す
る
保
護
措
置
に
つ
い
て
は
、
財
産
が
所
在
す
る
国
家
の
法
律

⑷　

被
保
護
者
又
は
そ
の
者
の
財
産
に
関
す
る
措
置
は
、
保
護
の
実
行
の
責
任
を
有
す
る
者
に
依
る
そ
れ
を
指
揮
し
、
か
つ
、
監
督
す
る
官
庁
が

帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
服
す
る
。

第
三
者
の
保
護

第
二
五
七
九
条　

⑴　

本
国
法
に
従
え
ば
、
無
能
力
で
あ
る
か
、
又
は
、
制
限
的
行
為
能
力
を
有
す
る
者
は
、
法
律
行
為
の
締
結
時
に
、
善
意

で
、
か
つ
、
法
律
行
為
が
行
な
わ
れ
た
地
の
法
律
に
従
い
、
そ
の
者
を
完
全
に
能
力
を
有
す
る
と
考
え
た
者
に
対
し
、
当
該
無
効
原
因
を
も
っ

て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
当
該
規
定
は
、
家
族
、
相
続
、
及
び
、
法
律
行
為
の
締
結
国
以
外
の
国
家
に
所
在
す
る
不
動
産
に

関
す
る
物
権
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。

⑵　

更
に
、
自
然
人
の
保
護
の
準
拠
法
に
従
っ
て
確
認
さ
れ
た
代
理
人
の
資
格
の
不
存
在
は
、
法
律
行
為
が
、
当
事
者
の
立
会
い
の
下
に
、
か

つ
、
同
一
国
家
の
領
域
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
と
き
、
法
律
行
為
が
行
な
わ
れ
た
地
の
法
律
に
従
い
、
善
意
で
、
当
該
資
格
が
取
得
さ
れ
た
と

考
え
た
第
三
者
に
対
し
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ルーマニア国際私法の改正について〔笠原　俊宏〕

334



第
二
節
　
法
人

組
織
の
定
款
の
準
拠
法

第
二
五
八
〇
条　

⑴　

法
人
の
組
織
の
定
款
は
、
そ
の
本
国
法
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑵　

法
人
に
依
っ
て
他
の
国
に
設
置
さ
れ
た
支
店
の
組
織
の
定
款
は
、
当
該
法
人
の
本
国
法
に
服
す
る
。

⑶　

子
会
社
の
組
織
の
定
款
は
、
そ
れ
を
創
設
し
た
法
人
の
準
拠
法
と
は
別
に
、
子
会
社
が
そ
の
固
有
の
本
拠
を
設
置
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国

家
の
法
律
へ
服
す
る
。

本
国
法
の
適
用
範
囲

第
二
五
八
一
条　

法
人
の
組
織
の
定
款
の
準
拠
法
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
律
す
る
。

　
ａ　

法
人
の
能
力

　

ｂ　

社
員
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
方
法

　
ｃ　

社
員
の
資
格
か
ら
派
生
す
る
権
利
及
び
義
務

　

ｄ　

法
人
の
管
理
機
関
の
選
出
方
法
、
権
限
及
び
機
能

　
ｅ　

固
有
の
組
織
を
介
し
た
法
人
の
代
表

　

ｆ　

法
人
及
び
そ
の
組
織
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任

　
ｇ　

定
款
の
変
更

　

ｈ　

法
人
の
解
散
及
び
清
算

外
国
法
人
の
承
認

第
二
五
八
二
条　

⑴　

外
国
の
営
利
法
人
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
に
お
い
て
有
効
に
設
立
さ
れ
た
そ
れ
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
正

当
に
承
認
さ
れ
る
。
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⑵　

非
営
利
法
人
は
、
そ
れ
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
に
お
い
て
、
そ
れ
が
有
効
に
設
立
さ
れ
て
い
る
と
き
、
及
び
、
定
款
上
の
追
求
さ

れ
た
目
的
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
社
会
的
及
び
経
済
的
秩
序
に
違
反
し
な
い
と
き
、
相
互
性
の
条
件
の
下
に
、
政
府
の
事
前
の
承
認
に
基
づ
き
、
裁

判
官
の
決
定
に
よ
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

承
認
の
決
定
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
官
報
及
び
何
れ
か
の
国
内
紙
に
公
表
さ
れ
、
か
つ
、
最
後
の
公
表
日
後
六
〇
日
以
内
に
控
訴
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑷　

控
訴
は
、
第
二
項
に
述
べ
ら
れ
た
諸
条
件
の
一
つ
の
不
充
足
と
し
て
、
全
て
の
利
害
関
係
人
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
国
法
人
の
承
認
の
効
力

第
二
五
八
三
条　

⑴　

承
認
さ
れ
た
外
国
法
人
は
、
承
認
国
家
が
そ
の
法
規
定
に
依
っ
て
拒
否
す
る
権
利
を
除
き
、
そ
の
組
織
の
定
款
に
関
す
る

法
律
か
ら
派
生
す
る
全
て
の
権
利
を
享
有
す
る
。

⑵　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
外
国
法
人
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
又
は
他
の
性
質
の
活
動
の
実
行
に
関
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
法

に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
、
国
家
の
領
域
に
亘
っ
て
そ
の
活
動
を
展
開
す
る
。

法
人
の
合
併
の
準
拠
法

第
二
五
八
四
条　

異
な
る
国
籍
の
法
人
の
合
併
は
、
そ
れ
ら
の
組
織
の
定
款
に
適
用
さ
れ
る
本
国
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
要
件
が
累
積
的
に
充

足
さ
れ
る
と
き
、
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
　
家
族

第
一
節
　
婚
姻

第
一
款
　
婚
姻
の
締
結

婚
約
の
準
拠
法
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第
二
五
八
五
条　

⑴　

婚
約
を
締
結
す
る
た
め
の
実
質
的
要
件
は
、
夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
婚
約
締
結
日
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
国
法
に

依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑵　

婚
約
の
効
力
、
及
び
、
そ
の
違
反
の
結
果
は
、
次
に
掲
げ
る
順
序
の
下
に
、
次
に
掲
げ
る
法
律
の
中
の
何
れ
か
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
。

　
ａ　

夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
婚
約
日
に
お
け
る
共
通
常
居
所
地
法

　

ｂ　

夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
同
一
国
家
に
常
居
所
を
有
し
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
共
通
本
国
法

　
ｃ　

共
通
本
国
法
が
な
い
と
き
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法

婚
姻
の
実
質
的
要
件
の
準
拠
法

第
二
五
八
六
条　

⑴　

婚
姻
締
結
の
た
め
の
実
質
的
要
件
は
、
夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
婚
姻
締
結
の
当
時
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
国
法
に

依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑵　

か
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
外
国
法
の
中
の
何
れ
か
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
従
え
ば
、
婚
姻
締
結
の
自
由
と
相
容
れ
な
い
婚
姻
障
碍
を
定
め
て
い

る
と
き
は
、
夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
一
方
が
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
で
あ
り
、
か
つ
、
婚
姻
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
る
と

き
、
適
用
で
き
な
い
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

婚
姻
の
形
式
的
要
件
の
準
拠
法

第
二
五
八
七
条　

⑴　

婚
姻
挙
行
の
方
式
は
、
そ
れ
が
挙
行
さ
れ
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
へ
服
す
る
。

⑵　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
外
交
官
又
は
領
事
官
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
国
家
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
許
に
挙
行
さ
れ
る
婚
姻
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に

依
っ
て
定
め
ら
れ
た
方
式
へ
服
す
る
。

婚
姻
無
効
の
準
拠
法

第
二
五
八
八
条　

⑴　

婚
姻
挙
行
に
つ
い
て
の
法
定
要
件
を
規
律
す
る
法
律
は
、
婚
姻
の
無
効
及
び
そ
の
無
効
の
効
力
へ
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

外
国
に
お
い
て
形
式
的
要
件
に
違
反
し
て
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
の
無
効
は
、
無
効
の
容
認
が
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
依
っ
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
と

き
に
し
か
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
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第
二
款
　
婚
姻
の
効
力

婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法

第
二
五
八
九
条　

⑴　

婚
姻
の
一
般
的
効
力
は
、
夫
婦
の
共
通
常
居
所
地
法
、
又
は
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
夫
婦
の
共
通
国
籍
国
法
へ
服
す

る
。
夫
婦
の
共
通
国
籍
が
な
い
と
き
は
、
婚
姻
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

第
一
項
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
法
律
は
、
当
該
法
律
が
規
律
す
る
婚
姻
の
身
分
的
効
力
へ
も
、
財
産
的
効
力
へ
も
、
又
、
夫
婦
に
依
っ
て
選

択
さ
れ
た
夫
婦
財
産
制
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
そ
れ
ら
の
者
に
違
反
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
も
の
へ
適
用
さ
れ
る
。

⑶　

第
二
項
の
規
定
の
例
外
と
し
て
、
家
族
の
住
居
に
関
す
る
夫
婦
の
権
利
、
及
び
、
そ
の
住
居
に
関
す
る
一
定
の
法
律
行
為
の
制
度
は
、
住
居

の
所
在
地
の
法
律
へ
服
す
る
。

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法

第
二
五
九
〇
条　

⑴　

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
は
、
夫
婦
が
選
択
し
た
そ
れ
と
す
る
。

⑵　

夫
婦
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ａ　

そ
れ
ら
の
者
の
中
の
一
方
が
、
選
択
時
に
、
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｂ　

夫
婦
の
一
方
が
選
択
時
に
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　
ｃ　

夫
婦
が
、
婚
姻
挙
行
後
に
、
最
初
の
共
通
常
居
所
を
設
け
る
国
家
の
法
律

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
の
選
択
に
関
す
る
合
意

第
二
五
九
一
条　

⑴　

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
の
選
択
の
合
意
は
、
婚
姻
挙
行
前
に
お
い
て
も
、
婚
姻
挙
行
時
に
お
い
て
も
、
婚
姻
中
に
お
い
て

も
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

準
拠
法
の
選
択
の
合
意
の
形
式
的
要
件
は
、
夫
婦
財
産
制
を
支
配
す
る
た
め
に
選
択
さ
れ
た
法
律
に
依
っ
て
も
、
選
択
の
合
意
が
締
結
さ
れ

た
地
の
法
律
に
依
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
。
全
て
の
場
合
に
お
い
て
、
準
拠
法
の
選
択
は
、
明
示
的
で
あ
り
、
又
、
夫
婦
に
依
っ
て
日
付
を
記
さ

れ
、
か
つ
、
署
名
さ
れ
た
書
面
の
対
象
と
な
る
か
、
又
は
、
結
果
と
し
て
、
婚
姻
契
約
上
の
諸
規
定
か
ら
疑
い
な
く
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
ル
ー
マ
ニ
ア
法
が
適
用
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
れ
に
依
る
婚
姻
契
約
の
有
効
性
の
た
め
の
形
式
的
要
件
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

第
二
項
に
述
べ
ら
れ
た
要
件
の
顧
慮
の
留
保
の
下
に
、
夫
婦
は
、
い
つ
で
も
、
そ
の
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
の
他
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
新
し
い
準
拠
法
は
、
夫
婦
が
そ
れ
に
つ
い
て
別
段
に
定
め
て
い
な
い
と
き
は
、
将
来
に
つ
い
て
し
か
効
力
を
有
せ
ず
、
か
つ
、

如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
の
客
観
的
決
定

第
二
五
九
二
条　

夫
婦
が
そ
の
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
を
選
択
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
の
範
囲

第
二
五
九
三
条　

⑴　

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
律
す
る
。

　
ａ　

能
力
を
除
き
、
準
拠
法
選
択
の
合
意
の
有
効
性
の
条
件

　

ｂ　

能
力
を
除
き
、
婚
姻
契
約
の
有
効
性
の
許
容
性
及
び
条
件

　
ｃ　

夫
婦
財
産
制
の
選
択
の
範
囲

　

ｄ　

夫
婦
財
産
制
を
変
更
す
る
可
能
性
及
び
そ
の
変
更
の
効
力

　
ｅ　

そ
れ
ぞ
れ
の
配
偶
者
の
財
産
の
内
容
、
財
産
に
対
す
る
夫
婦
の
権
利
、
及
び
、
夫
婦
の
負
債
の
制
度

　

ｆ　

夫
婦
財
産
制
の
解
消
及
び
清
算
、
並
び
に
、
共
通
財
産
の
分
割
に
関
す
る
規
則

⑵　

但
し
、
取
り
分
の
形
成
、
及
び
、
そ
の
割
当
は
、
財
産
が
分
割
時
に
所
在
す
る
国
家
の
法
律
へ
服
す
る
。

婚
姻
契
約
の
方
式
の
準
拠
法

第
二
五
九
四
条　

婚
姻
契
約
の
締
結
の
た
め
の
形
式
的
要
件
は
、
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
に
依
る
か
、
又
は
、
契
約
が
締
結
さ
れ
る
地
の
法
律
に

依
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
れ
と
す
る
。

第
三
者
の
保
護

第
二
五
九
五
条　

⑴　

夫
婦
財
産
制
の
第
三
者
に
対
す
る
公
示
の
措
置
及
び
対
抗
力
は
、
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。
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⑵　

但
し
、
夫
婦
の
一
方
と
第
三
者
と
の
間
の
法
律
関
係
の
開
始
時
に
、
そ
れ
ら
の
者
が
同
一
国
家
の
領
域
に
そ
れ
ら
の
者
の
常
居
所
を
有
し
た

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
国
家
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

　
ａ　

夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
公
示
又
は
登
録
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合

　

ｂ　

第
三
者
が
、
法
律
関
係
の
開
始
時
に
、
夫
婦
財
産
制
を
知
っ
て
い
た
か
、
又
は
、
そ
の
側
の
軽
率
の
た
め
に
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合

　
ｃ　

不
動
産
が
所
在
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
不
動
産
に
関
す
る
公
示
規
則
が
遵
守
さ
れ
た
場
合

常
居
所
又
は
国
籍
の
変
更

第
二
五
九
六
条　

⑴　

夫
婦
の
共
通
常
居
所
地
法
又
は
共
通
国
籍
国
法
は
、
夫
婦
の
一
方
が
、
場
合
に
よ
り
、
常
居
所
又
は
国
籍
を
変
更
す
る
場

合
に
お
い
て
、
継
続
し
て
婚
姻
の
効
力
を
規
律
す
る
。

⑵　

夫
婦
双
方
が
、
場
合
に
よ
り
、
共
通
常
居
所
又
は
国
籍
を
変
更
す
る
と
き
、
新
し
い
居
所
又
は
新
し
い
国
籍
の
共
通
法
は
、
夫
婦
が
そ
れ
に

つ
い
て
別
段
に
合
意
し
て
い
な
い
と
き
、
将
来
に
つ
い
て
の
み
、
夫
婦
財
産
制
へ
適
用
さ
れ
、
か
つ
、
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
第
三
者

の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑶　

但
し
、
夫
婦
が
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
を
選
択
し
た
と
き
、
そ
れ
は
、
夫
婦
が
常
居
所
又
は
国
籍
を
変
更
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
同
一
の

ま
ま
と
す
る
。

第
三
款
　
婚
姻
の
解
消

離
婚
の
準
拠
法
の
選
択

第
二
五
九
七
条　

夫
婦
は
、
共
通
の
合
意
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
法
律
の
中
か
ら
、
離
婚
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ａ　

夫
婦
が
準
拠
法
選
択
の
契
約
時
に
共
通
常
居
所
を
有
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｂ　

夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
、
準
拠
法
選
択
の
契
約
締
結
時
に
、
常
に
そ
の
最
後
の
共
通
常
居
所
に
居
住
す
る
と
き
は
、
夫
婦
が
そ
れ
を

有
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
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ｃ　

夫
婦
の
一
方
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｄ　

夫
婦
が
少
な
く
と
も
三
年
居
住
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　
ｅ　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
法
律

準
拠
法
選
択
の
合
意
日

第
二
五
九
八
条　

⑴　

離
婚
準
拠
法
の
選
択
の
合
意
は
、
遅
く
と
も
、
離
婚
を
言
い
渡
す
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
官
庁
の
事
件
係
属
日
ま
で

は
、
締
結
又
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

但
し
、
提
訴
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
遅
く
と
も
、
適
法
に
裁
判
官
の
許
へ
召
喚
さ
れ
た
当
事
者
の
最
初
の
出
頭
時
ま
で
は
、
夫
婦
の
合
意
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

準
拠
法
選
択
の
合
意
の
方
式

第
二
五
九
九
条　

離
婚
準
拠
法
の
選
択
の
合
意
は
、
夫
婦
に
依
っ
て
日
付
を
付
さ
れ
、
か
つ
、
署
名
さ
れ
た
書
面
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

離
婚
の
準
拠
法

第
二
六
〇
〇
条　

⑴　

夫
婦
に
依
る
準
拠
法
の
選
択
が
な
い
と
き
は
、
離
婚
の
準
拠
法
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
と
す
る
。

　
ａ　

夫
婦
が
、
離
婚
請
求
の
開
始
当
時
、
共
通
常
居
所
を
有
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｂ　

共
通
常
居
所
が
な
い
と
き
は
、
夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
、
離
婚
請
求
の
開
始
当
時
、
そ
れ
ら
の
者
が
最
後
の
共
通
常
居
所
を
有
し
た

領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
領
域
に
、
な
お
も
、
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
と
き
、
当
該
国
家
の
法
律

　
ｃ　

夫
婦
の
最
後
の
共
通
常
居
所
の
国
家
の
領
域
に
お
け
る
夫
婦
の
一
方
の
常
居
所
が
な
い
と
き
は
、
離
婚
請
求
の
開
始
当
時
、
夫
婦
が
有
す

る
共
通
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｄ　

共
通
国
籍
が
な
い
と
き
は
、
夫
婦
の
中
の
少
な
く
と
も
一
方
が
、
離
婚
請
求
の
開
始
当
時
、
な
お
も
、
当
該
国
家
の
国
籍
を
保
持
す
る
と

き
、
そ
れ
ら
の
者
の
最
後
の
共
通
国
籍
の
法
律
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ｅ　

そ
の
他
の
全
て
の
場
合
に
お
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
法
律

⑵　

か
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
外
国
法
が
離
婚
を
許
容
し
な
い
か
、
又
は
、
非
常
に
厳
格
な
条
件
の
下
に
そ
れ
を
許
容
す
る
と
き
は
、
夫
婦
の
一
方

が
、
離
婚
請
求
の
開
始
当
時
、
ル
ー
マ
ニ
ア
市
民
で
あ
る
か
、
又
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
そ
の
常
居
所
を
有
す
る
と
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
法
律
が

適
用
さ
れ
る
。

⑶　

第
二
項
の
規
定
は
、
離
婚
が
夫
婦
に
依
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
き
も
適
用
さ
れ
る
。

一
方
的
通
告
に
依
る
離
婚
の
承
認

第
二
六
〇
一
条　

外
国
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
、
準
拠
外
国
法
が
妻
に
対
し
て
平
等
な
権
利
を
認
め
る
こ
と
な
く
、
婚
姻
を
解
消

す
る
夫
の
一
方
的
意
思
を
確
認
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
諸
条
件
が
累
積
的
に
満
た
さ
れ
な
い
限
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　
ａ　

行
為
が
、
準
拠
外
国
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
実
質
的
要
件
及
び
形
式
的
要
件
の
遵
守
の
下
に
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

ｂ　

妻
が
、
自
由
に
、
か
つ
、
不
明
確
で
な
く
、
婚
姻
解
消
の
そ
の
方
式
を
受
け
入
れ
た
こ
と

　
ｃ　

他
の
如
何
な
る
理
由
の
拒
否
も
、
そ
の
方
式
の
下
に
お
け
る
婚
姻
解
消
を
是
認
す
る
決
定
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
お
け
る
承
認
に
対
し

て
異
議
を
申
し
立
て
な
い
こ
と

別
居
の
準
拠
法

第
二
六
〇
二
条　

離
婚
を
規
律
す
る
法
律
は
、
同
様
に
、
別
居
へ
適
用
さ
れ
る
。

第
二
節
　
親
子
関
係

第
一
款
　
婚
姻
か
ら
出
生
し
た
子
の
親
子
関
係

準
拠
法
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第
二
六
〇
三
条　

⑴　

婚
姻
か
ら
出
生
し
た
子
の
親
子
関
係
は
、
そ
の
出
生
時
に
婚
姻
の
効
力
を
規
律
す
る
法
律
に
従
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

⑵　

父
母
の
婚
姻
が
子
の
出
生
前
に
解
消
さ
れ
た
か
、
又
は
、
中
断
し
た
と
き
、
準
拠
法
は
、
婚
姻
の
解
消
又
は
中
断
の
当
時
、
婚
姻
の
効
力
を

規
律
し
た
法
律
と
す
る
。

⑶　

か
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
法
律
は
、
婚
姻
か
ら
出
生
し
た
子
の
父
子
関
係
の
確
認
、
及
び
、
子
へ
の
氏
の
付
与
を
も
規
律
す
る
。

子
の
準
正

第
二
六
〇
四
条　

父
母
が
、
後
婚
に
よ
り
、
婚
姻
外
か
ら
出
生
し
た
子
の
準
正
を
行
な
う
権
利
を
有
す
る
と
き
、
満
た
す
べ
き
諸
条
件
は
、
婚
姻

の
一
般
的
効
力
へ
適
用
さ
れ
る
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
二
款
　
婚
姻
外
か
ら
出
生
し
た
子
の
親
子
関
係

準
拠
法

第
二
六
〇
五
条　

⑴　

婚
姻
外
か
ら
出
生
し
た
子
の
親
子
関
係
は
、
そ
の
出
生
の
当
時
に
お
け
る
子
の
本
国
法
に
従
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
子
が

ル
ー
マ
ニ
ア
国
籍
以
外
の
幾
つ
か
の
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
と
っ
て
最
も
有
利
で
あ
る
国
籍
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
法
律
は
、
特
に
、
親
子
関
係
の
認
知
及
び
そ
の
効
力
、
並
び
に
、
親
子
関
係
の
認
知
の
異
議
申
立
て
を
規
律
す
る
。

父
の
責
任

第
二
六
〇
六
条　

婚
姻
外
か
ら
出
生
し
た
子
の
父
に
対
し
、
出
産
期
間
の
費
用
、
及
び
、
子
の
出
生
に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
の
負
担
を
要
求
す
る

母
の
権
利
は
、
母
の
本
国
法
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
三
款
　
養
子
縁
組

実
質
的
要
件
の
準
拠
法

第
二
六
〇
七
条　

⑴　

養
子
縁
組
の
締
結
の
た
め
の
実
質
的
要
件
は
、
養
親
及
び
養
子
に
さ
れ
る
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
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の
者
は
、
双
方
に
つ
い
て
義
務
的
で
あ
り
、
か
つ
、
上
記
の
両
本
国
法
の
そ
れ
ぞ
れ
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
を
同
じ
く
満
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

共
同
し
て
養
子
縁
組
を
す
る
夫
婦
の
実
質
的
要
件
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
を
規
律
す
る
法
律
へ
服
す
る
。
同
一
の
法
律
は
、
夫
婦
の
一
方

が
他
方
の
子
を
養
子
に
す
る
と
き
に
適
用
さ
れ
る
。

養
子
縁
組
の
効
力
の
準
拠
法

第
二
六
〇
八
条　

養
子
縁
組
の
効
力
、
及
び
、
養
親
と
養
子
と
の
間
の
関
係
は
、
養
親
の
本
国
法
に
依
り
、
又
、
夫
婦
に
依
る
養
子
縁
組
の
場
合

に
お
い
て
は
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
を
支
配
す
る
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
同
一
の
法
律
は
、
養
子
縁
組
の
解
消
を
規
律
す
る
。

養
子
縁
組
の
方
式
の
準
拠
法

第
二
六
〇
九
条　

養
子
縁
組
の
方
式
は
、
そ
れ
が
締
結
さ
れ
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
へ
服
す
る
。

養
子
縁
組
の
無
効
の
準
拠
法

第
二
六
一
〇
条　

養
子
縁
組
の
無
効
は
、
実
質
的
要
件
に
関
し
て
は
、
実
質
的
要
件
を
規
律
す
る
法
律
へ
、
又
、
形
式
的
要
件
の
不
遵
守
に
関
し

て
は
、
養
子
縁
組
の
方
式
を
規
律
す
る
法
律
へ
服
す
る
。

第
三
節
　
親
権
、
子
の
保
護

準
拠
法

第
二
六
一
一
条　

準
拠
法
は
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
九
日
、
ハ
ー
グ
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
第
三
六
一
号
法
律
に
依
っ
て
批
准
さ

れ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
官
報
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
第
八
九
五
号
第
一
部
に
公
布
さ
れ
た
親
責
任
及
び
子
の
保
護
措
置
に
関
す
る
管
轄
権
、
準

拠
法
、
承
認
、
執
行
及
び
協
力
に
関
す
る
条
約
の
諸
規
定
に
従
っ
て
指
定
さ
れ
る
。

第
四
節
　
扶
養
義
務
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準
拠
法

第
二
六
一
二
条　

扶
養
義
務
の
準
拠
法
は
、
欧
州
連
合
法
の
諸
規
定
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

第
三
章
　
物

第
一
節
　
総
則

物
の
準
拠
法

第
二
六
一
三
条　

⑴　

物
に
関
す
る
占
有
、
所
有
権
及
び
他
の
物
権
は
、
そ
れ
に
対
す
る
物
的
担
保
を
含
め
、
特
別
法
が
そ
れ
に
つ
い
て
別
段
に

規
定
し
て
い
な
い
限
り
、
物
が
所
在
す
る
か
、
又
は
、
位
置
付
け
ら
れ
る
地
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑵　

何
れ
か
の
国
家
の
大
陸
棚
に
位
置
し
た
海
底
資
源
開
発
の
耐
久
的
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
及
び
他
の
施
設
は
、
本
章
の
意
味
に
お
い
て
不
動
産

と
見
做
さ
れ
る
。

目
的
財
産
の
準
拠
法

第
二
六
一
四
条　

特
別
な
、
専
門
的
な
、
又
は
、
他
の
性
質
の
用
途
に
付
さ
れ
た
財
団
の
準
拠
法
は
、
当
該
財
団
が
最
も
密
接
な
関
連
性
を
有
す

る
国
家
の
法
律
と
す
る
。

動
産
の
取
戻
し
の
準
拠
法

第
二
六
一
五
条　

⑴　

盗
ま
れ
た
か
、
又
は
、
不
法
に
輸
出
さ
れ
た
物
の
取
戻
し
は
、
本
来
の
所
有
者
の
選
択
に
よ
り
、
物
が
盗
難
又
は
輸
出
の

当
時
に
所
在
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
か
、
又
は
、
物
が
取
戻
し
の
当
時
に
所
在
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
へ
服
す
る
。

⑵　

但
し
、
物
が
盗
難
又
は
輸
出
の
当
時
に
所
在
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
が
、
善
意
の
第
三
占
有
者
の
保
護
に
関
す
る
規
定
を
含
ま

な
い
と
き
、
第
三
者
は
、
物
が
取
戻
し
の
当
時
に
所
在
す
る
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
が
そ
の
者
へ
授
与
す
る
保
護
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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⑶　

第
一
項
及
び
第
二
項
の
諸
規
定
は
、
盗
ま
れ
た
か
、
又
は
、
不
法
に
輸
出
さ
れ
た
物
で
あ
っ
て
、
何
れ
か
の
国
家
の
国
有
文
化
財
に
帰
属
す

る
も
の
へ
、
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

取
得
時
効
の
準
拠
法

第
二
六
一
六
条　

⑴　

取
得
時
効
は
、
物
が
そ
の
目
的
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
占
有
期
間
の
開
始
時
に
所
在
す
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ

れ
る
。

⑵　

物
が
、
時
効
期
間
が
期
日
に
達
す
る
他
の
国
家
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、
占
有
者
は
、
物
の
移
動
時
か
ら
、
最
後
の
国
家
の
法
律
に
依
っ

て
要
求
さ
れ
た
全
て
の
諸
条
件
が
集
積
さ
れ
る
と
き
、
当
該
国
家
の
法
律
の
適
用
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節
　
有
体
物

準
拠
法

第
二
六
一
七
条　

移
動
さ
れ
た
物
に
対
す
る
物
権
の
創
設
、
譲
渡
又
は
消
滅
は
、
問
題
と
な
る
権
利
を
創
設
、
変
更
又
は
消
滅
さ
せ
た
法
的
事
実

が
生
じ
た
当
時
、
当
該
物
が
所
在
し
た
地
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

運
送
中
の
物
の
準
拠
法

第
二
六
一
八
条　

運
送
中
の
物
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
で
な
い
限
り
、
仕
向
地
の
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
ａ　

関
係
当
事
者
が
、
共
通
の
合
意
に
よ
り
、
か
よ
う
に
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
他
の
法
律
を
選
択
し
た
場
合

　

ｂ　

物
が
、
差
押
え
又
は
競
売
の
措
置
の
採
用
の
た
め
に
倉
庫
に
入
れ
ら
れ
る
か
、
又
は
、
供
託
さ
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
者
供
託
又
は
寄
託
の
期
間
中
の
準
拠
法
が
、
物
が
一
時
的
に
所
在
す
る
地
の
法
律
と
さ
れ
る
場
合

　
ｃ　

物
が
乗
客
の
個
人
財
産
に
属
し
、
従
っ
て
、
物
が
そ
の
者
の
本
国
法
へ
服
す
場
合

所
有
権
留
保

第
二
六
一
九
条　

輸
出
を
予
定
さ
れ
た
物
に
関
す
る
所
有
権
の
留
保
か
ら
派
生
す
る
条
件
及
び
効
力
は
、
当
事
者
の
反
対
の
契
約
が
な
い
限
り
、
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輸
出
国
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
三
節
　
輸
送
手
段

準
拠
法

第
二
六
二
〇
条　

⑴　

輸
送
手
段
に
対
す
る
物
権
の
設
定
、
譲
渡
及
び
消
滅
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
ａ　

船
舶
の
旗
国
の
法
律
、
又
は
、
航
空
機
が
登
録
さ
れ
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律

　

ｂ　

輸
送
会
社
の
財
産
に
属
す
る
陸
上
及
び
鉄
道
の
輸
送
手
段
に
つ
き
、
そ
の
定
款
の
準
拠
法

⑵　

第
一
項
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
物
な
い
し
債
権
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
規
律
す
る
。

　
ａ　

輸
送
手
段
上
に
常
に
所
在
す
る
物
で
あ
っ
て
、
技
術
的
装
備
に
相
当
す
る
も
の

　

ｂ　

輸
送
手
段
の
技
術
的
援
助
、
保
守
、
修
理
又
は
改
修
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
出
費
か
ら
生
じ
る
債
権

適
用
範
囲

第
二
六
二
一
条　

船
舶
の
旗
国
の
法
律
、
又
は
、
航
空
機
の
登
録
国
の
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
決
定
す
る
。

　
ａ　

船
舶
の
船
長
又
は
航
空
機
の
機
長
の
権
限
、
資
格
及
び
義
務

　

ｂ　

当
事
者
に
依
る
他
の
何
れ
か
の
法
律
の
選
択
が
な
い
と
き
は
、
航
行
す
る
者
の
労
働
契
約

　
ｃ　

船
長
な
い
し
機
長
及
び
乗
組
員
な
い
し
乗
務
員
の
事
実
行
為
及
び
法
律
行
為
に
つ
い
て
の
船
舶
船
主
又
は
航
空
運
送
会
社
の
責
任

　

ｄ　

船
舶
又
は
航
空
機
に
関
す
る
物
権
及
び
担
保
物
権
、
並
び
に
、
そ
れ
ら
の
諸
権
利
を
設
定
、
譲
渡
又
は
消
滅
さ
せ
る
行
為
に
関
す
る
公
示

の
形
式

第
四
節
　
有
価
証
券

有
価
証
券
の
準
拠
法
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第
二
六
二
二
条　

⑴　

記
名
式
又
は
持
参
人
払
の
株
券
又
は
債
券
の
発
行
は
、
発
行
法
人
の
組
織
の
定
款
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。

⑵　

第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
も
の
の
中
の
有
価
証
券
の
譲
渡
の
条
件
及
び
効
力
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
へ
服
す
る
。

　
ａ　

記
名
式
証
券
に
つ
い
て
は
、
発
行
法
人
の
組
織
の
定
款
の
準
拠
法

　

ｂ　

指
図
式
証
券
の
支
払
地
の
法
律

　
ｃ　

承
継
占
有
者
の
間
の
関
係
、
及
び
、
そ
れ
ら
の
者
と
第
三
者
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
持
参
人
払
証
券
が
譲
渡
の
当
時
に
所
在
す
る

地
の
法
律

商
品
表
象
証
券
の
準
拠
法

第
二
六
二
三
条　

⑴　

有
価
証
券
の
記
載
事
項
に
明
確
に
さ
れ
た
法
律
が
、
そ
れ
が
、
商
品
表
象
証
券
が
明
示
す
る
そ
れ
で
あ
る
た
め
の
諸
要
件

を
満
た
す
か
を
確
定
す
る
。
か
よ
う
な
明
確
さ
が
な
い
と
き
は
、
証
券
の
性
質
は
、
発
行
会
社
が
有
す
る
そ
の
本
拠
が
所
在
す
る
国
家
の
法
律

に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑵　

証
券
が
商
品
を
表
象
す
る
と
き
、
第
一
項
に
従
い
、
そ
れ
を
動
産
と
し
て
、
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
法
律
は
、
証
券
が
明
示
す
る
商
品
に
関
す

る
物
権
を
規
律
す
る
。

第
五
節
　
無
体
財
産

知
的
創
作
物
の
準
拠
法

第
二
六
二
四
条　

⑴　

知
的
創
作
物
に
関
す
る
創
作
者
の
権
利
の
取
得
、
内
容
及
び
消
滅
は
、
知
的
創
作
物
が
、
発
行
、
上
演
、
展
示
、
放
送
、

又
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
形
式
に
よ
り
、
初
め
て
公
表
さ
れ
た
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑵　

公
表
の
対
象
と
な
ら
な
い
知
的
創
作
物
は
、
創
作
者
の
本
国
法
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

工
業
所
有
権
の
準
拠
法

第
二
六
二
五
条　

工
業
所
有
権
の
取
得
、
内
容
及
び
消
滅
は
、
登
録
若
し
く
は
登
記
が
行
な
わ
れ
た
領
域
か
、
又
は
、
登
録
若
し
く
は
登
記
の
申
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請
が
行
な
わ
れ
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

第
六
節
　
公
示
の
方
法

準
拠
法

第
二
六
二
六
条　

⑴　

物
に
関
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
公
示
の
方
法
は
、
そ
れ
に
つ
き
、
特
別
規
則
に
依
っ
て
別
段
に
規
定

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
実
行
の
当
時
及
び
そ
の
地
に
お
け
る
準
拠
法
へ
服
す
る
。

⑵　

不
動
産
に
関
す
る
権
利
を
設
定
す
る
効
力
を
有
す
る
公
示
方
法
の
よ
う
な
そ
れ
は
、
物
権
又
は
物
的
保
証
の
創
設
、
移
転
、
制
限
又
は
消
滅

の
法
的
基
礎
が
他
の
何
れ
か
の
法
律
の
適
用
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
不
動
産
が
所
在
す
る
国
家
の
法
律
へ
服
す
る
。

第
七
節
　
動
産
抵
当
権

物
の
所
在
地
法
の
適
用

第
二
六
二
七
条　

動
産
抵
当
権
の
有
効
要
件
、
公
示
及
び
効
力
は
、
物
が
動
産
抵
当
権
契
約
の
締
結
の
当
時
に
所
在
す
る
地
の
法
律
へ
服
す
る
。

債
務
者
の
所
在
地
法
の
適
用

第
二
六
二
八
条　

⑴　

第
二
六
二
七
条
の
規
定
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
債
務
者
が
所
在
す
る
地
の
法
律
が
適

用
さ
れ
る
。

　
ａ　

特
別
規
則
に
依
っ
て
別
段
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
用
途
に
従
い
、
幾
つ
か
の
国
家
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
有
体
動
産
の
場
合

　

ｂ　

無
体
動
産
の
場
合

　
ｃ　

債
権
者
の
占
有
の
下
に
な
い
流
通
有
価
証
券
の
場
合
。
但
し
、
株
券
、
会
社
の
持
株
、
及
び
、
債
券
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
証

券
が
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
交
換
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
場
が
機
能
す
る
国
家
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
の
で
な
い
限

り
、
発
行
人
の
組
織
の
定
款
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
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⑵　

債
務
者
は
、
そ
の
者
が
動
産
抵
当
権
契
約
の
締
結
時
に
、
そ
の
常
居
所
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
そ
の
社
会
的
本
拠
を
有
す
る
国
家
に
所
在

す
る
と
見
做
さ
れ
る
。

天
然
資
源
問
題
の
準
拠
法

第
二
六
二
九
条　

鉱
物
資
源
、
石
油
若
し
く
は
ガ
ス
に
対
す
る
か
、
又
は
、
源
泉
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
販
売
か
ら
生
ず
る
債
権
に
対
す
る
抵
当
権

で
あ
っ
て
、
物
の
採
掘
日
か
ら
か
、
又
は
、
販
売
に
よ
る
取
得
金
が
口
座
へ
払
い
込
ま
れ
る
日
か
ら
生
ず
る
も
の
の
有
効
性
、
公
示
及
び
効
力

の
諸
条
件
は
、
開
発
地
が
所
在
す
る
地
の
法
律
へ
服
す
る
。

動
産
抵
当
権
の
公
示
の
準
拠
法
に
関
す
る
特
別
状
況

第
二
六
三
〇
条　

⑴　

物
が
所
在
す
る
地
の
法
律
に
従
っ
て
登
記
さ
れ
た
抵
当
権
は
、
次
に
掲
げ
る
時
点
に
お
い
て
、
他
の
何
れ
か
の
国
家
の
法

律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
公
示
の
形
式
も
満
た
さ
れ
て
い
る
と
き
、
当
該
国
家
に
お
け
る
そ
の
優
先
順
位
を
保
持
す
る
。

　
ａ　

抵
当
権
の
設
定
時
の
準
拠
法
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
優
先
順
位
の
訴
権
消
滅
前

　

ｂ　

物
が
移
動
国
へ
入
国
し
た
日
の
後
、
遅
く
と
も
六
〇
日
以
内
、
又
は
、
債
権
者
が
そ
の
事
実
を
知
っ
た
日
の
後
、
遅
く
と
も
一
五
日
以
内

⑵　

第
一
項
の
諸
規
定
は
、
抵
当
権
が
、
債
務
者
が
所
在
す
る
地
の
法
律
に
従
っ
て
登
記
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
第
一
項
ｂ
号

に
定
め
ら
れ
た
期
限
は
、
場
合
に
よ
り
、
債
務
者
が
そ
の
常
居
所
、
若
し
く
は
、
場
合
に
よ
り
、
問
題
と
な
る
国
家
に
お
け
る
そ
の
社
会
的
本

拠
を
設
置
す
る
日
か
、
又
は
、
債
権
者
が
そ
の
事
実
を
知
っ
た
日
か
ら
計
算
さ
れ
る
。

⑶　

但
し
、
動
産
抵
当
権
は
、
動
産
抵
当
権
の
存
在
を
知
る
こ
と
な
く
、
有
償
で
物
に
対
す
る
権
利
を
取
得
し
た
第
三
者
に
対
し
、
又
、
そ
れ

が
、
第
一
項
及
び
第
二
項
に
従
っ
て
対
抗
で
き
る
よ
う
に
な
る
前
は
、
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

外
国
に
お
け
る
公
示
の
欠
缺

第
二
六
三
一
条　

⑴　

動
産
抵
当
権
の
順
位
を
規
律
す
る
外
国
法
が
公
示
の
形
式
を
定
め
て
い
な
い
と
き
、
及
び
、
物
が
債
権
者
の
占
有
の
下
に

な
い
と
き
、
動
産
抵
当
権
は
、
次
に
掲
げ
る
抵
当
権
に
対
し
て
劣
後
の
順
位
を
有
す
る
。

　
ａ　

債
権
に
対
す
る
抵
当
権
で
あ
っ
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
支
払
う
べ
き
金
額
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
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ｂ　

有
体
動
産
に
対
す
る
抵
当
権
で
あ
っ
て
、
物
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
所
在
し
た
と
き
に
設
定
さ
れ
た
も
の
か
、
又
は
、
流
通
証
券
に
対
す
る
も

の

⑵　

但
し
、
動
産
抵
当
権
は
、
そ
れ
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
法
に
従
い
、
第
一
項
ａ
号
又
は
ｂ
号
に
定
め
ら
れ
た
抵
当
権
の
設
定
前
に
登
記
さ
れ
て
い

る
と
き
、
そ
の
優
先
順
位
を
保
持
す
る
。

動
産
抵
当
権
と
同
様
の
作
用
の
準
拠
法

第
二
六
三
二
条　

⑴　

公
示
及
び
そ
の
効
力
に
関
す
る
本
節
の
諸
規
定
は
、
動
産
の
性
質
を
考
慮
し
て
、
準
拠
法
に
従
い
、
動
産
抵
当
権
と
同
様

の
作
用
へ
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

準
拠
法
の
決
定
に
つ
い
て
、
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
動
産
抵
当
権
と
同
様
の
取
扱
い
の
締
結
日
と
す
る
。

第
四
章
　
相
続

準
拠
法

第
二
六
三
三
条　

相
続
は
、
死
亡
者
が
そ
の
死
亡
当
時
に
そ
の
常
居
所
を
有
し
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

準
拠
法
の
選
択

第
二
六
三
四
条　

⑴　

人
は
、
そ
の
相
続
の
全
体
を
規
律
す
る
に
つ
き
、
そ
の
者
が
有
す
る
国
籍
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑵　

準
拠
法
選
択
の
宣
言
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
同
意
の
存
在
及
び
有
効
性
は
、
相
続
の
準
拠
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑶　

準
拠
法
選
択
の
宣
言
は
、
死
因
処
分
の
形
式
的
要
件
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
か
よ
う
な
準
拠
法
指
定
の
遺

言
者
に
依
る
変
更
又
は
撤
回
は
、
そ
の
方
式
に
つ
き
、
死
因
処
分
の
変
更
又
は
撤
回
の
条
件
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遺
言
の
方
式
の
準
拠
法

第
二
六
三
五
条　

遺
言
の
作
成
、
変
更
又
は
撤
回
は
、
証
書
が
、
そ
の
作
成
、
変
更
又
は
撤
回
の
当
時
に
お
け
る
か
、
遺
言
者
の
死
亡
の
当
時
に
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お
け
る
法
律
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
一
つ
に
拠
る
形
式
的
要
件
を
遵
守
す
る
と
き
、
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

　
ａ　

遺
言
者
の
本
国
の
法
律

　

ｂ　

遺
言
者
の
常
居
所
地
の
法
律

　
ｃ　

証
書
が
作
成
、
変
更
又
は
撤
回
さ
れ
た
地
の
法
律

　

ｄ　

遺
言
の
対
象
と
な
る
不
動
産
の
所
在
地
の
法
律

　
ｅ　

相
続
財
産
の
移
転
手
続
を
遂
行
す
る
裁
判
所
又
は
機
関
の
法
律

相
続
の
準
拠
法
の
適
用
範
囲
、
相
続
人
の
不
存
在

第
二
六
三
六
条

⑴　

相
続
の
準
拠
法
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
律
す
る
。

　
ａ　

相
続
開
始
の
時
期
及
び
地

　

ｂ　

相
続
適
性
を
有
す
る
者

　
ｃ　

相
続
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
資
格

　

ｄ　

死
亡
者
の
財
産
に
対
す
る
占
有
の
実
行

　
ｅ　

相
続
選
択
の
条
件
及
び
効
力

　

ｆ　

相
続
人
の
負
債
支
払
い
義
務
の
範
囲

　
ｇ　

遺
言
の
実
質
的
要
件
、
遺
言
に
依
る
処
分
の
変
更
又
は
撤
回
、
並
び
に
、
遺
言
に
よ
っ
て
処
分
又
は
受
領
す
る
こ
と
の
特
別
無
能
力

　

ｈ　

相
続
の
分
割

⑵　

相
続
財
産
が
準
拠
法
に
従
っ
て
相
続
人
不
存
在
で
あ
る
と
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
域
に
所
在
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
位
置
付
け
ら
れ
る
財

産
は
、
相
続
人
不
存
在
の
相
続
財
産
の
帰
属
に
関
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
法
規
に
基
づ
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
家
へ
帰
属
す
る
。
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第
五
章
　
法
律
行
為

実
質
的
要
件
の
準
拠
法

第
二
六
三
七
条　

⑴　

法
律
行
為
の
実
質
的
要
件
は
、
当
事
者
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
そ
の
本
人
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
律
に
依
っ
て
確
立

さ
れ
る
。

⑵　

法
律
行
為
の
準
拠
法
の
選
択
は
、
明
示
的
に
か
、
又
は
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
内
容
若
し
く
は
諸
状
況
か
ら
疑
い
な
く
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

⑶　

当
事
者
は
、
法
律
行
為
の
全
体
又
は
単
な
る
一
部
分
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷　

準
拠
法
選
択
に
関
す
る
合
意
は
、
法
律
行
為
の
締
結
後
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
変
更
は
遡
及
的
効
力
を
有
す
る
が
、
次
に
掲
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
ａ　

行
為
の
方
式
の
有
効
性
を
無
効
と
す
る
こ
と
、
又
は
、

　

ｂ　

そ
の
間
に
第
三
者
に
依
っ
て
取
得
さ
れ
た
権
利
を
害
す
る
こ
と

選
択
の
な
い
と
き
の
準
拠
法

第
二
六
三
八
条　

⑴　

選
択
が
な
い
と
き
は
、
法
律
行
為
が
最
も
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
国
家
の
法
律
が
適
用
さ
れ
、
又
、
当
該
法
律
が
特
定

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
法
律
行
為
が
締
結
さ
れ
た
地
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

か
よ
う
な
関
連
性
は
、
特
徴
的
給
付
の
債
務
者
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
法
律
行
為
の
本
人
が
、
そ
の
締
結
の
当
時
に
、
場
合
に
よ
り
、
常

居
所
、
営
業
財
産
、
又
は
、
社
会
的
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律
と
の
間
に
存
在
す
る
と
見
做
さ
れ
る
。

形
式
的
要
件
の
準
拠
法

第
二
六
三
九
条　

⑴　

法
律
行
為
の
形
式
的
要
件
は
、
そ
の
実
質
を
規
律
す
る
法
律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑵　

但
し
、
法
律
行
為
は
、
そ
れ
が
次
に
掲
げ
る
法
律
の
中
の
何
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
と
き
、
方
式
の
観
点
か
ら
、
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
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ａ　

そ
れ
が
行
な
わ
れ
た
地
の
法
律

　

ｂ　

そ
れ
に
同
意
し
た
者
の
国
籍
又
は
常
居
所
地
の
法
律

　
ｃ　

法
律
行
為
の
有
効
性
を
審
査
す
る
官
庁
の
国
際
私
法
に
従
う
準
拠
法

⑶　

法
律
行
為
の
実
質
的
要
件
の
準
拠
法
が
、
さ
も
な
け
れ
ば
無
効
と
し
て
、
一
定
の
正
式
の
手
続
を
要
求
す
る
と
き
、
法
律
行
為
が
行
な
わ
れ

た
地
が
何
処
で
あ
ろ
う
と
も
、
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
如
何
な
る
法
律
も
当
該
要
求
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
章
　
債
務

契
約
債
務
の
準
拠
法

第
二
六
四
〇
条　

⑴　

契
約
債
務
の
準
拠
法
は
、
欧
州
連
合
法
の
諸
規
則
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑵　

欧
州
連
合
の
諸
規
則
に
依
っ
て
覆
わ
れ
て
い
な
い
事
項
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
つ
き
、
国
際
条
約
又
は
特
別
規
則
が
別
段
に
規
定
し
て
い
な

い
限
り
、
法
律
行
為
の
準
拠
法
に
関
す
る
本
法
典
の
諸
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

契
約
外
債
務
の
準
拠
法

第
二
六
四
一
条　

⑴　

契
約
外
債
務
の
準
拠
法
は
、
欧
州
連
合
法
の
諸
規
則
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑵　

欧
州
連
合
の
諸
規
則
に
依
っ
て
覆
わ
れ
て
い
な
い
事
項
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
つ
き
、
国
際
条
約
又
は
特
別
規
則
が
別
段
に
規
定
し
て
い
な

い
限
り
、
当
事
者
間
に
先
在
す
る
法
律
関
係
の
実
質
を
規
律
す
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

人
格
侵
害
に
つ
い
て
の
責
任

第
二
六
四
二
条　

⑴　

メ
デ
ィ
ア
又
は
他
の
全
て
の
大
衆
情
報
伝
達
手
段
に
依
る
も
の
を
含
め
、
私
生
活
又
は
人
格
の
侵
害
に
基
づ
く
賠
償
請
求

は
、
被
害
者
の
選
択
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
法
律
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
ａ　

そ
の
常
居
所
地
の
国
家
の
法
律

　

ｂ　

損
害
を
与
え
る
結
果
が
惹
起
さ
れ
て
い
る
国
家
の
法
律
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ｃ　

損
害
を
惹
起
し
た
者
が
、
そ
の
常
居
所
又
は
そ
の
社
会
的
本
拠
を
有
す
る
国
家
の
法
律

⑵　

第
一
項
ａ
号
及
び
ｂ
号
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
損
害
を
惹
起
し
た
者
が
、
人
格
侵
害
の
結
果
が
そ
れ
ら
の
二
つ
の
国
家
の
一
方

に
お
い
て
惹
起
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
に
予
想
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
件
と
さ
れ
る
。

⑶　

人
格
侵
害
に
対
す
る
反
論
掲
載
権
は
、
出
版
物
が
出
版
さ
れ
た
か
、
又
は
、
放
送
が
な
さ
れ
た
国
家
の
法
律
へ
服
す
る
。

債
務
の
消
滅

第
二
六
四
三
条　

⑴　

譲
渡
及
び
更
改
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
債
務
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。

⑵　

相
殺
は
、
相
殺
に
よ
り
、
部
分
的
又
は
全
体
的
な
消
滅
が
申
し
立
て
ら
れ
る
債
権
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。

債
務
者
の
多
数

第
二
六
四
四
条　

多
数
の
債
務
者
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
債
権
者
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
と
の
そ
の
関
係
の
準
拠
法
へ
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

求
償
の
権
利

第
二
六
四
五
条　

⑴　

債
務
者
の
共
同
債
務
者
に
対
す
る
求
償
を
行
な
う
権
利
は
、
二
つ
の
負
債
の
準
拠
法
が
そ
れ
を
認
め
る
と
き
に
の
み
存
在

す
る
。

⑵　

求
償
の
権
利
を
行
使
す
る
条
件
は
、
共
同
債
務
者
が
追
求
す
る
負
債
で
あ
っ
て
、
債
権
者
に
対
し
て
有
す
る
そ
れ
の
準
拠
法
に
依
っ
て
決
定

さ
れ
る
。

⑶　

弁
済
さ
れ
た
債
権
者
と
弁
済
し
た
債
務
者
と
の
間
の
関
係
は
、
後
者
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。

⑷　

求
償
を
行
な
う
公
的
制
度
の
法
は
、
そ
の
組
織
の
規
約
の
準
拠
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
求
償
の
許
容
性
及
び
実
行
は
、
第
二
項
及
び
第

三
項
の
諸
規
定
に
依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

支
払
通
貨

第
二
六
四
六
条　

⑴　

支
払
通
貨
は
、
そ
れ
を
発
行
し
た
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
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⑵　

通
貨
が
負
債
の
範
囲
に
関
し
て
有
す
る
効
力
は
、
負
債
の
準
拠
法
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

⑶　

契
約
か
ら
生
ず
る
国
際
私
法
関
係
に
お
い
て
、
当
事
者
が
他
の
何
れ
か
の
支
払
外
国
通
貨
を
合
意
し
て
い
な
い
限
り
、
支
払
が
行
な
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
の
法
律
が
、
如
何
な
る
通
貨
を
も
っ
て
支
払
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
決
定
す
る
。

第
七
章
　
為
替
手
形
、
約
束
手
形
及
び
小
切
手

第
一
節
　
総
則

能
力
の
準
拠
法

第
二
六
四
七
条　

本
国
法
に
従
い
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
に
よ
っ
て
債
務
を
負
う
能
力
を
有
し
な
い
者
は
、
振
出
人
を
能
力
者
と

考
え
る
法
律
が
帰
属
す
る
国
家
に
お
い
て
、
署
名
が
付
与
さ
れ
て
い
た
と
き
、
な
お
も
、
有
効
に
か
よ
う
な
証
券
に
よ
る
義
務
を
有
す
る
。

形
式
的
要
件
の
準
拠
法

第
二
六
四
八
条　

⑴　

為
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
に
関
し
て
引
き
受
け
ら
れ
た
債
務
負
担
義
務
は
、
債
務
負
担
が
署
名
さ
れ
た
国
家
の

法
律
の
形
式
的
要
件
へ
服
す
る
。
小
切
手
に
関
し
て
は
、
支
払
地
の
法
律
に
依
る
形
式
的
要
件
の
遵
守
を
も
っ
て
足
り
る
。

⑵　

債
務
負
担
が
第
一
項
の
諸
規
定
に
従
え
ば
有
効
で
な
い
が
、
後
の
債
務
負
担
が
署
名
さ
れ
る
国
家
の
法
律
に
適
合
し
て
い
る
と
き
、
最
初
の

債
務
負
担
の
形
式
の
非
合
法
性
は
、
後
の
債
務
負
担
の
有
効
性
を
無
効
と
し
な
い
。

償
還
請
求
訴
訟
の
準
拠
法

第
二
六
四
九
条　

償
還
請
求
訴
訟
の
実
行
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
期
限
は
、
全
て
の
署
名
に
関
し
、
証
券
発
行
地
の
法
律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ

る
。

拒
絶
証
書
の
準
拠
法

第
二
六
五
〇
条　

拒
絶
証
書
の
形
式
及
び
期
限
、
並
び
に
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
に
関
す
る
権
利
の
行
使
又
は
保
全
に
必
要
な
一
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定
の
証
書
の
形
式
的
要
件
は
、
拒
絶
証
書
又
は
他
の
必
要
証
書
が
作
成
さ
れ
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

第
二
節
　
為
替
手
形
及
び
約
束
手
形

債
務
の
効
力
の
準
拠
法

第
二
六
五
一
条　

⑴　

為
替
手
形
の
引
受
人
及
び
約
束
手
形
の
署
名
者
の
義
務
の
効
力
は
、
そ
れ
ら
の
手
形
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
地
の
法
律
に

依
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

⑵　

為
替
手
形
又
は
約
束
手
形
に
よ
る
他
の
債
務
者
の
署
名
が
生
ず
る
効
力
は
、
署
名
が
付
与
さ
れ
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
に
依
っ
て

規
律
さ
れ
る
。

債
権
取
得
の
準
拠
法

第
二
六
五
二
条　

証
券
が
発
行
さ
れ
た
地
の
法
律
は
、
為
替
手
形
の
所
持
人
が
証
券
の
発
行
の
原
因
と
な
っ
た
債
権
を
取
得
す
る
か
を
決
定
す

る
。

引
受
の
準
拠
法

第
二
六
五
三
条　

為
替
手
形
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
引
受
が
総
額
の
一
部
分
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
、
証

券
の
所
持
人
が
部
分
的
支
払
を
受
領
す
る
義
務
を
有
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。

紛
失
又
は
盗
難
の
場
合
の
準
拠
法

第
二
六
五
四
条　

為
替
手
形
又
は
約
束
手
形
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
証
券
の
紛
失
又
は
盗
難
の
場
合
に
お
い
て
執
ら
れ
る

べ
き
措
置
を
決
定
す
る
。

第
三
節
　
小
切
手

準
拠
法
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第
二
六
五
五
条　

小
切
手
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
か
よ
う
な
証
券
が
振
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
決
定
す
る
。

小
切
手
の
無
効

第
二
六
五
六
条　

準
拠
法
に
従
い
、
小
切
手
が
そ
の
目
的
た
め
の
能
力
を
有
し
な
い
者
宛
て
に
振
り
出
さ
れ
た
た
め
に
無
効
で
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
か
よ
う
な
制
限
を
含
ま
な
い
立
法
が
帰
属
す
る
他
の
国
家
に
お
い
て
証
券
上
に
付
さ
れ
た
署
名
か
ら
生
ず
る
義
務
は
有
効
と
す
る
。

義
務
の
効
力
の
準
拠
法

第
二
六
五
七
条　

小
切
手
か
ら
生
ず
る
義
務
が
署
名
さ
れ
た
領
域
が
帰
属
す
る
国
家
の
法
律
は
、
当
該
義
務
の
効
力
を
規
律
す
る
。

適
用
範
囲

第
二
六
五
八
条　

小
切
手
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
国
家
の
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
律
す
る
。

　
ａ　

証
券
が
一
覧
払
で
振
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
が
期
日
払
で
振
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
並
び
に
、

先
日
付
の
効
力

　

ｂ　

呈
示
期
限

　
ｃ　

小
切
手
が
引
受
、
保
証
、
追
認
又
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
、
当
該
記
載
の
効
力

　

ｄ　

持
参
人
が
部
分
的
な
支
払
を
請
求
で
き
る
か
、
又
は
、
そ
れ
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

　
ｅ　

小
切
手
が
線
引
き
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
又
は
、「
口
座
払
い
」
条
項
若
し
く
は
相
当
す
る
表
示
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
及

び
、
線
引
き
、
条
項
若
し
く
は
相
当
表
示
に
付
与
さ
れ
た
効
力

　

ｆ　

持
参
人
が
小
切
手
資
金
に
対
し
て
特
別
の
権
利
を
有
す
る
か
、
又
、
そ
の
性
質

　
ｇ　

振
出
人
が
小
切
手
を
無
効
と
す
る
か
、
又
は
、
そ
れ
の
支
払
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

　

ｈ　

小
切
手
の
盗
難
又
は
紛
失
の
場
合
に
お
い
て
執
ら
れ
る
べ
き
措
置

　

ｉ　

拒
絶
証
書
又
は
相
当
す
る
確
認
が
、
裏
書
人
、
振
出
人
及
び
他
の
義
務
者
に
対
す
る
求
償
権
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
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第
八
章
　
信
託

準
拠
法
の
選
択

第
二
六
五
九
条　

⑴　

信
託
は
、
代
理
権
授
与
者
に
依
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
律
へ
服
す
る
。

⑵　

第
二
六
三
七
条
の
諸
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

準
拠
法
の
客
観
的
決
定

第
二
六
六
〇
条　

準
拠
法
の
選
択
が
な
い
か
、
又
は
、
選
択
さ
れ
た
法
律
が
信
託
の
制
度
を
知
ら
な
い
と
き
、
準
拠
法
は
、
信
託
が
最
も
密
接
な

関
連
性
を
呈
示
す
る
国
家
の
法
律
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。

　
ａ　

代
理
権
授
与
者
に
依
っ
て
指
定
さ
れ
た
信
託
財
産
の
管
理
地

　

ｂ　

信
託
を
受
け
た
財
産
の
所
在

　
ｃ　

受
託
者
の
常
居
所
地
、
又
は
、
場
合
に
よ
り
、
社
会
的
本
拠
地

　

ｄ　

信
託
の
目
的
、
及
び
、
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地

適
用
範
囲

第
二
六
六
一
条　

第
二
六
五
九
条
及
び
二
六
六
〇
条
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
法
律
は
、
信
託
の
有
効
条
件
、
解
釈
及
び
効
力
、
並
び
に
、
そ
の
管

理
へ
適
用
さ
れ
る
。
当
該
法
律
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
決
定
す
る
。

　
ａ　

受
託
者
の
指
名
、
放
棄
及
び
取
替
え
、
人
が
受
託
者
に
指
名
さ
れ
る
た
め
の
特
別
要
件
、
並
び
に
、
受
託
者
の
権
限
の
委
譲

　

ｂ　

受
託
者
間
に
お
け
る
そ
の
権
利
及
び
義
務

　
ｃ　

義
務
の
履
行
、
又
は
、
託
さ
れ
た
権
限
の
行
使
を
全
面
的
又
は
部
分
的
に
委
譲
す
る
受
託
者
の
権
利

　

ｄ　

信
託
財
産
中
の
財
産
を
管
理
か
つ
処
分
し
、
担
保
を
設
定
し
、
又
、
他
の
財
産
を
取
得
す
る
受
託
者
の
権
限

　
ｅ　

投
資
及
び
預
入
を
行
な
う
受
託
者
の
権
限
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ｆ　

信
託
期
間
に
関
す
る
制
限
、
及
び
、
財
産
管
理
か
ら
生
ず
る
収
入
を
蓄
え
る
権
限

　
ｇ　

受
益
者
に
対
す
る
受
託
者
の
個
人
的
責
任
を
含
め
、
受
託
者
と
受
益
者
と
の
間
の
関
係

　

ｈ　

信
託
の
変
更
又
は
中
止

　

ｉ　

信
託
財
産
を
構
成
す
る
財
産
の
分
割

　
ｊ　

信
託
財
産
が
管
理
さ
れ
た
方
法
を
報
告
す
る
受
託
者
の
義
務

特
別
状
況

第
二
六
六
二
条　

特
に
、
信
託
の
管
理
に
関
し
、
分
離
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
要
素
は
、
別
の
法
律
へ
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
章
　
消
滅
時
効

準
拠
法

第
二
六
六
三
条　

訴
訟
を
起
こ
す
権
利
の
消
滅
時
効
は
、
実
体
法
自
体
の
準
拠
法
へ
服
す
る
。

�
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